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「うぁ、ぁ……」

　明け方。柳やぎ生ゆう宗むね朗あきらは異様なほどの寝ね苦ぐるしさに、眠ねむりを妨さまたげられていた。

　びっしょりとかいた汗あせに肌はだが濡ぬれている。

　石のように重い身体。両りよ腕ううでも脚あしも、まるで拘こう束そくされているみたいに動かすことができない。

（なんだ……ひどく暑い……。これほどの……もしや……？）

　敵の攻こう撃げきか。旗本生徒会の？

　いっきに身から体だじ中ゆうの神経と筋肉が緊きん張ちようする。意識が急激に甦よみがえってくる。固い帳とばりを破るようにまぶたを開く。と……、

「……ん、んんぅ、お兄ちゃん……ぅ」

「すぅ……すぅぅ……宗朗の、愚おろか者ものぉ……」

　かろうじて起こした半身から、広がる光景が目に入って来た。

　ふたつの身体がそこにあった。

　この季節、薄うすい上うわ掛がけを跳はね除のけるように、どちらも丸めた身体を宗朗に押おしつけている。

「十じゆ兵うべ衛え、と、幸村……!?　なんで……」

　右みぎ腕うでに柳生十兵衛が、ほとんど宗朗にのしかかるように上になっている。左ひだ腕りうでにはすがりつくように真さな田だ幸ゆき村むら。

　身体が動かせず、暑くてたまらなかったのはこのせいか、と思う。思うが、

「お、おい、起きろ……離はなれ、て……！　うぁ！」

　無理に腕うでを引ひき抜ぬこうとすると、ズルッ、ふたりの身体までが引っ張り出だされてきた。その姿。

「……んん……にゅあ？　お兄ちゃん……？」

　ようやく目を開ける十兵衛が、まぶたをこすりながら小さくアクビをする。わずかにまとわりついていた上掛けがスルッと滑すべり落おちた。

　ふるん、たゆんっ……！

　そんな音さえするほどに、白くて豊かな実がふたつ、十兵衛の胸で揺ゆれる。

「な！　んで、着てないんだ。どうして寝ね間ま着きを……！」

　その姿はすっかり裸はだか。ショーツも身につけていない生まれたままの姿が、覆おおうものもなく白い肌を露あらわにしている。

「ん。だって、夜お風ふ呂ろから上がってそのままお布ふ団とんに入っちゃったんだもん。それに十兵衛、こっちのほうがよく眠れるの」

「眠れるとか、そういうことじゃなくて！　それに、十兵衛の部屋はここじゃないだろう!?」

　床とこにつくときは確かにひとりだったはず。風呂の順番は宗朗が最後なのだし。いったいいつ潜もぐり込んできたのか。

　そしてそれは十兵衛だけにとどまらず、

「むゅ……なんじゃ、騒さわがしいのぉ。わらわはゆっくり眠りたい……んん？」

　幸村も目を醒さまして身を起こす。こっちは寝間着を着ているものの、やはり寝苦しさからか大きくはだけてしまっていた。

「幸村もだよ。どうしてぼくの……ん？　どうしたん……」

　だ、と言おうとした宗朗の言葉が止まるほど、幸村がみるみる赤くなっていく。その視線の先は、

「お、おぬし、宗朗……なぜそのようなかっこうでわらわの寝しん所じよに……まさか、わらわを寝ねている間に……」

「え？」

　指さされて宗朗も自分の姿に気づいた。

　ボタンが全部外れてしまった寝間着の上着。肩かたまで抜いた両もろ肌はだ脱ぬぎになってしまっている。

　鍛きたえられた胸むな板いたと腹筋。決してマッチョではないが、痩そう身しんにしなやかな筋肉がまとわりついている宗朗の身体。

「いや、これは、暑くて知らないうちに……だ、だいたいおまえたちがいつのまにかくっついて……ここはぼくの部屋だぞ!?　十兵衛、なにか着なさい！　幸村も、寝間着が脱ぬげてるじゃないか」

　いっきに言ったものの、十兵衛と幸村の視線が突つき刺ささってくる。

　まったくわかっていない「？」顔の十兵衛。幸村は自分の乱れた姿に気づくとますます赤くなって胸をかき合わせた。

「だ、だから、その……なにか、根本的に間ま違ちがって……るような……とにかく！」

　そこまで言って宗朗は立ち上がろうとした。が、下半身が重たくて膝ひざを持ち上げることができない。不思議に思う宗朗の目の前で、残った上掛けがムクムクと持ち上がった。

「の、うあ!?」

　こんどこそ宗朗が声を上げてのけ反る。その目の前で上掛けがパサッとめくれて、顔を出したのは、

「……おはよう、ございます」

「ま、又また兵べ衛え、さん……？」

　後ご藤とう又兵衛。その顔が赤いのは、頭から上掛けをかぶっていたからなのか。そもそもなぜ又兵衛もまた宗朗の布団の中に潜り込んでいたのか。

「……」

　しかしふだんから寡か黙もくな又兵衛はここでも言葉はなく、宗朗よりも背の高い身体、そして十兵衛よりもグラマラスな胸が、ゆさっ、と重々しく揺れるだけ。

「まさ、か、又兵衛さんも……!?」

「いや……」

　十兵衛同様、一糸まとわぬ姿？　と思いきや。それを否定するためか、上掛けを払はらいのけ、膝立ちになってみせる。

「あ……わ!?」

　その姿は、下帯こそきりっと股こ間かんを締しめ上あげているが、それだけ。裸の胸にふだん巻いているサラシはない。

「か、変わらないよ！　それじゃ着てないのと。……は、早く着てください！　というか、胸を隠かくして！」

　なぜか悲鳴のような声を上げているのは宗朗のほうで、たったいま又兵衛が脱ぎ捨すてるように落とした上掛けをあわてて拾い上げて押しつけていた。

「あー、お兄ちゃん、すっごい赤くなってるぅ！」

　ここへ来て追い打ちをかけるような十兵衛の発言。まったく場の空気を読んでいないどころか、裸のまま女の子座ずわりでコロコロと笑っている。

「だから十兵衛も何か着ろ、って……！　あ……」

　そのとき目に入った。

　真っ赤だった顔を真っ青にした幸村が、堅く胸をかき合わせて、顔を上げる。スゥーっ、と息を吸い込む音が聞こえて、

「……お、お、お……愚か者ぉぉぉおおお!!」

　あたりをつんざく大だい音おん響きようの高音。誰もが思わず耳を塞ふさぐなか、

　パンッ！

　ひときわ高く、破は裂れつしたような音が響ひびいた。



    

  
    
      「へあ!?」

　赤くなった頬ほおを押さえて声を漏もらす宗朗と、思わず自分の手を見る幸村。

「なんでぼくが……!?」

　が、殴なぐられた宗朗よりも、なぜか幸村の目にジワッと涙なみだがあふれ出したかと思うと、

「む、む、宗朗の、バカぁぁぁああああ!!」

　二度目の大音響に、その場の誰もが耳を押さえた。

「ウキーッ！」

　そして、じつはまだ潜り込んでいた猿さるの佐さ助すけが、ひと声吠ほえた。



「だから、なんでぼくが殴られなくちゃいけないんだよ！」

　宗朗のその言い分はもっともすぎる。

　もっとも、言いながらせっせと茶ちや碗わんに炊たきたてのご飯をよそっては、食しよ卓くたくに並べていくところは少々説得力に欠けるが。

　朝の柳生道場。

　その第一幕が、宗朗の寝所に、同居の美少女三人+猿が忍しのび込む、というよりあろうことか布団の中に潜り込んで宗朗にめいめい抱だきつき、しがみつき、からみついていた、ということはもう伝えた。

　ようやくその場が収まって、いまは朝あさ餉げの最中。

　円い膳ぜんに並べられた焼き魚、お浸ひたし、佃つく煮だに、香こうの物もの。それに香ばしい出だ汁しの香かおりをくゆらせている味み噌そ汁しる、なにより白いご飯がまぶしい。

　といってもそれらは、

「全部ぼくが作ってるんだけど……」

　いまは学生服にエプロンをつけた宗朗が言うとおり、すべて彼かれが支し度たくしたもの。そのうえこうして給きゆ仕うじまで。

「十兵衛もお米研といだよ！　あと、お出汁の鰹かつ節おぶし、削けずったの！」

「……」

　十兵衛と又兵衛はいちおうお手伝い。が、幸村は、

「わらわが悪いのではないわ！　気がついたらお主の寝所に……ふ、ふぇ……ふぇくしょ！」

　大きなくしゃみをひとつ。

　憤ふん慨がいした幸村は、ひとりで朝あさ風ぶ呂ろに入っていたのだ。

　ところが、ふだん風呂の用意をする宗朗は朝餉の支度で忙いそがしく、仕方なく幸村自身で窯かまに火を入れ、風呂を焚たいた。ところが薪まきが足りずに湯が熱くならず、意地でぬるい湯に入った幸村は、

「くしゅっ……！」

「ほら、風か邪ぜひくぞ」

　宗朗に上着を肩にかけられる始末。幸村はまたもカーッと赤くなりながら、

「う、う、うるさいぃぃ！　もとはと言えば、これはおぬしと契ちぎったためで……わらわのせいでは……！」

　急に言葉を失う。

　契り。契けい約やく、とは、「将」たる宗朗と「士」つまりサムライたる幸村との間に交かわされた絶対的な結びつきのこと。

　これによって「将」は「士」を、場合によっては意のままにすることができる。

「士」は「将」と契ることで己おのれの眠っていた能力を引き出し、それまでに数倍する力を発揮した。

「将」と「士」は、独自の契りを交わすことで、この関係を結ぶ。

　そして宗朗の場合は、

「キス、したのがそんなにショックだったの、ゆっきー？　お兄ちゃんと」

　またも空気を読まない発言は十兵衛だ。

「ち、違ちがう！　ショックなどでは……。ええい、ゆっきー、言うな！　わらわには幸村という名前が……だ、だいたい、キス……などという、え、エロエロな方法で契るお主の能力が、体質が、不ふ埒らちこのうえないと言うておるのじゃ！　わらわは、し、仕方なく……仕方なく、じゃ！　けっして好きこのんで……い、いや、好きとか、そいうことではなく……」

　言えば言うほどドツボにはまって、顔だけでなく全身真っ赤に湯気を立てている幸村。それを見て、

「熱、出てきたんじゃないのか。なんなら寝てたほうが」

　斜ななめ上うえの気き遣づかいをする宗朗も、また……。

「ち、ち、違ぁああああう！」
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　平へい誠せい二十某ぼう年ねん。

　大日本国は徳とく川がわ第二十五代将軍・義よし康やすの治世の下、長い平和と繁はん栄えいの時代を享きよ受うじゆしていた。

　明治の大改革で身分制度、封ほう建けん制度は廃はい止しされ、できあがった中央集権的国家は欧おう米べい列強の干かん渉しようを跳ね返かえし、日本の独立を守り抜いた。

　大正のデモクラシーを経へて民主主義も普ふき及ゆうし、大日本国憲法も制定。表向きは、民主主義国家としての体てい裁さいを整えていた。

　一見して平和で豊かな社会。

　しかし巨きよ大だいな権力を握にぎっているのは、官かんり僚よう行政組織の幕府といまだに世せし襲ゆう制せいの徳川将軍だった。

　このふたつを批判し、抵抗する者には苛か烈れつな弾だん圧あつが容よう赦しやなく襲おそいかかる。心を閉ざして暮らし続ける限り、人々には偽いつわりの「自由」が与あたえられた。

　豊臣派。

　そんな中、人々の希望が向けられたのが、豊臣、そして豊臣派だった。

　かつて関せきヶが原はらで徳川と覇はを争あらそい、大坂の陣じんで滅めつ亡ぼうした豊臣家、豊臣政権。

　華はなやかな安土・桃もも山やま時代と豊臣政権への憧あこがれ。徳川ではなく、豊臣の世が続いていれば……。

　徳川への不満と反はん抗こうはアンチ・ライバルとしての豊臣への待望となり、一部の反体制派は自ら豊臣派を名乗った。これに対たい抗こうして幕府もまた、豊臣派への弾圧を強めていく。



　大日本国の首都、天領・大おお江え戸ど行政特区から離れること二十五里（約百キロ）。

　霊れい峰ほう富士の裾すそ野のに広大なキャンパスを持つ武ぶお應うが学くえ園んじ塾ゆくは、将来大日本国を担になう人材を育成するための巨大学園だ。

　保育舎、幼よう稚ち舎しやから大学院とその関連施し設せつを全国に持ち、ここ富士の本校舎には中等部から大学までが集められていた。

　表向き、武士とその階級はなくなったものの、武應学園に集つどう生徒たちはまぎれもなく武士、武家の子女たちだった。

　生徒たちはふだんから帯刀を許され、士道に適かなえばいかなる場所、時間、どんな相手であっても、生徒どうしの勝負が認められる。

　学園内は唯ゆい一いつの生徒緒しよ法はつ度とが統すべる、大日本国内の治外法権だからだ。

　高度な学生自治を謳うたう武應学園は、旗本生徒会と称しようする全校生徒会によって事実上支配されていた。

　その名のとおり、生徒会メンバーはかつての徳川親しん藩ぱん、譜ふ代だい大名家の子息のみで占しめられている。

　生徒会長に徳川将軍家嫡ちや男くなん、徳川慶よし彦ひこ。

　副会長には慶彦の妹、ふだん千せん姫ひめと呼ばれる徳川千。それに書記長に親藩筆頭の松まつだ平いら尊たか保もりを頂いている。千姫の下には、服はつ部とり忍にん軍のくノ一だけで構成された風紀委員会があり、服部半はん蔵ぞう美よし成なりが束ねていた。

　豊臣派待望の機運はここ武應学園でも高まり、それに対抗するため、風紀委員会による生徒弾圧は苛烈の一途をたどっていた。



　柳生宗朗は代々将軍家剣けん術じゆつ指南役柳生家に生まれ、武應学園でもその職を任されて柳生道場を開いていた。

　しかし生徒会による豊臣派弾圧の尖せん兵ぺいを命じられたことから、これを拒きよ否ひするために独断で道場を閉へい鎖さ。生徒会と対立する道を選ぶ。

　そんななか突とつ然ぜん、柳生道場に舞まい降おりた……もとい墜つい落らくしてきた少女。

　自らを柳生十兵衛と名乗る少女は、ときに別人格となって覚かく醒せいし、誰も敵うことのない剣けん姫きに変身する。

　十兵衛に引かれるように接せつ触しよくして来たのは、真田幸村と後藤又兵衛だった。

　初めて姿を現した「豊臣派」の彼かの女じよたちが企たくらむのは生徒会打だ倒とう、それとも倒とう幕ばく？　ふたりと契りを交わした宗朗、そして徳川の生徒会の要職にあるはずの千姫、服部半蔵までが戦いに巻き込まれていくに及およんで、学園の様相はいっきに変わるかと思われた。

　現在、事態の沈ちん静せい化かを図はかる生徒会によって、宗朗の柳生道場は一いつ種しゆの緩かんし衝よう地帯となり、生徒会の監かん視しの下、宗朗と十兵衛、幸村、又兵衛たちとの奇きみ妙ような同居生活が始まっていた。
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「なんじゃ……なんじゃ、なんじゃ！　宗朗のバカ、バカ、バカ！　わらわの気持ちをなんだと……」

　朝餉の席をそうそうに辞した幸村は……それでもしっかり三杯ばいお代わりしていたものの、どこか空くう虚きよな想おもいを抱かかえたまま逃にげるように自室へ戻もどっていた。

　襖ふすまを閉める。と同時に、ドン、と膝をついて座り込んだ。女の子座りの両膝の間、その根本を押さえるように、抱えるように手を畳たたみにつく。

　キュゥゥン……。と鳴るのは、お腹なかではない。実際には音は、ない。

　それは幸村の気持ちの中でだけ聞こえる、切ない感情が立てる悲鳴のような声。

「あ、あれは……」

（わらわもわからんのじゃ。いつのまに、バカ宗朗の寝所に……布団の、中などに……）

　思い出すだけで、キュゥンと身体の奥おくが捩ねじれてくる。

　急所を思い切りつまみ上げられたような、心の疼とう痛つう感。比例したように身体が熱くなって、奥の方が疼うずいてくる。

「は、恥はずかしい……」

　じゅんっ、と幸村の奥からあふれ出すような感情の奔ほん流りゆう。それはすべて、宗朗へ向かっていく。

　なんだか胸の先までツンとしてくるようで、

「くぅ……！」

　ギュッと羽織の胸をかき合わせてしまう。

（だいたい、なんでわらわが……い、いつの間に宗朗の寝所へなど行ったのじゃ。昨夜は眠ねむってから一度も……）

「……キス、したい」

　小さくつぶやいて、ハッ、とする。

「な、なんじゃなんじゃ、いったいわらわは何を口走って……わああ!?」

　ドン！　と背後からぶつかってきたもの。それがそのまま押おし倒たおすようにからみついてくる。

　暑苦しいほど大きなふたつの膨ふくらみ。ネコのようにしなやかな手て脚あし、といえば……。

「ゆっきー！　だーれだ!?」

「十兵衛……！　決まっておろうが！　は、早く退かんか。痛い……！」

　ふざけてのしかかったままの十兵衛が、

「えへ、ごめん」

　笑って身体を離はなす。幸村は乱れた羽織を引っ張り直しながら、

「なんじゃ！　いきなりわらわの部屋に……」

「お兄ちゃん、心配してたよ。ゆっきー、急に出て行っちゃうから」

　十兵衛の思わぬ言葉に幸村の顔がポッと輝かがやく。気取られないよう平静を装よそおう。

「心配、しておったか。宗朗めが……」

「うん。ゆっきーがご飯三杯しか食べないから、お腹でも壊こわしたのか、って」

「三……お、愚おろか者ものぉぉお！　そんなことでは……ぁ」

　もう一度幸村のかんしゃくが炸さく裂れつする、というところ、それをさえぎったのはまたも十兵衛だった。

　幸村にぴったりと抱きつく。しかしこんどは乱暴にではなく、やさしく、寄より添そうように、抱き留とめる。

「わかってるよ、ゆっきー……」

「な、なんじゃ、いきなり。そのゆっきー、というのはやめよと……」

「ゆっきーはお兄ちゃんが大好きなんだもんね？　あ、急に背中、熱くなったよ」

　不意を衝つかれて一瞬口ごもる幸村。しかししっかり身体は反応して、隠せない。

「な、な、な！　なにを言って……！　お、おぬしは……！」

「ううん。いいよ、隠さなくて。十兵衛にはわかるんだ。だって、十兵衛がお兄ちゃんのこと、だーい好きなんだもん！」

「それは！　おぬしはそうであろうが、わらわは……」

「じゃあ、嫌きらいなの？」

「き、嫌いとか、そういうのではないわ！　わらわと宗朗は、大事のために契りを交わした……そ、そういう仲。いわば同志じゃ。決して好きとか、嫌いとか……」

「十兵衛は、いいよ。ゆっきーなら。お兄ちゃんとゆっきーが仲良くなるなら、十兵衛、応おう援えんしちゃう」

「おぬし……それでは、おぬしが……」

「うん。だから全部はダメ。半分なら、いいよ」

「は、半分？　宗朗は人間じゃぞ。半分ずつになぞ……」

　幸村が顔を上げようとすると、十兵衛はまだ幸村の背中を抱いたまま、言った。

「ううん。お兄ちゃんなら、できるよ。ゆっきーと十兵衛、ふたりとも、いっぺんにだって」

「それでは、ただのエロ魔神で……！」

　口走りながら、幸村はハッと気づく。そのことに思い当たる。

（それこそ「将」の証、なのでは……。「将」たる者、「士」はひとりではない。多くのサムライを従えてこそ「将」。いや、そうでなければ「将」は務まらぬ。ならば、わらわと十兵衛を同時に……同時、に……）

　そこまで考えて、やはりカーッと肌はだを熱くする幸村。その背中を冷ますように、ポンポン、と十兵衛がやさしく叩たたいた。

「だいじょうぶ。お兄ちゃんはゆっきーにさびしい想いなんか、させないよ。きっと。ずっと……」

「ずっと、じゃと。なぜそれが、おぬし……まさか」

（この感じ、まさか、柳生十兵衛……!?）

　抱き合あうようにお互たがいの顔が入いれ違っているので、幸村から十兵衛の顔は見えない。しかし自分の身体を抱いている十兵衛が、どこか一回り大きくなったように感じる。それは、押しつけられている胸の大きさ、まで？

　十兵衛と柳生十兵衛。

　どちらも柳生十兵衛であることは変わらない。そこがややこしい。

　しかしふだんの十兵衛が、「十兵衛」なら、ある条件と状じよう況きようの下、顕あらわれる剣けん豪ごう……この場合、剣姫というべきか……「柳生十兵衛」。剣けんに優すぐれ、何者をも寄せ付けないその姿に変わる。

　表情もまるで違って、背まで一いつし瞬ゆん伸のびたのでは、と思うほどの変わりようだ。そしてそれは、

（しかし柳生十兵衛ならば、少なくとも宗朗とキスしなければ顕れぬはず。キス……宗朗と……）

　何度目かに、カァっとなる身を抑おさえて、幸村は身体を離そうとした。十兵衛の顔を見るために。しかし、

「十兵衛、おぬし……」

　チュッ。

　それはとうとつに起こった。それはもう、呆あつ気けにとられるほどに。

　幸村の頬に、十兵衛の唇くちびるが触ふれた。十兵衛の顔を見ようとした幸村に、十兵衛が唇をチューの形にして押しつけたのだ。

　キス。

　それは軽いキスだけれど、でもキスはキス。

「！　……」

　一瞬の衝しよ撃うげきのあと、幸村が離れた。同時に十兵衛を突つき飛とばしている。

「きゃ、ん！」

「お、おぬし、いまなにを、わらわに……」

　頬に手を当ててわなわなと震ふるえる幸村。怒おこっているようで、でも泣きそうな表情。

「え、なに……って、なに？　なにした、かな、ゆっきー？」

　が、十兵衛のほうも、尻しり餅もちをついたまま照れ笑いをするだけ。

「な、なに、じゃと！　おぬしはいまわらわに、口づけ……キスを……なんなのじゃ、女どうしで……確かに、わ、わらわはキスがしたいとは……」

「あ、やっぱりキスしたかったんだ、ゆっきー」

「ち、違！　それは！」

　キスの相手が違う。そう言いそうになって幸村は言葉を呑のみ込む。唇に力を込めて押しとどめる。

「でも、ほっぺにチュ、は女の子どうしでもいいんだよぉ」

「それは欧米じゃ！　ここは日の本じゃぞ！　断じて、女どうしで……おぬしにキスなど、たとえ頬ほおでも……ま、まあ頬ぐらい……い、いや！」

　もはや自分でも収しゆう拾しゆうが付かずに癇かん癪しやくを起こす幸村。

　そしてそんな光景を、

「……幸村、さま？」

　ようすを見に来た又兵衛が、驚おどろいたように眺ながめていた。
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「……幸村のやつ、どうしたんだ。いきなり食事の途とち中ゆうで」

　そう言いながらまたもひとりで後片付けをしているのは宗朗だった。

　ようすを見に行くと言って十兵衛も行ってしまったから、洗い物もどうやらしなくてはならない。洗い物好きの又兵衛もいなかった。

「難しい年ごろっていうのかな。あとで甘あまいものでも持っていって……ん？」

　気配を感じる。

　宗朗とて、この柳生道場を任された柳生真陰流目録の腕うで前まえ。十兵衛たち以外の人の気配が道場へ近づいて来ているのは容易に感じられる。

「この感じ、殺気とは違うみたいだけど」

　持っていた茶ちや碗わんを膳ぜんに戻すと、宗朗はかかとをつけずに廊ろう下かを歩いた。そのまま稽けい古こ場ばに置かれている刀をつかむと、玄げん関かんへ急ぐ。

　柳生道場は、それでも三百石の構えを持つ。もともと武應学園の中の、剣術道場の中心的存在だ。その規模は、かつて百人もの門もん弟ていを抱えていた、ということからもわかるように決して小さくない。

　木戸を備えた門と前庭の向こうに、ふだんは門弟たちが出入りする大きな玄関がある。もっとも門弟たちは、生徒会が道場を接収するという達しの後、宗朗がすべて一時破門の扱あつかいにしてしまったから、いまは誰も来る者はいないはず。

　宗朗は左手の刀をいつでも抜ぬけるようにそなえて、玄関の縁えんの上から呼びかけた。

「どなたです……」

　か、と言い終わらないうちに、それが飛んできた。

「隙すきあり！　よ」

　空気を切きり裂さく音とともに繰くり出だされる、白銀の刃やいば。まぎれもない、薙なぎ刀なたの穂ほ先さきだ。そして薙刀といえば、

「千姫、さま!?」

　かろうじて、避よける宗朗。その耳元を薙刀の穂先がかすめて、また引ひき戻されていく。

「いかにも、千よ！　宗朗、今日はおまえに……」

　戻した薙刀をいつでも繰り出せるよう、また打ち込めるようにかまえたままの千姫。超ちようミニにした制服に朱しゆの上うわ掛がけを羽織っているのはいつもの姿、なのだが、

「……ぷっ！　な、なあに、そのかっこう！　宗朗、おまえ……！」

　急に笑い出す。千姫が指さす宗朗の姿、とは。

「なんです、急に……あ」

　おさんどんの途中、駆かけつけてきた宗朗は、制服の上にエプロンをつけたまま。その姿で刀を持っても、それはかなり、そうとう変、ではある。千姫でなくとも笑うのは無理もない。

「御お姫ひいさま。あまりお笑いになっては」

　隣となりで言うのは、メガネにメイド服の少女、服部半蔵だ。正確にはメイドドレスにアレンジした制服で、膨らんだスカートには内部に武器が隠かくされ、装そう甲こうが内張されているという装甲スカートだった。

「こ、これは家事の途中で！　それより、なんの用です。千姫さまがまたこんなところに来るなんて」

（まさか、半蔵の部下のくノ一たちをもう道場の裏から入り込ませている……!?）

　事実、前回はそんなふうに、千姫とその直属の部下、半蔵が率いる風紀委員会の服部忍軍に襲しゆ撃うげきされ、危ない目にもあっている宗朗だった。

　宗朗の考えを読んだのか、

「なあに、千を疑ってるの？　まさか、もう襲ったりしないわよ。それは、千だっておまえに助けられた借りを、まだ返してないんだからね」

　千姫が言う。助けられた、というところでちょっと頬が赤く染まった。

　千姫と半蔵の風紀委員会による襲撃は、宗朗たちの奮戦によって撃げき退たいされた。千姫は失敗の咎とがから、座ざ敷しき牢ろうに幽ゆう閉へいされてしまう。ほぼ同時に十兵衛も連れ去られ、そのふたりを助け出したのがまた宗朗たちだったのだ。

「はあ。それで……あの？」

（それなら、なにしに来たんだ？）

　いぶかしむ宗朗の前で、ツン、と横を向いたままの千姫。主に変わって、半蔵が切り出した。

「あの……御姫さまは、ここに……柳生道場にお住まいになることをご希望です。というより、もう……」

　半蔵が泳がせた視線の先。宗朗も見ると、そこにはいくつもの大八車が。家財道具を満まん載さいして道ばたに停とめられていた。

「え!?　まさか、あれ全部……い、いや、そのまえに、ここに住むって……!?」



「冗じよ談うだん、ですよね？　あの大荷物、とか……」

　動どう揺ようしながら宗朗が言う。

　千姫といえば徳川宗そう家けの姫ひめ君ぎみ。次期徳川将軍と目される、現武應学園生徒会長・徳川慶彦の実じつ妹まいに当たる。

　いつまでも玄げん関かん先さきで話し込むわけにもいかず、ひとまずはここ、客間に上がってもらった。もちろん上座は千姫である。

「なによ！　千がここに住むといけないわけ？　それに、千がまさかカバンひとつで転がり込んでくるようなことができると思うの？　そんな、駆け落おちみたい、に……」

　駆け落ち、というところでまた、カーッと赤くなる千姫。

「いや、千姫さま、それ、駆け落ちじゃなくて、押しかけなんとか、って言うんじゃないんですか……」

　青くなりながら宗朗。あえて、「女によ房うぼう」の部分をぼかしたのは、そこにまた無用なツッコミや食いつきがあるのでは、という畏おそれによる。

　それに、なんだかんだと言って生徒会における千姫の影えいき響よう力りよくは依然健在なはず。

「なによ、細かいことにうるさいわね！　そんなだからモテないのよ。昔からそうなんだから、おまえは！」

　昔。それはまだ武應学園の初等部に上がる以前。

　同学年の千姫に、徹てつ底てい的てきにパシリ、ドレイ扱いされていたころの宗朗を言う。立場上、兄慶彦の剣術指南役、だったにもかかわらず。

「モテるとか、そういうのじゃなくて……というより、困りますよ、いきなり、急に。いっしょに住むとか、その……」

　いっしょに住む、と口に出すと、こんどは宗朗のほうが意識してしまう。青かった顔色が、反転、赤くなってくる。

（いっしょに？　ぼくと千姫さまがこの道場でいっしょに……。いやいやいやいや、ありえないありえない……というより、怖こわいよ）

　千姫だけならともかく、すでに道場には十兵衛、幸村、又兵衛が同居している。

（女の子ばっかじゃないか。そんなのダメだ。ダメすぎる。……あ、猿さるもいたっけ）

　まあ、猿の佐さ助すけの性別は不ふし詳ようなのだが。

　千姫と十兵衛は不思議と仲がいいようだが、幸村とは犬けん猿えんの関係に近い。

（犬猿……この場合どう見ても、猿が幸村、かな……いや！　いやいやいや！）

　そんんふうに思っているともし知れたら、幸村にどれほど罵ば倒とうされるかわからない。千姫が「犬」も不ふ遜そん過ぎるだろう。

　宗朗が迷っていると、というより断りきれずに困っていると、千姫が焦じれたように声を上げた。

「まだそんなことを言って、この千に恥はじをかかせるつもり!?　もう、いいわ！　なら、言ってあげる！　おまえがほんとうに、『将』の器なのか、それを見み極きわめたいの、千は。それがほんとうの目的よ」

「『将』の器……見極める……？」

　逆にこんどは、宗朗が突きつけられる。千姫が続けて言った。

「あのおチビちゃんが言っていたこと。千も調べてみたわ。それでわかったのよ。どうやらほんとうに、豊臣の勢力が各地で興おこりつつあること。兄上もそれを承知で、なにか考えている。この間の異人のサムライといい……」

「異人の……ダルタニアンのこと、か」

　フランスからの留学生で、「将」慶彦の「士」であるダルタニアン。

　この柳生道場をたったひとりで襲おそい、又兵衛や変身まえの十兵衛をなぎ倒した凄せい絶ぜつなクレイモア使いだ。

　その後、覚醒した十兵衛に敗れたあとは、行ゆく方えが知れなくなっていた。

「だから、よ。どうやらこれって、この学園の中だけの、退たい屈くつしのぎの余興っていうわけにはいかないようじゃない？　だいいち、豊臣派、っていうのが、どこかもうウソくさいのよね。キャッチーでウケがよくて、誰もが知ってる。ちょっとした憧あこがれもある。でも、ほんとうは隠れ蓑みので、もっと別のなにか、目的があるんじゃないのか、って」

「別の……ぅ」

　宗朗は千姫の洞どう察さつに舌を巻いた。

　千姫の言うとおり、というより宗朗も感じていること。それはじょじょに確信に変わりつつあること。

（幸村や又兵衛さんだって、徳川を潰つぶして豊臣の世を作りたい、ということじゃない。幕府の弾だん圧あつや攻こう撃げきから人たちを守りたい、社会を変えたいっていうことなんだ。でも……）

　その先にもなにかある。それはもしかしたら、いちばん物知りの幸村さえも知らないのではないか。

　知らずに、動かされているのかも。

「ほら！　図星じゃない！　おまえが考えていること。それを千も感じているんだから。そのためには、いま「豊臣派」と目されているおまえたち……宗朗、十兵衛、それにあのおチビさんの近くにいるのがいちばんいいわ。ここに住んで、直に情報を収集するのがね！　どうなの!?」

　どうなの、と言われてまたもすぐに返事のできない宗朗に、千姫のダメ押し。

「それに……まだ、認めてないんだから」

「え、なにを、ですか」

　だがそこまで勢いの良かった千姫が、急にモジモジした仕草を見せるや、ツン、と再びそっぽを向く。そして、

「決まってるでしょう？　おまえの『将』としての器よ。おまえは千の『将』、主になるんだからね！　忘れた、なんて言わせないわよ。あのとき……千の唇を、おまえ……」

　そこで途と切ぎれる言葉。顔は見えないが、かすかに震えているのがわかる。

「あ！　や、やっぱ……」

（り……あれって……）

　道場を襲ってきた千姫との戦いのとき……宗朗と千姫がもつれあって倒れた。その際、ふたりの唇が偶ぐう然ぜん、ふれ合った。

（ぼくと、千姫さまは……で、でも、千姫さまはぼくの主筋。主従関係ならぼくのほうが圧あつ倒とう的てきに……）

　家来、従者、ドレイ……なのだが。

　だいたい、明治の大改革後は減ったとはいえ、いまだ日本全国に四百万石以上の直ちよ轄つか地つちを持つ徳川宗家と、わずか一万石格の柳生では、家の格式からいっても問題にならない格差社会。いや、身分格差。

「だから、よ！　だから、なの。おまえなんて千から見たら、ずーっとずーっと下の、ただの、家来なんだから！　本当だったら、手だってさわれないのよ。なのに、なのに、唇なんて……責任、取りなさいよね！　責任、とって、千と……」

「なんじゃ、その女は……！」

　が、千姫が言い終わるよりも早く、その姿を見つけて声が上がった。
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「幸村！　あ、いや、これは……」

　もちろん幸村だ。なぜかドギマギする宗朗。

　道場の表に停まっている千姫の荷物の大行列を見て、察しをつけた幸村が乗り込んできたのだ。

「なんじゃ、宗朗！　この女に、半蔵までおるではないか。また一戦かまえるつもりなら、この幸村、いつでも相手になるぞ！」

　そう言って大だい鉄てつ扇せんをギラッ、と広げる。

「なによ、おチビさんはお昼ひる寝ねの時間じゃなかったの。寝ねる子は育つ、っていうけど、ちゃんと睡すい眠みん取らないと、育つところも育たないわよ」

　これみよがしに胸を張る千姫。ここは売り言葉に買い言葉。

「なんじゃ、すかすかの胸などひけらかしおって！　もう我が慢まんならぬ。ここで我わが大鉄扇、胡こち蝶ようの露と消えるが……」

「そこまで言うなら受けてあげるわよ。千の薙刀、この花はな散ちら丸しまるの露になるのはどっちかしら！」

「よう言うた。ならばもはや躊躇ためらうこともなし！　いざ尋じん常じように……」

　ポカッ。

「ぁ、く……！」

　叩かれて幸村が頭を抱かかえた。叩いたのは宗朗だ。猛もう然ぜんと振り返かえる幸村。

「なにをするのじゃ！　わらわの頭を気安く叩くなど、いくらわらわの『将』とはいえ、許さぬ……！」

「お客さんにいきなり武器を向けるなんて、なに考えてるんだ。ダメだろ」

「お、お客さん、じゃと？　こやつは生徒会の女じゃぞ！　そこの半蔵とともにこの道場を襲ってきた敵じゃ！」

　反発する幸村。千姫と半蔵を指さして非難する。

「でも、それが失敗したせいで慶彦さまの不興を買って、一時は座敷牢に幽閉されていたし、ぼくらが生徒会棟とうへ乗り込むときにも半蔵が助けてくれて」

　宗朗が代わりに釈しや明くめいするも、幸村は取り合わない。

　フンと横を向いて、

「それとて、どこまで本当のことか。わらわたちをおびき寄せるための罠わなだったかもしれぬではないか。もっとも、このわらわと又兵衛の槍やりの前には、小細工も通用せなんだようじゃがのぉ」

　ツン、と小さな胸を張る。

　これには千姫も、上座を蹴けって思わず立ち上がる。その手には件くだんの花散丸＝薙刀が握にぎられていた。

「この千がウソを言って、芝しば居いをしているとでも言うの!?」

「なにしろおぬしは徳川の女で慶彦の妹じゃからの。宗朗の人の良さにつけ込んでこの道場に入り込み、いつ寝ね首くびを掻かきにくるか。そうでなくともわらわや十兵衛のことを嗅かぎ回って、足を引っ張りに……」

「なによ！　千がそんなせこいことをしに来ただなんて、そんなひどい言いがかり、許せない！」

「そうです！　御姫さまはそのようなことをなさるお方ではありません！」

　半蔵も声をそろえる。しかし幸村はむしろますます胸を反り返らせて言う。

「昨日まで敵だった者が恭きよう順じゆんの意を表すとなれば、それなりの形というものを身を以もつて証明せねばのぉ。戦国の世であれば、身内の者を人ひと質じちに差し出したものじゃが。はてさて、おぬしにできるとは思えぬし」

「幸村、言いすぎだ！　千姫さまはぼくたちになにもそんな」

「だからおぬしは甘いと申すのじゃ！　だいたいこの女が一ひと筋すじ縄なわで……」

　ドンッ！

　幸村と宗朗の言い合いのさなか、大きな物音にふたりが振り返った。それは千姫が、持っていた薙刀の石いし突づきで床ゆかを突いた音だった。

「千姫、さま……？」

　千姫はうつむけた顔を震わせていた。怒いかりに震えている、と誰もが思った、とき、

「な、な、な、なによ！　証明すればいいんでしょう！　いいわよ！　み、見せてあげる！」

　顔を上げる。その顔が、真っ赤に染まっていた。目をつぶる。羽織っていた上着に手がかかる。

「な、なにを？　早まったことは……！」

　留とどめようとする宗朗。投げ捨てるように宙を舞まった上着は、とっさに受け止めようとした宗朗を頭から覆おおってしまった。

「宗朗は見ないで！　目をつぶってなさい！」

　千姫の言葉に、

「どういうことで……ぁ」

　ロングコートほどもある千姫の単ひと衣え。引きはがそうと、もどかしく宗朗が単衣と格かく闘とうしていると、ふわっ、千姫の匂においが香かおってきて、ドキッとする。

（な、なに考えてんだ、こんなときに。とにかく……！）

　バッ！　勢いよく、引っ張り除のけた。ようやく顔が出る。視界が戻もどってきて……、

「な!?」

　パッ。こんどは別のものが宗朗の顔を直ちよ撃くげきした。それも単衣に較くらべるとずっと小さくてふんわりと軽く、そのうえどことなく芳かぐわしい。

「お止めください、御姫さま！　どうか……！」

　半蔵の声が聞こえる。

　あわてて宗朗が顔の布地をつかむと、ようやくまともに前が見えるようになった。が、そこに見た光景は……！

「ぁ……え!?」

　さっきから感かん嘆たん詞ししか漏もらしていない自分に宗朗は気づいていたが、それ以外の言葉がとっさに出てこないのも事実。それほどの光景、とは……。

「こ、これで、どうなの！」

　千姫が、立っていた。

　そのかっこう。単衣の下の制服までも脱ぬぎ捨すてた下着姿？

「な、な、なんで……どうして！　千姫さ……ま、うわ!?」

　ようやく出てきた声がまたも驚きで終わったのは、宗朗の手の中にあった布地……さっき顔に飛んできたそれが、千姫のブラだったのに気づいたからだ。

「なん、じゃと……」

　幸村までが驚きに声を失っていた。

　千姫の真っ白い肌が上気してピンクに染まっている。

　こぼれ落ちそうな胸は、身体に押おしつけるように抱だいた薙刀の柄えでどうにか隠れていた。

「千姫さま、どうしてそんな！」

　言いながら宗朗は思わずブラを取り落としそうになり、あわててつかむ。宗朗の視線に気づいた千姫は、

「きゃああっ！　宗朗は見ないでって！」

　思わず薙刀を振り回まわすから、

「ご、ごめんなさいっ！」

　宗朗はあわてて握りしめたブラを顔に押し当あてて目を覆った。

「これを、お召めしになってくださいませ、御姫さま。なにとぞ、お願いですから」

　半蔵が、たったいままで宗朗がかぶっていた単衣を広げて懇こん願がんする。

　これ以上ないほど真っ赤に染まった顔をかろうじて仰あお向むかせると、千姫は、

「これでわかったでしょう！　千に二心のないことが、よ！　わかったのなら……」

「いや、わからぬ」

　だがさえぎったのは幸村だった。

　あまりのなりゆきに声を失っていた幸村だったが、自身も朱あかく染まった頬で返す。

「なにをするかと思えば、急に服を脱ぎ出すなど……しかし、なんだか自じ慢まんされているようで腹が立つ……い、いや、なんでもないわ！　が、そんなことで潔白を証明した気になど……」

「な、なによ！　千がこれほどまでしてるのよ！　これ以上いったいなにが」

「ふん！　素す肌はだを見せて宗朗を誘ゆう惑わくしているだけではないか。こ、こら！　おぬしもなにをやっておる！」

「い、いや、見るなと言われてるから……でもたしかに」

　迷ったあげく、とっさにまだ握ったままの千姫のブラを思い切り顔に押し当てている宗朗だった。

「な、なにその……きゃあああ！　い、イヤぁ！」

　なぜかそっちのほうに反応されて、またも千姫の薙刀が飛んでくる。

「あわっ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、薙刀の刃を避ける宗朗。しかし薙刀を使うということは、それまでそれで隠していた胸までが露あらわになるということでもあり。

「きゃ、きゃあああああっ!!」

「お、御姫さま、これを」

　けっきょく、半蔵の手にした単衣を肩かたから羽織った千姫だった。

「なんじゃ、自分で脱いでおいて。だいたい、そんなふうにいくら肌はだをさらしても、肝かん心じんの腹の中でなにを考えているかなど、わかったものではないわ！」

　しかし幸村とて退く気配はない。

　そこまで言われた千姫もまた、

「なんですって！　いいわ。こうなったら、お腹なかの中までだって見せてあげるわよ！　よっく、見てなさい！」

　ふたたび半蔵を押し退のけて、身を乗り出させてくるから、

「な、なにをするつもりじゃ。まさ、か」

「いったいどうすれば……」

　なぜか焦あせる幸村。板いた挟ばさみのうえ事態を把は握あくできない宗朗。

　しまいには半蔵までが、

「わかりました！　御姫さまおひとりに恥はかかせません！　この半蔵もお伴ともいたしますゆえ！」

　そう言うと、やにわにエプロンとメイドスカートを脱ぎ捨てる。制服の上着に手を掛かけながら、

「宗朗くんは見ないでください！」

　そこだけ同級生の委員長モードで話しかけられても、宗朗は、

「ま、待て！　半蔵まで……うっぅ！」

　とりあえず、またも見ないことを優先するしかない。

「なんじゃ！　こやつらは。そろいもそろってこれ見よがしな！　ふ、不ふ愉ゆ快かいじゃ！　そのような大きな胸をひけらかしおって……！」

　ますます憤ふん慨がいする幸村。どうやら千姫や半蔵の露ろし出ゆつというより、その中身のボリュームにいら立っているようす。

「ふーんだ！　だったらおチビさんと千と、どっちがいいか、宗朗に選んでもらったらいいじゃない！」

　こんどは逆に挑ちよ発うはつする千姫。

「なんじゃと！」

「ああもうとにかく！　千姫さまが客人としてこの道場に投宿することは認めます。認めますから早く服を着て……」

　しかしもう宗朗の声は紛ふん糾きゆうする三人の間にまったく届いていない。



    

  
    
      「いったいどうしたら……！　そうだ。とりあえずぼくがここから」

（出て行けば……！）

　見えるものも見ないで済む。そう気づいた宗朗が這はいずるように客間を出よう、としていると、

「なにやってるのお兄ちゃん？　ゆっきーも」

　そーっと開けた襖ふすまの向こうに十兵衛がいた。客間の騒さわぎを聞きつけて来たらしい。その肩には佐助が。

「ウキーッ！」

「あ、千姫さん！」

　さっそく千姫を見つけて声を上げる十兵衛。

「十兵衛、おまえ……きゃあっ！」

　勢いよく飛び込んできた十兵衛に抱きつかれ、押し倒たおされる千姫。結果、ふたりでもつれるように倒れ込む。

「御姫さま！　だいじょうぶですか？　なんです、離はなれなさい！」

　あわてて気き遣づかう半蔵と、

「はぁーい！　あれ？　でもなんで千姫さま裸はだかなの？　半蔵さんも……ん？」

　裸はだか同どう然ぜんの身体に申し訳程度に半蔵がかけた単衣を羽織っている千姫と、残りはブラとブルマだけの半蔵。

　十兵衛が不思議顔になるのも無理はない。

「い、いや、十兵衛。これは、だな……ん！」

「離れよ十兵衛！　そやつらは……」

　だが説明しようとする宗朗、癇かん癪しやくを起こす幸村を前に十兵衛は、

「わかった！　十兵衛も脱いじゃう！」

　そう言うと着ていた上着をまくり上げる。

「それ違ちがう！　いちばん違うから！　待て、とりあえずその上着を戻して……だから脱ぐな、と！　十兵衛ぇ！　うあああ！」

「なにをやっておる！　またそのようなものを、出だしおって……ぇ！」

「ちょっと！　おまえが脱ぐ必要はないの……きゃあ！　くっつかないでぇ！　あ、あは！　くすぐった……いぃぃ！」

「わあ！　千姫さんのおっぱい、おっきーい！　ぽよんぽよんだよぉ！」

「おやめなさい！　御お姫ひいさまから離れて……！　あああ、わたくしでさえそのようなこと……もおお！」

「きゃっ！　半蔵、おまえまでなにを……い、イヤぁ、ん！」

　阿あ鼻びき叫よう喚かん。酒池肉林。空前絶後……。

　なぜかそれら四字が頭の中を明めい滅めつするなか、匍ほ匐ふく前進するように身体を低くしながらなんとか客間を脱出した宗朗だった。

「はぁはぁはぁ、ダメだ。もういられないよ……あ」

　からくも窮きゆ地うち（？）から逃のがれながら、その手に持っていたブラがいつのまにかなくなっていることに気づいた。

　その千姫のブラは……。

「ウキッ！」

　なぜか佐助の首に、まるでバンダナのように巻かれているのだった。

　そして、

「……バカ宗朗が」

　やはり収しゆう拾しゆうのつかなくなった客間の騒ぎから逃れてきた幸村は、腹立たしげに自室の襖を閉めると、ぺたんと畳たたみに座すわり込んだ。

「あんな見みえ透すいた懐かい柔じゆうにだまされおって。バカ！　スケベ宗朗！」

　そこまで言うと、はぁー、吐はき出して、自分の胸を見る。

「……そんなに見たいなら、わらわのを見ればよいではないか」

　なだらかな胸に手が伸のびて、スク水スーツの襟えりぐりに指がかかる。グーッと伸ばすと、スーツの内側を見下ろす。しばらく見つめていたが、

「な、なぜじゃ。嫌きらいな牛乳を毎日あんなに飲んでおるというのに……！　理り不ふ尽じんじゃ！　不公平じゃ！」

　これまた別の意味で憤慨する幸村。朱くなった頬ほおをプッと膨ふくらませると、怒おこったように手を離した。パチン！　と戻るスク水の襟ぐり。

「……はぁー。せめてもう少し……あと、十センチ……いや、五センチ……」

　言いながら、こんどはそんな自分に腹が立ってきたのか、

「もうよい！」

　バタン、と仰向けになる。

　天てん井じようを仰あおぎながら、つぶやきが漏れた。

「……やっぱり、大きいほうがよいのか、宗朗。わらわには酷こくじゃ……」

　ふぅー、と吐き出す息が、ため息のように響ひびいた。



６



　柳やぎ生ゆう道場のそうした一部始終をのぞき見ている、別の目があった。

「な、な、な、な、なんですのっ、あれは!!」

　思わず漏れた言葉に、赤い顔であわてて口を押さえる。

　道場を見下ろす大きな楠くすの木の上。枝につかまり、葉にうずもれるようにしてつぶやく少女がひとり。

「……柳生宗朗。思ったとおり、いや、思った以上ですわ。こんなひどい。これほどまでだなんて！」

　まだ幼さの残る顔と小こ柄がらな身体を、えんじ色の制服に包つつんでいる。長く流れるツインテールの髪かみ。

　背中には、どうみても刀ではない、巨きよ大だいな鈍どん器きを背せ負おっている。

　少女は顔を上げると、グッ、と怒りに拳こぶしを握りしめた。

「なんということですの！　あろうことか主筋の千姫さまを、連れ込むなり無理やり、は、裸にして凌りよう辱じよく寸前まで！　我が目を疑うとはこのことですわ！　ほかにも、何人も美少女をはべらせて、自らの屋や敷しきに軟なん禁きんしてやりたいほうだい！　ゆ、ゆ、許せませんわ！　男はあの宗朗ひとり。となればどれほど破は廉れん恥ちな！　い、いやらしいことが行われるんですの!?　まさに鬼き畜ちく！　第六天色しき魔ま！　め、目め眩まいが……！　お、おのれ柳生宗朗！　いえ、野やじ獣ゆう宗朗！　……あら、いまいいこと言いましたわ、わたくし」

　ちょっとうれしそうだ。

「それにしても……尊保さまがおっしゃったことは本当でしたのね！　この目で確かめたからには、もう疑いはございませんわ。見てごらんなさい。柳生宗朗、目にものいわせてくれますわ！　この……」

　少女の髪につけられた、大きな髪かみ留どめが陽ひを受けて光る。

「直なお江え兼かね続つぐ、愛と正義の戦士！　命と貞てい操そうに換かえても、千姫さまを！　ほかの、罪も無いいたいけな女子のみなさまも、必ず救い出してみせますわ！　愛染明王になりかわって、おしおき！　ですわ！」



　遡さかのぼること数日まえ。

　武應学園塾、生徒会管かん理り棟とう。通つうし称よう生徒会本丸の一室に、ひとりの少女が平へい伏ふくしていた。

「もうよい。面を上げなさい」

　部屋中に焚たきしめられた香が煙けぶる中、少女の前に立つ男が言う。

　旗本生徒会の上級職にのみ許された白い詰つめ襟の制服を痩そう身しんの身にまとった彼かれこそ、松平尊保。

　高等部二年。生徒会長の徳川慶彦とは従い兄と弟こにあたる代々親しん藩ぱん大名の家系。ここ武應学園でも、生徒会書記長として事務方のトップを束ねる慶彦の片かた腕うでだ。

　尊保に呼ばれた少女が三つ指をついた畳から顔を上げる。

　長い髪を左右できっちりとまとめたツインテールは、わずかにウエーブしながらたっぷりと垂れ落ちて、畳の上にふたつの円えん弧こを描えがいている。身につけたえんじ色の上着は学園中等部のものだ。

「中等部一年、直江兼続。お召しにより参上つかまつりまして、ござります、ですわ」

　身長は、百五十センチと少しくらいだろうか。小さな顔に勝ち気そうな瞳ひとみ。

　驚おどろくのは、傍かたわらに置かれた得物だった。まるで兼続の身長ほどもある大鎚。全体が金と銀に光ひかり輝かがやいている。

　輝いているといえばもうひとつ。兼続の髪につけられた飾かざりだが、異様に大きい。そのうえそれは、漢字の一文字を象かたどっているように見える。

「愛」と。

「ん。なかなか斬ざん新しんなアクセのようだが……学園の規定には抵てい触しよくしないていどに。ところでキミを米よね沢ざわからわざわざ呼んだ理由ですが……」

　尊保はいちばんの突っ込みどころをきれいにスルーすると、本題に入っていく。

「柳生宗朗、という男がいてね。柳生一門の総領息子むすこだから、いずれは家か督とくを継つぐことになる予定です。予定、というのは、父の宗義が十年ほどまえに突とつ如じよ逐ちく電でんして、その裁定が将軍さまの預かりになっているためでね」

　そこまで言ったところで、兼続が許しを得て口を挟はさんだ。

「恐おそれながら、柳生といえば、将軍家御ご指し南なん役なのではございませんの？」

「そう。だから宗朗も将来はその職を継ぐことになります。明治以来、ほぼ名めい誉よし職よくとはいえ、柳生にとっては欠かせない奉ほう職しよく。現に宗朗もこの学園で道場をかまえ、剣けんじ術ゆつ指南を任されている。ところが、です」

「ところが……」

「豊臣派のことは聞きき及およんでいるね。やっかいな連中です。この平和な徳川将軍の治世になんの不満があるというのか」

　尊保はわざと嘆なげくような仕草を見せた。前まえ髪がみをフッ、と自分の息で噴ふいて払はらう。

「この学園にも豊臣派がいます。というよりも、集まって来ている。真田幸村。後藤又兵衛。まぎれもないかつての豊臣恩おん顧この大名たちです。しかも彼らに味方するのが、柳生宗朗。それに、柳生十兵衛」

「柳生十兵衛……！　それは、まことでございまして？」

「ああ。彼かの女じよについてはいろいろと、秘密がありそうでね。それはまた別の趣しゆ向こうなんだが、いま問題なのは乱れた男女関係です」

　乱れた、男女関係、というところで、早くも兼続の顔がパッ、と赤くなった。

「宗朗の道場に三人もの女子がいっしょに寝ね泊とまりしている。同どう棲せいです。そのうえ、いっしょに入浴したり、同どう衾きんしたりも確かく認にんされています」

　そこまで言うと、こんどこそ兼続が真っ赤になった顔で尊保を見た。

「にゅ、入浴……！　ど、ど、同衾、ですってぇ？　そのような、破廉恥な！　……ぁ」

　興奮のあまり激げき昂こうしてしまい、真っ赤になって口元を押さえる兼続。

「そう思います。そのうえどうやら宗朗は、三人の女子と同時に関係したりと手て当あたり次し第だい。正直、学園の風紀規約にも違い反はんしているし、困ったもの、でね」

　ちら、と兼続を見る。兼続はというと、拳に爪つめが食い込むほど握りしめたまま、背中を震ふるわせている。

「……ゆ、ゆ、ゆ……許せません、わ」

「許せない。そうだね。中にはキミと同じく年とし端はもいかない少女もいるということだ。まだ蕾つぼみのようなそんな娘むすめに、宗朗がしていることといったら……」

「許せえええええええんっっ!!」

　大だい音おん声じようとともに、それ以上の衝しよ撃うげきが襲おそった。

　たったいままで、兼続がいた場所が、大きく落ちくぼんでいる。

　大鎚。その一いち撃げきによるものだった。しかしいつ兼続が立ち上がり、傍らの大鎚を叩たたきつけたのか、それは目にも止まらないほどの速さだった。

　兼続が大鎚を引ひき抜ぬくと、床にハッキリとその一字が、浮うき彫ぼりのように刻まれていた。

「愛」と。

「はぁ、はぁ……鬼畜ですわ。そのような男、色魔、不潔ですわ。男女がふれ合うのは手を握るところまで。フォークダンスでは軽く背中を抱くところまで、ですわ！　それを、あろうことか、同衾……いっしょに入浴など、あってはならないことですわ！」

　潔けつ癖ぺき性しよう。それも、どこか病的なところまで。

「男女の仲は親しきをよしとするも、淫みだらはＮＧですわ！　婚こん儀ぎをまえに肌と肌を合わせるなんて、恥はずかしすぎますわ！　もとい、破廉恥過ぎますわ！　男女七歳にして席を同じうせず！　貞操を守ってこそ理性ある人間。愛在る暮らし。そうでないのはただの獣けもの、ケダモノですわ!!!」

　兼続が叫さけぶと、髪かみ飾かざりの「愛」までがキラッ、と光った。

「まあ、そんなところです」

　しかし尊保のほうはペースを乱すことなくいたって冷静に続ける。

「キミを呼んだ理由というのも、もうわかってもらえたと思うのですけれど」

「柳生宗朗を、成敗する、ですわね！」

　大きな目を輝かせる兼続。

　その兼続の言葉に、あえて尊保は返事をせず、

「それから、柳生の屋敷にいる他ほかの者も、適当に」

　そこまで言うと、尊保は急に兼続に興味がなくなったように、退出を命じた。

　兼続は再び平伏すると、

「この兼続、必ずや尊保さまのご期待に沿うはたらきをしてご覧に入れますわ。いえ、これこそ我わが正義と愛を貫つらぬく最大の試金石と心得ますれば、この使命、よくぞ兼続にお与あたえくださりましたわ！　ありがたき幸せですわ！　尊保さまにおかせられましては、吉きつ報ぽうをお待ちくださいませ、ですわ！」



　兼続が礼とともに部屋を退くと、その代わりのように奥おくの襖が開いた。

「慶彦さま。立ち聞きとは趣しゆ味みがお悪い」

　尊保が笑う。奥の部屋からぬーっと出てきたのは、長身、長ちよ髪うはつの男。長い手て脚あしをもてあましたように歩く。

　徳川慶彦。

　十八歳の高等部生徒会長だ。しかし彼が大学か、または大学院を卒業するまで、その役職は基本的に変わらないだろう。

　次期徳川将軍となるべく決定づけられた運命。あるいはそれまでも持てあましているのかもしれない。

「おもしろそうなオモチャをまた連れてきたじゃないかぁ、ん？　尊保。もう手をつけちゃったのかい」

　兼続が出て行った襖を見て言う。

「お戯たわむれを。米沢校舎から上京させた外と様ざまの娘でありますれば、こういうところで使うにはいちばんよろしいかと。それより、慶彦さまが契ちぎりを結ばれるということであれば、ご随ずい意いに。わたしが取りはからいますが」

　尊保が一見恐きよう縮しゆくしたように言う。が、唇くちびるは笑っていた。慶彦のほうはさらに、

「ぼくが？　まさか。あんな田舎いなか娘むすめとぼくが契りを？　それはありえないよねえ。ほら、田舎の娘ってさ、なんだか田舎風の匂いがしてさぁ、ぼくの趣味じゃないんだよねえ。まあ、なかなかおもしろそうな娘だし、あの柳生の娘にぶつけるのはおもしろいかもね。ただ、くれぐれも」

「心得ております。我が生徒会との繋つながりはいっさい表に出さぬよう。成功すればよし。失敗してもそれはあの娘が独断でなしたること、と。……それより、千姫さまが柳生の道場にお入りになった、とか、聞き及びましたが」

　尊保が言うと、慶彦がその表情の笑いを強めた。

「うん。そうらしいんだよね。まったく、女っていうのはさ、やってくれるよねえ」

　そこまで言うといったん言葉を切る。

　慶彦の制服は、尊保と同じように真っ白の詰め襟型だ。ただし、襟や袖そでには金の飾りが多くつけられてより豪ごう華かなものになっている。

　慶彦は生徒会長の襟えり章しようを無意識に触さわると、言った。

「宗朗のところに人が集まるのはいいよ。むしろそのほうがいい。あそこに集めておいてくれば、こっちも対処はしやすいからね」

「いざとなりましたら、道場ごと……ですか」

「かもね。……大おお江え戸どのほうも最近いろいろかまびすしいようだよ。まったく庶しよ民みんってやつらは治世者の苦労をわかってないから困るよねえ。誰のおかげで平和に暮らせているんだか。ほんとうの敵ってやつを知ったら、どれだけ生きた心地ここちがしないか、さあ」

「仰おおせの通りです。しかし下げ賤せんの者に悟さとらせず、国の舵かじ取とり、行政を円満に運ぶは権勢の王道にございますれば」

「わかってるよ。ちょっと言ってみたくなっただけさ。尊保、おまえにしか言えないことだからねえ」

「おそれいります」

「じゃあ、ぼくは湯ゆ浴あみでもして、くさくさした気分を晴らして来るとするよ。どうだい、尊保もいっしょに、さ」

「いえ、わたくしはまだ仕事が」

「だよね。任せたよ。ま、あまり仕事に根を詰めないように。気晴らしも大事だからさ」

　それだけ言うと出て行ってしまう慶彦。その背中に尊保が会えし釈やくする。

　隠かくしていた手のひらを開くと、そこに集中したようにじっとりと汗あせがにじんでいた。

「慶彦さま、あなたさまにもいずれ……」

　吐き出す息が、部屋の空気に溶とけていった。
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　結果として。

　千姫は柳生道場の客間を自室として占せん領りようすることになった。

　大八車十数台分の引っ越こし荷物はとても部屋に入りきらず、大半がそのまま道場の庭に放置。まるで夜よ逃にげしてきた体である。当たらずとも遠からず、だが。

「後期の生徒会サークル予算で道場を増築してあげるわ。千の居室はもっと豪華で広くないとね！」

　生徒会棟は出たが、いまだ副会長を辞任しているわけではない千姫だった。

「それはよいお考えです、御姫さま。わたしの風紀委員会の、くノ一たち全員も住める宿舎も建設いたしましょう！」

「や、やめてくれ！　それ、もううちの道場じゃないから！」

　思わず宗朗もツッコミを入れざるを得ない。

　そんなわけで、客間には千姫が、その続きの間には半蔵が住むことになった。

　それだけでも大変なことだが、風紀委員会のくノ一の女子生徒たちが数十人も押しかけてこないだけマシと、宗朗としては胸をなで下ろす。

　しかしひとつ大きな問題が残った。

　幸村である。

「わらわは、認めぬからな！　そんな生徒会の、徳川の女などとひとつ屋根の下に住まうなど、いっしょに膳ぜんを囲むなど、願い下げじゃ！」

　言うなり部屋へ籠こもってしまった。

　幸村と又兵衛には道場の離れがあてがわれていた。離れといっても、母おも屋やとはわずか一間ほどの長さの渡わたり廊ろう下かで繋がっているだけなのだが、絶ぜつ縁えん宣言とともにこの渡り廊下をバリケードで塞ふさいでしまう徹てつ底ていぶり。

「うちの道場なんだけど……」

　その分、食事などはというと、

「……わたしが、お運びいたします」

　又兵衛が離れへ運んで済ませることに。これでは少々度が過ぎている、と宗朗も感じざるを得ない。

「いいじゃない。そのうちおチビちゃんも出てくるわよ。それより宗朗、あとで千の部屋へ来なさい。いーっぱい、聞きたいことがあるんだからね！」

　千姫が言うと、

「御姫さま、それは！」

　半蔵が顔色を変える。宗朗も、

「い、いまは止めておきます。そのうちに……！」

　笑って逃にげを打つしかない。

「ゆっきー、どうしたのかな。もう三日だよお。十兵衛も離れに入れてくれないの。お兄ちゃん、どうしたらいいの？」

　十兵衛も心配顔だ。

「うん。こんなことよくないし。それに……」

　宗朗にはもうひとつ、考えていることがあった。

　それは十兵衛や幸村たちの就学、通学のこと。

『わらわは学校など行かなくとも問題ない。授業など受けずともよいのじゃ！』

　以前にも言ったところ、幸村は拒きよ絶ぜつしたが、

（やっぱり中学生は学校で勉強しなきゃ。それに、十兵衛もなんとか学園に通えるようにしてあげられないものか）

　だが後者のほうは、意外なところから解決策が見つかった。

「あら、そんなこと、簡単よ」

　たまたま相談した千姫が、こともなげに言うから、宗朗はむしろ驚く。

「ほんとう、ですか」

「ええ。学園の生徒管理名めい簿ぼを改ざんしてしまえばいいのよ」

「改ざんって……どうやって？」

「学園の中央演算装置に名簿データがあるから、電脳網もうから侵しん入にゆうして、彼女＝十兵衛のデータを書き加えてあげるわよ」

　どうやら千姫はハッキングで電子データを書かき換える、と言っているのだ。

「でもそんなことができるわけ……」

　そこで宗朗は気づいた。千姫が口くちの端はしでクスッと笑う。

「そうよ、わたしを誰だと思っているの？　旗本生徒会副会長の徳川千なんだから」

「生徒会の専用電子戸こ籍せき、暗証符ふ号ごうともお持ちの千姫さまなら、わけもないことです」

　半蔵がうれしそうに胸を張った。

　とつぜん現れた「妹」の十兵衛。

　ちゃんとした勉強をさせるためにも学園に通わせようと思ったのはいいが、なにしろ戸籍もないし、正確な年ねん齢れいも出身地も家族構成等もまったくわからない。

　どうやって学園に編入させようかと頭を悩なやませていたのが、これで少なくとも手続きの面ではまったく問題はなくなってしまった。

「ほんとに？　十兵衛もお兄ちゃんたちといっしょに学校へ行けるの？」

「ああ！」



「……千姫さまのおかげで、十兵衛の学園編入はなんとかなりそうだけど」

　となると目下の問題、それは引きこもっている幸村をなんとかもとの生活に戻もどすこと。そのうえで学園にまた通学させること、だ。

　宗朗は屋敷の濡ぬれ縁えんを歩くと、離れへ通じる渡り廊下に出た。

「これ、なあ……」

　渡り廊下の先、離れの入り口前に山と積み上げられたバリケードのタンスやちゃぶ台。思わずため息が漏もれる。

　バリケードの中には、

「ん、これは」

　きっちりと紐ひもでくくられた本の山も。

　蔵の中から掘ほり出してきた古文書などだ。幸村が日ごろから研究しているもの。ときに日中はずっと蔵にこもっていることもある。

　幸村たちがこの道場に現れた目的のひとつ、とも言えるその研究。その目的も成果も、まだ宗朗には明かしてはくれないのだが……。

（幸村もがんばってるんだよな。頭ごなしに怒ったりしないようにしないと。ちゃんと話せばわかってくれる。千姫さまのことも……）

　バリケードの一部をていねいに取り除いて、かろうじて人ひとりが通とおり抜けられる隙すき間まを通り抜けた宗朗は、ようやく離れの扉とびらに手を掛かけた。

「幸村、いるんだろう？　ぼくだ。宗朗だよ。話があるんだ。開けるよ」

　カラッ、戸を引き明け、廊下と続きの板の間に足を踏ふみ入いれる。

「幸む……ぁ」

　幸村はそこにいた。

　盥たらいに張ったお湯に半身を浸つけながら、振ふり向むく。

　宗朗と目が合った。

「む、宗朗……ぁ……あ」

　一いつし瞬ゆん笑え顔がおになった幸村の表情が、たちまち凍こおり付つく。

　ふだんかぶっている烏え帽ぼ子しや髪留めのない黒くろ髪かみが素す直なおに垂れて、お湯に毛先が濡れていた。

　白くて華きや奢しやな肩かた。背中に羽根のように浮き出でた肩けん甲こう骨こつ。もちろん一糸もまとわないその姿は、お湯の中にもかわいらしく丸いお尻しりとその谷間をくっきりとのぞかせていて……、

「ご、ごめん幸村！　これは、その……！」

　だが宗朗のセリフは途とち中ゆうでさえぎられた。つんざくような悲鳴に。

「きゃぁぁぁああああああ!!」

　湯浴みの最中だった幸村は、そのなだらかな胸を両手で隠すのがせいいっぱいだ。しかし……バシャッ！

「うあ、っち！　ま、待て！　待って……、幸村！」

　バシャ、バシャッ！　盛大にお湯をかけられた。

　幸村は真っ赤な顔で盥の中のお湯を宗朗に浴びせていく。片手でその胸を隠しながら。

「な、なんじゃ、なんでおぬしがここに……！　ば、バカ、バカバカ！　愚おろか者ものぉ！　いきなりこんな……！」

「ち、違う……いちおう声を掛けてから開けて……わ、わかった！　わかったよ、ぼくが悪かったから。いますぐ、出て……」

　すでにたっぷりとお湯を浴びた宗朗は、髪まで濡れながら部屋から出ようとする。が、きびすを返そうとして、滑すべった。びっしょりと濡れた床ゆかに足を取られた。

「の、ぁ!!」



    

  
    
      　それはまだ目をつぶりながらお湯を跳はねさせている幸村の盥に向かって、もんどり打って倒たおれ込むことになる。

「バカ宗朗！　エッチ、変態！　スケベ！　む、宗朗の、愚かも……きゃああああ!?」

　幸村も気づいたときにはもう遅おそかった。

　新たな悲鳴が迸ほとばしる中、ひっくり返る盥、奔ほん流りゆうとなって飛び散るお湯、その中で盥ごと投げ出される形になった幸村と、ぶつかるように飛び込んで来た宗朗。

「うああ」

「ああ、んっ！」

　ふたり、もつれながら床に倒れ込んだ。

　かろうじて宗朗が幸村を抱だき留とめることができたせいで、ダメージはほとんどなかったものの、

「だ、だいじょうぶか!?　幸村」

「うう……」

　気づいてみれば幸村が下、宗朗が上になって向かい合い、ぴったりと密着している。

「あ……！」

　こんどは宗朗が気づいた。いや、意識した。

　すぐ間近な眼下に、濡れた髪を床に散らした幸村が、その白い肌はだを露あらわに横たわっている。

　朱しゆに染まった頬。秀ひいでた額までが赤い。小さいが、ツンと形のよい鼻。薄ピンク色の唇が、桜の花びらのようにほころんでいる。大きな黒目勝ちの目が宗朗を見上げて……、

「お、おぬし……宗朗、わらわにこんなことを……ぉ……！」

　切れ切れに上がる声に、次の反はん撃げきを覚かく悟ごしながら宗朗は、

「だいじょうぶか？　ケガとかしてないなら」

　幸村の上から退こうとした。が、一いつ瞬しゆん、その視線が下へ降りる。幸村の顔から首筋、さらにその下へ……。

「イヤぁ！　み、見ないでぇ！」

　ふつうならここで一発平手打ち、いや、グーパンチまで覚悟するところ。しかし幸村は叫ぶと、両手で裸はだかの胸を覆おおってしまった。背そむけた顔。固く閉じた目め尻じりからは、涙なみだまでがにじんでいた。

「ご、ごめん！　いますぐ！」

「……よいのか」

「え」

　絞しぼり出すような声が震えていた。見下ろす先にある幸村の顔は、怒いかりよりも恥じらいと、なにかにおののいているように見えた。

「だ、だから！　……小さくとも、よいのか、と聞いておる。千姫や十兵衛のように大きくなくともおぬしは……宗朗は、よいのか、と……」

　背けた顔は宗朗を見上げることもできない。伏ふせられた睫毛まつげまでが小さく震えているようで……、

「幸村、おま、え」

　どこか胸の詰まるような想おもいが宗朗にまでこみ上げてくる。

（幸村、それほどまで、気にしてたのか……）

　宗朗は、自分の下の幸村の小さな身体をいたわるように、わずかに身を起こした。離はなれた分、よけい露わになる幸村の裸ら身しん。胸を固く押おさえているその両手が、

「お、おぬしがいいなら、わらわは……す、少しくらい、なら、その……」

　ゆるんでいく。

　なだらかなスロープを描いた胸の頂点までが見えそうになる。同時に、それまで背けていた幸村の顔が真正面から宗朗を見上げていた。

　潤うるんだ目と、下がった眉まゆ。いつもの勝ち気な幸村よりもずっともろく、壊こわれそうなせつない表情。ほころんだ桜色の唇が、なにかを求めるようにわずかに開いて……。

「小さいなんて……まだ子どもじゃないか。いまに背せ丈たけもぐんぐん伸のびるよ。いつも三杯ばいお代わりしてるんだから、さ」

　宗朗が幸村の両りよ肩うかたをつかんで、励はげますように言った。ニコッ、と笑う。

「な、なんじゃ……と」

「そんなこと気にしてたのか。はは、おかしなヤツだなぁ幸村は。そもそも背の高さくらいで。まあ、気になる年ごろだとは思うけど。健康がいちばんで……ん？　どうしたんだ幸村」

　だが宗朗が言えば言うほど、幸村はどんよりと表情を曇くもらせていく。そのうえ肩まで震わせていた。が、これはさっきまでの羞しゆ恥うちとはまた違ちがった情動。気づいた宗朗が、

「ん、寒いのか。ごめん、いま……」

「……お、お、お……」

「え？」

　次の瞬しゆ間んかん、宗朗の下あごにヒットする幸村の掌底。

「げふっ!?」

　小こ柄がらの幸村といえど、すでに「将」たる宗朗と契ったサムライの力を持っている。きれいな放物線を描いてふっとぶ宗朗。同時に響き渡る声が、

「お、愚か者ぉぉぉおおお！　宗朗の、ば、ば、ば……バカぁぁぁああああ!!」

　離れ全体をビリビリと震わせていった。

「幸村さま……」

　その光景を偶ぐう然ぜん目もく撃げきしていたのはまたも又兵衛だった。買い出だしからの帰り、自前の買い物カゴを腕うでに提さげたまま小さくつぶやく。

　柳生道場の午後は、まだまだ熱い気をはらんだまま終わりそうもない、ようだった。



    

  
    
      弐◆愛・戦士
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「じゃ、じゃあ、行ってくるから」

「行ってらっしゃい！　お兄ちゃん！」

　朝。十じゆ兵うべ衛えが笑え顔がおで見送るなか、宗むね朗あきらは昨日から少々おかしいアゴの調子を気にしながら道場の玄げん関かんを後にする。

　行く先は学園だ。といっても実質休戦状態となっている生徒会へなにかをしに行くのではない。授業を受けに行く、ふつうの登校である。

　生徒会による道場接収の命令や、十兵衛の出現とその後のバトルで、宗朗は二週間近くも学園を休んでいた。

　間近に迫せまった夏休みとその前の期末試験のためにも、これ以上休むわけにはいかない。加えて、

（十兵衛が学園へ通う準備をしないとな）

　それは十兵衛の通学のための、いわば下準備のようなもの。

　千せん姫ひめが学生名簿に細工をしてくれたものの、それと合わせるように編入の手続きなどをしなくては。

　ちなみに十兵衛の家族構成、続ぞく柄がらなどはもちろん宗朗の「妹」だった。

　これで晴れて、十兵衛は宗朗の妹、そして家族になったわけだ。書類上は。

　正式な編入は夏休み明けになっていたから、まだ十兵衛は自宅ならぬ道場で待機。

　だから今日も宗朗の通学を家で見送ったわけだが……。

「……ちょっと退たい屈くつかも」

　気がつけば十兵衛、ひとりポツッ、と道場に取り残された感がある。

　それまでは、なんだかんだと宗朗がいたし、勉強や剣術を教わったり、幸ゆき村むらや猿さるの佐さ助すけと遊んだり（幸村いわく、空いた時間に相手をしてやっている）、又また兵べ衛えの買い物についていったり掃そう除じを手伝ったりと、それなりに忙いそがしかったのがスコンッ、と空いてしまった。

　客間に陣じん取どっている千姫も、きまぐれではあるが通学はしているし、半はん蔵ぞうはクラスの委員長も兼かねているから遅ち刻こくはおろか欠席などできるはずがない。

　そして離れの幸村といえば、

「ゆっきー！　ゆっきー！　出ておいでよぉ。ねえ、十兵衛がそっちへ行ってもいい？」

　何度呼びかけても反応なし。

　それまではバリケード越しに話くらいはできたのに、昨日から姿はおろか声も聞こえて来ない。

「変だなあ」

　もちろん昨日とは、訪たずねていった宗朗が湯浴み中の幸村に遭そう遇ぐうし、あえなく返かえり討うちにあったその日だ。

　そんなことは知らない十兵衛は、何度かさらに幸村を呼んでいたが、

「ウキッ！」

　出てきたのは猿の佐助だけだった。

「あは、キミもゆっきーに遊んでもらえなくて、ヒマなの？　十兵衛と遊ぼうか？」

　言ってみたところで、とつぜん十兵衛に閃ひらめくものがあった。

「そうだ！　学校へ行ってみようよ。ね！　そうだそうだ。それがいいの！」

　十兵衛の瞳ひとみが輝かがやく。思い立ったら行ってみたい。正式な編入は夏休み明けからとしても、待っていられない。

「せっかくだもん、お兄ちゃんや千姫さんが学校でどんなのかも見てみたいし、十兵衛、行ってみる！」

　思い立ったら十兵衛の行動は早い。

　支度らしい支度もとくになく、大小の刀、三み池いけ典てん太たを腿ももの仕し掛かけ縄なわに差さし挟はさむと、そのまま柳やぎ生ゆう道場を飛び出していった。肩には猿の佐助を乗せたまま。

「……なんじゃ、十兵衛のやつ、どこへ行ったのじゃ」

　ほどなくして、幸村が離れの窓からこっそりと顔を出した。しかし十兵衛も、佐助の姿もない。

「又兵衛もおらぬし、ひとりで外へ？　あの愚か者が、生徒会に襲しゆ撃うげきされたらどうするのじゃ！　……しかしいまわらわが後を追っては、この屋や敷しきがもぬけの空に……ええい、どうしたものか！」

　逡しゆん巡じゆんする幸村を後目に、陽ひはこくこくと高く昇のぼっていく。



「ええと、こっち、だっけ……ううーん、迷ったかもぉ」

　学園高等部を目指したはいいが、一度もまだ実際に行ったことのない十兵衛は、道に迷っていた。そうするうちに出たのは、

「あ、このへん、又兵衛さんと何度か来たことがある！」

「うき！」

　学生街。

　この武應学園富士本校舎の中でもっともにぎやかな場所。街、という名のとおり、多くの店が軒のきを並べるちょっとした繁はん華か街がいだった。

　ただし、学生街の意味は世間と少々異なる。

　ふつう、学生が集まる街を学生街と呼ぶが、武應学園の敷しき地ち内ないにはもともと学生と、教師などの職員しか入れない。

　ここでの学生街とは、基本、学生の店、学生が経営している店が集まってできた街なのだ。

　これには少々説明が必要だろう。

　武應学園の富士本校舎は、中等部から大学、それに関連施し設せつを有するが、どれも共通しているのは全ぜん寮りよ制うせいであること。つまり学生も職員も、与えられた宿舎で寝ね起おきしている。

　生活必ひつ需じゆ品ひんは月単位で支給されるし、消しよ耗うも品うひんも申しん請せいすれば審しん査さを経へて学園指定の物が与えられる。食事は三食が各部の食堂で食べられる。

　つまり学園で生活していくのに必要十分なものは用意されているのだが、それで満足しないのが人間だ。

　他人よりも違った物、違ったサービスに惹ひかれる。栄養はともかく、三食が学食では飽あきが来る。ちょっとジャンクでも変わった物が食べたくなる。

　そんな需じゆ要ようから、学生の有志が始めた店が大当たりした。続け、とばかり店は増え、シロウトのフリーマーケット状態が、どんどん本格的な店に。

　いまでは百を超こえる路面店が、いらかの波を連ねている。

　まさに楽市楽座。

　しまいには、商売のほうが楽しくなってさっぱり学園に通わなくなり、ビジネスに精を出す学生たちも。そんな店が代々受うけ継つがれたり、学園を辞やめ、経営者として外の世界へ進出する学生などもいて、武應学園の学生街は、ちょっとしたカオス、かつ活気あふれる場所ともなっていた。

　学園に在ざい籍せきしているとはいえ、生徒会と敵対している幸村たちは日常品の支給なども受けることができない。

　そのためこの学生街で調達していた。そんなわけで、又兵衛の買い物に付き合っていた十兵衛には馴な染じみの場所なのだった。

　ちなみに買い物のための資金はというと、

「カブの電脳網取引とかで、ゆっきーが稼かせいでるから余よ裕ゆう、とか言ってた。でも、なんでカブをあれこれいじるとお金がもらえるのかな。ね？　十兵衛はカブよりダイコンのほうが好きなんだけどな」

　猿の佐助に話しかける十兵衛。

「ぁ、いい匂におい！　あっち、行ってみよっか！」

　すっかり学園へ行く最初の目的を忘れている。

　まだ授業時間中のため、まばらな人ひと影かげの中を小走りに駆かける十兵衛が、軒のひとつを回ったときだった。

　どん！

　とつぜんの衝しよ撃うげきに、跳ね飛とばされる。

「きゃあっ！」

「ウキュウッ！」

　思わず尻しり餅もちをついた十兵衛の前を、ぬう、と影かげがさえぎった。見上げると、かなりの巨きよ漢かんがひとり。その左右にそこそこの体格の男がふたり。

「ごめんなさい！　つい周りをよく見ないで走っちゃって。ほんとう、ごめんなさい！……あ」

　地面に倒れたときに開いてしまった脚あしに気づいて、あわてて閉じ合わせる。赤い顔で立ち上がると、こんどこそ頭を下げてていねいに謝あやまった。

「……じゃあ、そういうことで！　行こ、佐助！」

　そのまま十兵衛はその場を去ろうとした。

「待てや、おい」

　ドスの利きいた声が響ひびいた。十兵衛が振り返る。声の主はくだんの、いちばんガタイのいい男。十兵衛がぶつかった男だ。

「ごめんなさい。どこかケガでもしちゃった、かな？」

　十兵衛が小首をかしげるように言う。と、

「おうおうおう！　なんだその言いかたは！　そっちからぶつかっておいて、このままで済むと思ってんのか、おお！　ああ？」

「そうでえそうでえ！　こちらのおかたを誰と心得やがるぅ！　大だい徳とく寺じ三さん太だ夫ゆうさまといやあここらじゃ知らねぇモンはもぐりだってえ偉い丈じよ夫うふさまでえ！」

　口をそろえるのは左右の取り巻き男だ。どうやら巨漢の名は三太夫というらしい。もっともきわめて偽ぎ名めいぽいが。

「え、もぐら？　胃の上部がどうしたのかな？」

　首をかしげる十兵衛。その前に三太夫が身体を折り曲げるように顔を近づけてくる。

「ケガ、か。そうだな、持病の脳のう腫しゆ瘍ようがちと悪化したかもしれねえなあ」

「ノー、しゅよう？」

　あいかわらずポカッ、とした十兵衛。しかし脳腫瘍が持病ではもう死んでいるだろう。少なくともこんなふうに出歩いたりはできないはず。

「やいやいやい！　三太夫さまはな！　謝罪をご所しよ望もうなんでえ！」

「え、でももう十兵衛、謝ったよお。もう一回、っていうなら、またごめんなさいするけど」

「口でそんなこと何回言われたって一円にもならねえっての！　っと、もとい、口で言うだけでなく、誠意を見せろっての！」

　取り巻きがうっかり口を滑らせたように、どうやら古典的なゆすりたかり、カツアゲの類なのだ。そのための理由はなんでもよく、うっかりぶつかってきた十兵衛はまさにうってつけの相手というわけなのだった。

　これには十兵衛も気づいた。

「お金、あげればいいの？」

　ちゃりーん。コインが一、二、三枚。

「はい！　これで十兵衛の持ってる全部だよ！」

　いちおう武應学園内でのみ通じる特別の貨か幣へいだったが、その価値はかぎりなく、三百円、である。それでもふだんの十兵衛にとってはかなりの大金だ。

（これだけあったら、ちゅーぱっく六本入りが買えちゃうのにな。でも十兵衛がぶつかったんだから、あやまらなきゃ）

　消しよ沈うちんしながらもお金を差し出す十兵衛だったが、

「な、な、なんだそのはした金はああ！　そんなもん俺たちが受け取るわけねえってのぉおお！」

「え、お金いらないの？　よかったー！」

　かえってよろこぶ十兵衛。しかしもちろんそのまま帰れるはずもなく、

「金がないならなァ、お嬢じようちゃん。身ぐるみ脱ぬいで置いていけやぁ！」

　三太夫が十兵衛をぎょろりとねめつける。下から上までなめまわすように視線を這はわせたあげく、ベロッと実際に舌なめずり。

「十兵衛、着ぐるみなんて着てないよ？　え、まさか、着てる服を脱ぐの？　ヤダぁ！　そんなの、できないよぉ！」

　赤くなって首を振る十兵衛。しかし三太夫たちは。

「ダメと言われるとよけいほしくなるもんでなぁ！　さっさとおべべを全部脱いでもらおうか。自分で脱げねえなら、おれたちが力づくでも脱がせてやってもいいんだぜ！」

「よく見たらなかなかキャワいい顔してるじゃねえの！　上玉上玉！　それにおっぱいプルンプルーン！　この顔におっぱいなら、別の仕事で高く稼げるってもんよおお！」

　三太夫が腰こしの刀に手を掛ける。両りよう隣どなりの取り巻きも大刀を抜ぬきはなった。

　武應学園ではすべての生徒が帯刀を許されている。

　正当な理由さえあれば、いつでも立ち会いのもと、果たし合いをすることが可能。ではあったが、こんな場面で、第三者も立ち会わせずに刀を抜くのは許されるものではない。

　まして十兵衛ひとりに、相手は三人。

　しかし十兵衛は、

「あ、剣けんじ術ゆつ試合だね！　それだったらぁ……！　ええ、と」

　あらためて太ふと腿ももの刀に十兵衛が手を掛けようとした。が、それより早く、三太夫が抜きつけてきた。

　ガッ！　まだ抜いていない十兵衛の刀を三太夫の刀身がとらえる。そのすさまじい圧力が、十兵衛もろとも弾はじき飛ばしていく。

「きゃああああっ！」

　数メートルも吹ふっ飛んで、表通りに転がる十兵衛。

　三太夫の身長は二メートルに近い。体重もたっぷりとあって、そのわりには動きが速い。敏びん捷しようなメタボ、というところだ。

　腕わん力りよくに任せて大おお振ぶりしてくる刀は恐おそろしい圧力を持つ。刀も大きく、長く、肉厚で反りがほとんどない。巨きよ大だいな鉈なたのようだ。

「キキッ！」

　佐助が駆け寄よって来る。十兵衛は顔をしかめながら頭を振ると、ニコッと笑った。なんとか起き上がる。

「だいじょうぶだよ、佐助。でもすごーい力なんだ。もう一回当たったら怖こわいかも。ううーん、どうしよう……」

　こんどこそ十兵衛が三池典太を抜く。両手で中段にかまえた。

　そこへ三太夫がのっそりと進んでくる。

「運のいいヤツだな。だがもう終わりでえ」

　ペロペロと長い舌をわざと出して見せる三太夫。

「いいかげんにあきらめて、オレたちと遊ぼうぜぇええ！」

「そうだそうだぁ！　往来で裸にされたくなかったら、ヒヒ！　いっしょに来てもらおうかぁあ！」

　とんでもなく下心満まん載さいな取り巻きふたり。

　裏道から表通りへ場が移ったことで、多くのギャラリーが周りを取り囲む事態となってしまっていた。



２



「あのバカ、なにをしておる……！」

　そう言うのは幸村だ。ギャラリーから少し離れた、軒のき先さきから眺ながめている。そこにちょうどあった脚きや立たつの上に立っていた。

　迷った末、柳生道場を留守にして十兵衛を追ってきた幸村が、この騒そう動どうに気づいたのは、少しまえのこと。主の匂いを察したのか、佐助が走り寄ってきてここまで案内したのだ。

　そのとき、十兵衛はちょうど三太夫の最初の抜き打うちを食くらって吹っ飛ぶところだった。

「十兵衛！」

　思わず幸村は手にした大だい鉄てつ扇せんを振りかぶる。しかし、すんでのところで思いとどまった。

（あやつ……鍔つばで受けおった）

　瞬間、幸村のサムライの目がとらえていた。

　三太夫の刀は脅おどしではあったが、十兵衛の刀を狙ねらっていた。このとき、鞘さやの上からでも刀身に対して真横から打だ撃げきを受ければ、最悪、刀が折れてしまうこともある。

「三池典太、それほどヤワなものではなかろうが」

　幸村は、とっさに十兵衛が鞘で三太夫の刀を受けるのを見たのだ。弾き飛ばされたときも、うまく転がって受け身をとっている。

（十兵衛……あの姿でどこまでやれるのじゃ）

　助すけ太だ刀ちをしようとした幸村が、がぜんこの勝負に興味を惹かれている。

「柳生十兵衛」。真の剣けん豪ごうは、ふだんそんなことを微み塵じんも感じさせないあの十兵衛の「中に」いる。

　もちろんいまの姿の十兵衛も、ふだん宗朗や又兵衛たちと稽けい古こして、剣術の腕は上がってはいる。が、それだけでは説明のつかないことが、とっさの動きや技わざに現れることがあった。

「やはり、つねにおるのか『柳生十兵衛』。見ておるのか。だったら、なぜ自ら姿を現さぬ。あのような不ふ埒らちな方法で、何度も……」

　幸村が契ちぎりのために宗朗とキスしたのはたった一回。が、

「現れるために、あやつは何度でもキスできるではないか！　まったくけしからんのじゃ！　そのうえ……ええい！　ど、どうでもいいわ、そのような！」

　なぜか顔を赤くして妄もう念ねんを振り払はらう幸村。

　改めて、表通りの十兵衛と三太夫に集中する。いつでも大鉄扇を飛ばせる、その構えはくずさずに。

「見せてもらうぞ。おぬしの正体、ほんとうの姿を……！」



　その十兵衛と三太夫。

　何度も斬きり結むすぶたびに、十兵衛はじりじりと後退していた。

「どうしたどうしたぁ！　ちょこちょこ逃にげ回まわりやがって。それなら、こう……だ！」

　三太夫の刀が十兵衛の胸や腰を薙なぐ。が、すんでのところで届かない。つまり見切れているはずなのだが、

「ぇ、あ……きゃあっ!?」

　何カ所も制服に切れ込みが入って、そこからパラパラと剥はがれてしまう。ほとんど下着どうぜんの姿に十兵衛はなってしまった。

「うひょー！　兄貴の剣けん法ぽう、今日もますます冴さえてますぜ！」

「てか、冴えすぎってか！」

　口々にはやし立てる取り巻きふたり。ギャラリーの反応もぐんとボルテージが上がってくる。

　肌を傷つけずに服だけを切るのは驚おどろくべき腕うで前まえだ。

「ひっへへへへ！　肉を切らせて骨を断たつ。ならぬ、肉を切らずに服だけ断つ！　これぞ大徳寺流脱だつ衣い剣けんよおおおお！」

「さすが兄貴！　この技だけに二十年、心血を注いできただけあるぅ！」

「さっさとこの女を素すっ裸ぱだかにひん剥むいてやっておくんなせい！」

　……どうやらこの技だけに特化した剣法のようであった。

「うううー、なんだかすごいピンチみたい。恥はずかしいよぉ、お兄ちゃんに見つかったら、きっと怒おこられちゃう」

　それでなくともふだんから、人前で裸になるな、と言われている十兵衛だった。

「裸じゃないもん。まだ下着、着てるもん！」

　誰に言っているのか。

　だがそんな十兵衛に、

「そらそら安心するなぁ！　ゲヒヒ！　次はそのブラをいただくぜぇ！」

　三太夫は早くも勝かち誇ほこった口上。ひじょうにうれしそうだ。

　十兵衛は顔を朱に染めながら、しかし、

「イヤ！　あんたなんかに渡わたさないの！　それに勝負も……勝ってみせる」

　その瞬間、十兵衛の表情がゆらっ、と変化したのは、向かい合っている三太夫にしか見えなかった。それもわずかの一瞬で消える。

　三太夫は、変なものを見た、という虚きよに包まれたが、振ふり払うように、

「残念だなぁ、お嬢ちゃん！　恥はじをかいて泣くことになるのは……おまえだぁ！」

　大上段に振りかぶった大おお鉈なたのような刀をいっきに振り下おろす。このとき、十兵衛が剣けんを合わせても容易に跳ね返されてしまっただろう。それほどのスピードと強さ。

「きゃあああっ!!」



「ああ、やっぱりダメじゃ。あんなかっこうで……」

　見ていた幸村までが、赤くした顔を覆った。

　さっきから十兵衛はやられっぱなしだ。そのうえ制服まで切きり裂さかれてしまった。このままでは衆しゆ人うじ環んか視んしのなかで十兵衛が裸にされてしまう。

「やはり宗朗とキスしなければなにもできぬのか。じゃがこれ以上肌をさらすのを見てはおれぬ」

　改めて助太刀に乗り込もうとした、ときだ。

　それより早く、三太夫が十兵衛に襲おそいかかっていた。狙っているのは下着のブラ。ちょうど胸の谷間を切っ先が一いつ閃せんする、というところ。

「きゃあああっ！」

　悲鳴がほとばしる。しかし十兵衛は刀も合わせない。動くこともせず、まるで斬らせているようだ。

　わずかな布地が裁たち切られる。九十センチは下らないそのバストがふるんっ、と飛び出して揺ゆれる。

「うひょー！」

「出た出た！　おっぱいちゃん！」

　が、十兵衛はかまわず、次の瞬間静止した剣の上に飛び乗っていた。峰みねを駆け上あがっていく。

「ぇ、ぇ……うおあ！」

　声を上げたのは三太夫だった。トップレスの十兵衛がみるみる大きくなってくる。あわてて刀を振って振り落おとそうとした。が、その一瞬まえに、十兵衛の姿は消えている。

「ほあ!?」

　つい妙みような声が出る。三太夫が見上げる上、空から降ふってくるのは剣の切っ先を先頭にした十兵衛の身体だった。

「あぶないよ！　動かない……でっ！」

　言われるまでもなく、動けなかった。不意を衝つかれた三太夫が棒立ちになるところ。十兵衛の刀は、三太夫の後頭部をすり抜けると、その襟えり首くびから入って、真まっ直すぐ下へ抜けた。ズボンの尻しりを破って地面に突つき刺ささる。

「うが……が！」

　三池典太は三太夫の首筋から地面まで届いて、これを縫ぬい留とめてしまっていた。

「なんじゃ、あれは……！」

　見ていた幸村がこんどは声を上げる番だった。信じられず、目に映ったことを頭のなかで巻まき戻もどす。

　十兵衛の胸の谷間、ブラを狙って振り下ろされた三太夫の刀の先。

　しかし自らブラを斬る、と公言していたのだから、十兵衛には三太夫の剣がどこへ振り下ろされるのかが最初からわかっている。まして服だけを切り裂く腕前。まったく心配することはない。

　だから十兵衛は動かなかった。そしてブラを斬られるに任せて、次を狙っていた。

（そうか、振り下ろされた刀は、引ひき戻すにしても一瞬静止する。まして切っ先が来る場所がわかっているのだからな。そこに飛び乗るは容易）

　並の相手ならば、剣の上に飛び乗られたらそれ以上剣を握にぎってはいられない。そこで勝負は終わる。

　が、巨漢の三太夫はそれに耐たえた。驚きながらも剣を手放すことはなかったが、十兵衛はそれも読んでいた。

　一瞬で刀の峰を走ると、鍔もとで跳ちよ躍うやく。真上からの突きで三太夫を串くし刺ざしにした。

「本来ならば脳天から串刺しにできるところ。まことにあの十兵衛なのか。『柳生十兵衛』が現れたのではないのか」
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　十兵衛は刀の柄を器用に持もち替かえて、パタッ、と着地した。三太夫の背後にだ。

「お、お、おまえ、は……」

　振り返る三太夫。とんでもないものを見た、という畏い怖ふに顔が歪ゆがんでいる。それ以上言おうとしたとき、

　ぱらっ、ぱさっ……。

　着ていた学生服が、きれいに裂けて落ちた。それはズボンでもそうで、あっと言う間に下着のパンツだけの姿に。



    

  
    
      「な、な、なにをしやが……る」

「ちゃんとパンツは残したでしょ？　十兵衛も同じなんだから、あいこだよ！」

　背中から股また下したまで切りひらかれた三太夫の制服は、早変わりの服のように、後ろで真一文字に裂けていた。

「うおおー！　すごいぞー！」

「なにあれ、すげー！」

「やったー、かっこいー！」

　ギャラリーから口々に喝かつ采さいが上がる。拍はく手しゆがわき起こる。

「あ、えへ……ど、どうも、ありがと……もう、お兄ちゃんが見ててくれたらよかったのに」

　十兵衛は頬ほおを赤くするが、それが油断になった。

「うおおおお、よくも兄貴をおおお！」

「てか、ゆるさねえってか！」

　ショックで消沈する三太夫が動けない代わりに、取り巻きのふたりが襲いかかった。それぞれの得物を手に、十兵衛に向かってくる。

「え、あ……きゃあっ！」

　だが十兵衛の三池典太はまだ地面に切っ先を突き立たてたまま。とっさに抜けるものではない。思わず十兵衛が目をつぶってしまう。

　その隙すきだらけの身体を刃はが薙ぐ、というところ……。

　弧こを描えがいて飛んできた大鉄扇が名もなき取り巻きふたりの手首を強打した。刀が吹っ飛ぶ。

「うぐあ！」

「てか、痛えええ！」

　ここまで。あえなく退場するふたり。パンツ一枚で茫ぼう然ぜん自じ失しつの三太夫を引っ張っていく。

「お、おぼえてろおお！」

　負け犬の遠とお吠ぼえがすがすがしい。

　そしてもちろん、飛んできた大鉄扇の主とは、

「ゆっきー!!」

「キキー！」

　近づいてきた幸村に十兵衛が抱だきつく。佐助も主に飛びついていた。

「こ、こら、やめえ！　苦しい……！」

「だって！　だって、だってだって！　うれしいんだもん！　ゆっきーが来てくれたの。助けてくれたんだよ！　お兄ちゃんもいなくって、十兵衛すっごく心細かった。もう負けちゃうって、怖かった。ありがとう、ゆっきー！　大好き！　大大大、だぁーい好き！」

「わ、わかった、わかったから、この……むぎゅ！」

　幸村が閉口しているのは抱きしめられている苦しさだけではない。

　剥き出しの十兵衛のバストが、ちょうど幸村の顔に思い切り当たって鼻と言わず口と言わずすっかりふさがれてしまっているのだ。

　やわらかくて弾だん力りよくも抜ばつ群ぐんの、九十センチの白い塊かたまり。それもふたつも！　顔に密着すれば凶きよ器うきにもなる。

「ぁ、ごめん！　ゆっきー！」

　ようやく気づいた十兵衛が幸村を解放する。

「ぷは！　はぁ、はぁー、はー、な、なにをするのじゃ！　そんな無む駄だにデカいものをひけらかしおって！　窒ちつ息そくするところじゃぞ。まったく！」

「ご、ごめんなさい。だって、ゆっきーが来てくれたのがうれしくて」

　笑う十兵衛。

「それに……なんじゃそのかっこうは！　恥じらいが足りんのじゃ、おぬしはつねづね、裸で歩いたり……ん？　十兵衛？」

「うん。うん。ごめんね。ゆっきー、あは、ごめん、ね……」

　ぽろぽろと、十兵衛の目から涙なみだがこぼれる。笑っているのに、泣いていた。

「おぬし……なぜ泣いて」

「ううん。泣いてなんかないよ。ぜんぜん、泣いてなんかぁ……う、う、うぇええええん！」

　そこから先は、十兵衛が本気で泣き出してしまったのにうろたえた幸村が、

「な、泣くでない。わらわも言いすぎたわ。ほれ、これを」

　自分の陣じん羽ば織おりを脱いで、十兵衛の肩かたにかける。十兵衛はまだしゃくりあげていたが、

「う、う……ありがとう、ゆっきー。これ、ゆっきーの匂いがするね」

　陣羽織をかき合わせて、十兵衛が鼻をすん、と鳴らした。

「それは、そうじゃろう。わらわの着物じゃから、な。……ひゃぅ！」

　幸村が頓とん狂きような声を上げたのは、陣羽織を羽織った十兵衛がこんどは逆に、幸村の胸に顔を埋うずめたからだ。

「な、なにを……」

　しかし突き放はなすこともできず、赤い顔でそのまま受け止める。わずかに腕を回して、十兵衛の背中を軽く抱くことも。

（な、なんじゃ、まさかこやつ……あのときみたいに……）

　数日まえ、柳生道場で戯たわむれのように十兵衛にキスされたことを思い出して、カーッと身体が熱くなる。

（まさか、まさ、か……）

　こんなところで。それも、減ったとはいえまだギャラリーもいる、そんな中で？

「うん。あったかいよ。ゆっきー……」

　だが十兵衛は、安心したように幸村の胸に顔を埋めている。

　埋まるほどのボリュームは、ない。が、赤あかん坊ぼうのように目を閉じた十兵衛の顔を見ると、

（これで、いいのかもしれぬ。……さっきの斬撃、とてもこの十兵衛のものとは思えぬ。しかし、「柳生十兵衛」が現れたわけでもなく……わからぬ。わからぬが、これで……）

「ゆっきー」

「ん？」

　十兵衛の問いに、幸村が答えようとうつむいた。

「ちっちゃいね、おっぱい」

「……」

　十兵衛のひと言。幸村が言葉を失い、うつむいた顔がさらに角度を増す。そのうちにブルブルと震ふるえた、と思ったら、

「ぉ、ぉ、ぉ……愚おろか者ものぉ！　おっぱい、言うなぁぁああ!!」
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「ごめーんね、ゆっきー。許して、ね！」

　ずんずん前を歩く幸村を、十兵衛があやまりながら追いかける。

「ふん！」

「もう、ほんと、ごめん！　ごめんなさい！　だって、ゆっきーのおっぱい、ちっちゃくてすごーくカワイイんだもん。だから、つい……」

　十兵衛が言うと、幸村がクルッ、と振り返った。しかし眼光はするどく、

「それがよけいだと言うのじゃ！　よいか、わらわの前でおっぱいの話はするでない！　二度と、じゃ！　にーどーと、するな！　よいな！」

「はーい！　ごめんなさぁい！」

　あやまる十兵衛。しかし顔はもう笑っている。幸村はさらに言おうとして、

「……まあ、よいわ。悪気はないのは知っておる。おぬしはいつも、じゃがな」

「うん」

「こ、こら！　手を繋つなぐでない！」

「えー、いいよぉ。十兵衛とゆっきーはぁ、仲良しさんだもん。ね!?」

「わ、わかったわかった」

　それ以上拒きよ絶ぜつするとこんどは逆になにをされるかわからない。幸村と十兵衛は並んで手を繋いで歩く。

　十兵衛は、幸村に借りた陣羽織に袖そでを通して着ている。幸村は陣羽織を脱いでしまうと、スク水タイプのスーツの上は、丈たけの極きよ端くたんに短い緋ひの上うわ掛がけだけで、ちょっと不思議なバランスになる。

「ウキュ！」

　とは、いまはまた幸村の肩に戻っている佐助。

「それにしても……ほんとうに行くのか。学園へ」

　幸村が改めて問うた。いまふたりは学園の高等部校舎へ向かっているのだ。

「うん！　だって、そのために出てきたんだし。途とち中ゆうで寄り道しちゃったけど、でもお兄ちゃんが勉強してるところも見たいし。学校とかどんなところなのかな、って。十兵衛も二学期から学校へ行くんだ。すごーく楽しみなんだよ！　でもそのまえに夏休みもあるからけっこう先になっちゃうし。なんだか待ちきれないよ！」

　待ちきれない！　と言う十兵衛の笑え顔がおに、幸村はふーっとため息を漏もらす。

「そんなによいところとは思えんがの。まあ、よい」

「それに、せっかくお兄ちゃんが買ってくれた制服が破れちゃったから、新しいの、買わなくちゃ。だから学校へ行かないと」

「制服くらいなら学生街にも売っていたとは思うがの。まあ、学園の購こう買ばい部ぶで買えば問題はあるまい」

「うん！　でも十兵衛、お金これしか持ってないの。制服、買えるかな」

　と言って見せるのは、例のコイン三枚。限りなく近い三百円。

「そのくらい、わらわがいくらでも立て替えておいてやるわ」

「え！　ほんとうに？　ありがとう、ゆっきー！　あとでお兄ちゃんにお小こ遣づかいもらったら必ず返すから！」

「別に返さずともよい。制服くらい安いものじゃ」

「そうなの？」

「うむ。軍資金はもう億単位でストック済みじゃからな。といってもあくまで軍資金じゃ。いずれ生徒会を……徳とく川がわの世を変えるための、じゃ」

　そう言うときの幸村の顔は、いつもよりも大人びて見える。十兵衛は、そういう幸村の表情を見て、へえ、と思う。なぜだかうれしくなった。

「ふうん。やっぱりゆっきーってすごいんだ。でも、お金はちゃんと返すね。お兄ちゃんのお手伝い、いっぱいしなきゃ」

「そうしたいなら、するがよい。こだわりは大切じゃからな」

　幸村も笑う。十兵衛が言った。

「でもゆっきーはどうして学校へ行かないの？　十兵衛、ゆっきーといっしょに学校行きたいな。こんなふうに毎日、ね！」

「わらわのＩＱは三百を超こえておる。中学の勉強などまさに児じ戯ぎに等しいのじゃ。いちいち通学などで時間を無駄にしていては、この大事に後おくれをとらないとも限らんしの。それに、飛び級で来年からは大学に籍せきを置くことがもう決まっておる。といっても試験は通ったが、あまり行く気はないがの」

　高校を丸々通とおり越こしての大学入学。それもすごいが、行く気がない、という幸村もすごい。

　幸村はしかし、ちょっと顔をしかめて、

「じゃが、まあ……誰だれかといっしょに登校したり、休み時間いっしょに過ごしたり、というのはいいものかもしれぬな。わらわには、そういう者はおらなんだから、な」

　最後はちょっと寂さびしそうな響きが混じった。

　天才過ぎるゆえに孤こ独どくだった幸村のこれまでが透すけて見えるような言葉に、

「ゆっきー！」

　十兵衛がとつぜん向き合うと、幸村を抱きしめた。

「な、なんじゃ！　いきなり！」

「いっしょに行こうよ、学校！　大学行くの来年からなら、まだ残りの中学生ができるんでしょ？　十兵衛も高校生になって通うから、いっしょに行こ！　昼休みは必ず行くから、いっしょにお弁当食べよ！　ね！　ね！　ゆっきー！」

　あまりに真しん剣けんな十兵衛の顔に、幸村もついうなずいてしまう。

「わ、わかった。わかったから離はなさんか、こ、こら！」

　ギュッと抱きしめられるとまた窒息の恐れが。十兵衛は「うん」と言って離れたが、その代わりに手をギュッと握った。

「約束だよ、ゆっきー！」

「う、うむ。わかっておる」

　繋いだ手をかざして見せる十兵衛に、幸村がしぶしぶ答える。少々憮ぶ然ぜんとした幸村の頬に、赤みが差していた。



「わあ、ここが学校なんだ！　おっきいいー！」

　初めて見る武應学園の校舎に歓かん声せいを上げる十兵衛。その隣となりではまだ手を繋いだままの幸村が顔をしかめる。

「こら、大声を出すでない。まだおぬしはここの生徒ではないのじゃからな」

　学園の校舎は、それ自体がひとつの城じよ郭うかくのようになっている。

　いざというとき、城として機能するために建設されたため、という説があるが、いずれにしろ明治以降、まして平誠の世では、どんなにがっちり造っても、もはや固定施設の城郭や要よう塞さいがさほど役に立つとは思えない。

　やはり、幕府と徳川家の威い光こうを表すため、というほうが当たっているようだ。

　そのための生徒会棟とうは城で言えば本丸を形成し、隣りん接せつした二の丸、三の丸とともに城の内郭を形成している。二の丸、三の丸は生徒会高級メンバーの住居、つまり御ご殿てんや、旗本親衛隊の宿舎などがある。

　高等部、中等部の校舎はさらにその外がい郭かくに。また大学や他の施設はやや離れた場所に、一いつ種しゆの支城として建設されていた。

　校舎自体が城、というふうなので、登校はすなわち「登城」という感覚だ。

　さすがに制服はすべて洋服だが、帯刀を許されている男子は腰に大小を差しているし、頭の髷まげこそないが、武家の学園というだけのことはあった。

「すごーい、お城が向こうにかすんで見えるよー」

　いま十兵衛たちが立っているのは中等部へ通じる大きな櫓やぐら門だ。生徒会棟のある本丸ははるか先、そして小高い丘おかのようだった。

「おぬし、以前にも来たことがあるではないか」

「うん。でもあのときはいきなり座ざ敷しき牢ろうだったし、逃げるときも夢中だったりで、ちっともおぼえてないの」

　以前、とは、生徒会の刺し客かく、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの剣けん士しダルタニアンに敗れて、十兵衛が拉ら致ちされたときのことだ。

　併あわせて座敷牢の千姫を救い出すため、宗朗と幸村たちが戦いを挑いどみ、無事成なし遂とげることができた。このとき半蔵も仲間に加わっている。

「ダルタニアンさん、元気かな」

　ぽつっ、と十兵衛が漏らす。

　戦いのさなか、ダルタニアンは「柳生十兵衛」に敗れ、そのまま姿を消している。以来、柳生道場はもちろん、学園にも現れてはいなかった。

「ダルタニアンか。あやつもおっぱい女……ん、んん！　もとい、強敵じゃったが、一度おぬしに負けておるしの。みっともなくてそうそう顔を出すことはできまいて」

「誰がみっともないのだ」

「それは、負けておめおめ宗朗に助けられたあの女……んん!?」
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　幸村が驚く、その声の主はもちろん、シャルル・ド・ダルタニアンその人だった。なす紺こんの戦せん闘とうドレスに身を包つつみ、羽根付きのハットを伊だ達てに被かぶっている。

　鋭するどい眼光もそのまま。腰に差した二本の巨大なクレイモアが、触ふれるものをみな粉ふん砕さいする凶きよ悪うあくな攻こう撃げき力りよくを物語っていた。

　幸村は振り返かえるまえに飛とび退のいた。そのアクションの途中で、早くも大鉄扇をかまえる。十兵衛は、というと、

「わぁ！　ダルタニアンさん！」

　逆に駆かけ寄っていた。

「おぬし、なぜここにおるのだ！　いったいどうやって」

　幸村が言う。その顔に、無防備のままに接近を許した焦あせりが滲にじんでいた。しかしダルタニアンはこともなく、

「我もこの学園の生徒だ。登校してもなんら不思議はない」

　言ってのける。

　ダルタニアンは生徒会あずかりの留学生だった。学がく籍せきは高等部二年。

「まだわらわや十兵衛にアヤを付ける気か！　それほどまでに戦いたいなら、この幸村、相手してやらぬことも……ない、が？」

「ダルタニアンさんともいっしょだね！　いっしょにお昼ごはん食べよう！」

　すでに十兵衛がダルタニアンのふところに飛び込んでいた。ダルタニアンの両手を握って、まるで動物のように跳はねている。

「わ、我は……食事などはひとりで……」

　十兵衛のあまりのくったくのなさに、ダルタニアンも面食らう。

「えー、でもみんなでいっしょに食べたほうが楽しいし！　おいしいよ。ね、ゆっきー！」

「なんじゃ、そこでわらわに振るな！　……まあ、そうじゃが。この女はまだ信用ができ……こ、こら、聞かんか！」

「ほら、ゆっきーもいいって言ってるし！　そうだ。ダルタニアンさんはいまどこに住んでるの？」

　十兵衛が聞く。

「生徒会の用意した賓ひんき客やく用の部屋は出た。いまは、城下に宿を取っている」

「それじゃ、お金かかるし、大変じゃない？　ね、お兄ちゃんの道場に来たら？　千姫さまと半蔵さんも引っ越してきたし、みんないっしょだよ！」

「十兵衛、おぬしまさか、この女まで道場に住まわせる気か？　それはならぬぞ！」

　幸村がここへ来て真顔で止める。

「えー、どうしてぇ？」

「よいか。一度勝ったとはいえ……いまは向かっては来ないとはいえ、その女は徳川慶よし彦ひこのサムライ。慶彦と契って、身も心も捧ささげた女じゃ！」

　身も心も、というところで、なぜか幸村の顔が赤くなる。しかしこれにはダルタニアンが猛もう然ぜんと反論した。

「ち、違ちがう！　我はそのような……確かに慶彦と契ってはいるが、そのようなことはない！　心はもちろん、この身も、肌はだも、やつに指一本触れられてはいない！」

　こんどはダルタニアンが真っ赤になっていた。

「だったら！　だいじょうぶだよ。お兄ちゃんもダルタニアンさんのこと好きみたいだし、きっといいって言ってくれるよ」

　十兵衛の乱暴なまでの論理の飛ひ躍やく。しかしその言葉の中の、

「我を……好き、だと」

「ま、待て十兵衛。宗朗がこの女を好きだというのは、どういうことじゃ！　わらわはそんなこと、聞いてはおらぬぞ！」

　その部分に激しく反応するするふたり。

　ダルタニアンが、こんどは自分から十兵衛に向き直ると、その顔を覗のぞき込むようにして言う。

「ほんとうなのか。その……柳やぎ生ゆう宗朗が、我を……す、好きだ、などと」

　もはや火が出るほど顔を赤くしている。しかし十兵衛はなにごともなく、

「うん。だって、好きじゃないと助けないよ。あのときだって」

　あのとき……十兵衛に敗れたダルタニアンが、生徒会棟、つまり学園本丸の空中渡り廊ろう下かから転落しそうになったとき、それをとっさに腕うでをつかんで防いだのが宗朗だった。

　宗朗はダルタニアンを励はげまし、ついには引っ張り上げて命を救った。ダルタニアンにとって、宗朗は命の恩人とも言える存在となった。その存在が、彼かの女じよの心の中で小さいはずはなかったのだ。

「なんじゃ、そういうことか。驚かせるでない」

　いったんは胸をなで下ろす幸村。

「でも、きっとお兄ちゃんはいいって言うよ。ダルタニアンさんもいっしょだったら十兵衛うれしいな。賑にぎやかで、とっても楽しいと思うんだ！　ね！　ダルタニアンさんもそうしなよ！」

　なおもダルタニアンの手を取って迫せまる十兵衛。

「いや、そういうわけには……しかし宗朗が、我を……」

　心が揺れるのか、ダルタニアンの言葉もしだいに強い否定から離れていく。

「ね、十兵衛がお兄ちゃんに頼たのんであげる。だから」

「そう、か。い、いや、しかし……」

　わずかにダルタニアンの唇くちびるがほころんだように見えた、ときだった。

「ぅ……！」

　とつぜん、ダルタニアンが苦しそうに胸を押おさえると膝ひざをついた。

「どうしたの？　ダルタニアンさん!?　胸が、苦しいの？」

　驚く十兵衛に、幸村も顔を寄せる。

「なんじゃ、どうしたのじゃ。これは……」

　ダルタニアンは胸を両手で押さえたまま、顔を伏ふせている。地面に片かた膝ひざをついたまま、身を震わせていた。

（なんだ。なんなのだ、これは……くっ……！）

　徳川慶彦と契りを交かわしたダルタニアンは、その心に慶彦の「支配」の能力によってがっちりと枷かせをかけられている。

　ふだんは意識することもないが、慶彦の命令に背そむいたり、背く行動を取ろうとすると強制力となって現れてくるのだ。

　ダルタニアンの心に占しめている宗朗のビジョンが、あっと言う間に黒く塗ぬりつぶされていく。

　宗朗のことを考えると、とたんに頭痛と発はつ汗かん、身体の震えが襲い、立っていることもできない。それでも抗あらがおうとすると、激しい嘔おう吐とをもよおした。

「だいじょうぶ？　ダルタニアンさん！」

　十兵衛の声が聞こえる。しかしその声もいまは、ひどくダルタニアンに苦痛をもたらすものになっていた。

（わ、我、は……）

　ゆらり、と立ち上がった。それは宗朗に対する気持ちをいっさい心の隅すみに追いやることでかろうじて可能になったこと。

「平気なの？　ダルタニアンさん、医務室に……」

　まだふらついているダルタニアンを十兵衛が支えようとした。その手が、はねのけられる。

「我にさわるな！」

「ダルタニアン……さん」

　ダルタニアンは一歩引くと、腰こしのクレイモアの柄に手をかけるしぐさまで見せた。これには幸村が、油断なく大だい鉄てつ扇せんに手を掛かけて対抗する。

「だ、ダメだよゆっきー！　ダルタニアンさんも、やめて！」

　間に割って入る十兵衛。ダルタニアンは、

「安心しろ。ここでやり合う気はない。だが……」

　ダルタニアンの顔が蒼そう白はくになっていた。表情も石のように硬かたい。さっきまで花のようにほころんでいた唇が硬く、言葉を吐はき出だす。

「この先、おまえたちとふたたび交わることはない。それだけだ」

　何歩か下がる。そのうえできびすを返すと、ダルタニアンは歩み去っていった。その背中にも緊きん張ちようと気が張はり詰つめているのがわかる。

「ダルタニアンさん……」

　十兵衛がつぶやく。幸村もようやく構えを解いていた。

「みよ、しょせんは敵ということじゃ」

「でも、ちょっと変だったよ。ダルタニアンさん、なにか悩なやみでもあるのかな……」

「悩み、じゃと……まあ、そうかもしれんの」

　幸村は答えるが、別のことを思っていた。

（ふむ。やはり条件付けか。慶彦の「支配」の能力、これだけとは思えぬが……）

「んん！　なんじゃ、制服を買うのではなかったのか」

　咳せき払ばらいして幸村が話題を変える。

「あ！　そうだ。いつまでもゆっきーにこれ、借りてるわけにいかないよね。うん。行こ！」



　ところが。

　行った先の購買部は、ちょうど昼休みに重なって満員の盛せい況きようぶりを見せていた。

　もともと武應学園高等部は一～三年だけで千五百人を超える生徒数の上、隣接する中等部と共通する購買部、食堂はそれだけでちょっとしたスーパーマーケットやレストランなみの大きさだ。それが昼休みの人出で大混雑している。

「……すごいね、ゆっきー。これじゃ制服、買えないね」

　呆あつ気けにとられる十兵衛。もとよりこれだけの人と人口密度を見たことがない十兵衛は、それだけで呑のまれている。

「なんじゃ、気き後おくれしおって。これしきの人出、大おお江え戸どでは日にち常じよ茶うさ飯はん事じじゃぞ」

　逆に幸村はどこか得意げだ。

「え、そうなの。いつもこんな、って凄すごすぎない？　なんだか見てるだけで疲つかれちゃうよぉ」

「そんなことでは都会で生きては行けぬぞ。よいか、大江戸の澁しぶ谷やなど、駅前はいつも祭りのような賑わいじゃ」

「へえ、なんでそんなに混こんでるのかな」

「なんで……んん、それはやはり、澁谷、というように『谷』じゃからな。谷底に人が集まってきてしまうのであろう」

「そうなんだ。アリ地じ獄ごくみたいだね」

　なんだかだいぶ誤解しているようである。

「そうじゃな、年とし端はもいかない少女がよくハマって抜ぬけ出せなくなるらしいというアリ地獄じゃ」

　幸村の説明も、わかったような、そうでないような。

「んん！　しかしおぬしの制服くらい、サイズはわかっているのじゃからすぐ買えるのではないのか」

　幸村が言うと、

「うん。でもふつうのＭサイズだと胸がきついから、千姫さんに聞いたらＬサイズでウエストとか詰めてもらったら、って言われてるの」

　十兵衛が答えると、幸村の機き嫌げんが急降下するように悪くなった。

「は！　なんじゃ、それは。おっぱいどうしで相談事などしおって！　胸が苦しいじゃと。知るか、そのようなこと！」

　それだけ言うと、ズカズカと人ひと混ごみの中へ入っていく。

「あ！　どこ行くの、ゆっきー！」

「世間は昼じゃ。わらわもお昼ごはんを買ってくるのじゃ！」

「え、十兵衛も行く！　ちょっと、待ってよお！　あー」



「なんじゃ、なんじゃ、バカにしおって。これだからおっぱい女はイヤなのじゃ」

　呪じゆ文もんのようにつぶやきながら、幸村が人混みをかき分けて進んでいく。後ろに続く十兵衛とは離れてしまっていた。

「そうじゃ。あのダルタニアンという女、よく考えたらあやつもおっぱい女じゃ。あんなのが来たら、道場のおっぱい比率がまた上がってしまうではないか……」

　幸村の脳のう裏りに次々浮うかぶビジョン。

　十兵衛、又兵衛、千姫、半蔵、それに、ダルタニアン……。

「……！　み、みんなおっぱい女ではないか！　わらわだけ……これでは宗朗がおっぱいばかりを見ながら毎日……い、いかん！」

　幸村以外は、意外と着やせする半蔵にしてもバスト八十五のＤは下らない。巨乳とは言えないまでも、しっかりと平均以上のアベレージは確保しているという、いかんともしがたい事実。

「い、いや、わらわにはまだこれから可能性は無限にあるのじゃ！　毎日牛乳も飲んでおるし、大胸筋のトレーニングも又兵衛に教わったし。そうじゃ、心配などいらぬ！　これから、これからじゃ！」

　ブツブツ言いながら押し合あいへし合いする人の間をかろうじて進んでいく幸村。しかし売り場に近づくにつれさらに人の波は芋いもを洗うようになり、背の低い幸村はほとんど埋もれて流されそうになってしまう。

「こ、これほど混んでおるとは……な、なんの、もう少し……」

　それでもなんとかパンの陳ちん列れつ棚だなまでたどり着いたときには、もう残りはわずか。そのうちのひとつ、焼きそばパンに手を伸のばす。むぎゅ、とつかんだ。が、

「ん？」

　もうひとりの手が、同じパンをつかんでいる。その手の主が、ごく間近にいた。思わず顔を互たがいに見合わせる。

「ぇ」

「あ……」

　年格好も同じくらいの少女。幸村が見つめると、相手も視線を合わせる。

「あ、よかったら、どうぞ」

　先に言ったのは幸村だった。が、向こうも、

「い、いえ、そちらこそどうぞ、ですわ」

　手を離す。と、

「そうか。ではわらわがいただくぞ」

　パッ、と焼きそばパンをたぐり寄せる幸村。

「あー！　ずるいですわ！」

　少女が叫さけぶ。長いツインテールの髪かみが揺れた。その瞬しゆ間んかん、幸村の表情が、変わった。

「おぬし、まさか……」

　愛の字を象かたどった大きな髪かみ留どめ。中等部の制服を着た小こ柄がらな少女ながら、その背中に背せ負おっている巨きよ大だいなハンマーといえば、

「直なお江え兼かね続つぐじゃな！」

「そういうあなたは、真さな田だ……真田幸村ですわね！」

　期せずして、お互いの名乗りとなった。焼きそばパンを間に挟はさんで。

　真田幸村。直江兼続。

　じつはふたりは面識があった。いや、じつは幼なじみ、と言ってもいい。

　それは十年ほどまえ……。



６



　カラスがしきりに鳴く、夕刻の空。

　とっぷりとあかね色に染まった空は、あと半刻も経たたないうちにあっと言う間に暗くなる、そんな色をしていた。

　見上げると、朽くちかけた鳥居がひとつ。もう真っ暗なシルエットになって、空を切きり抜いている。

「も、もう、帰ろうっぺよぉ、幸村さァ。暗くなるだど」

　お国言葉も剥むき出しのままそう言うのは、小こ袖そでを着た少女。いや、まだ幼女のおもかげが強い兼続だった。ツインテールもまだまだ短く、頭のサイドにぴょこ、と撥はねている。

　それはまだ、幸村も兼続も武應学園の幼よう稚ち舎しやに通っていたころ。

　東北の米よね沢ざわ校舎へ、大江戸の本校舎の生徒たちが体験入学という形でひと夏を過ごす行事があった。

　米沢校舎の兼続と本校舎の幸村はこうして知り合い、たちまち友だちになる。もっとも友だち、と思っていたのは兼続だけのようだったが……。

「なにをビビっておるのじゃ。腰こし抜ぬけめが」

　そう言うのは同じく幼い幸村だ。秀ひいでた額。ツンと小さく尖とがった鼻は、現在の幸村と驚おどろくほど似ている。というより、いまと較くらべてもあまり変わっていなかった。顔以外のところも含ふくめて……。

　やはり少女らしい小袖を埃ほこりで汚よごしながら、幸村がいま身体を突っ込んでいるのは、

「そっただお堂なんか暴あばいて、神さまの罰ばつが当たるだよ。やめてけろ、幸村さ」

　後ろで震えている兼続が言うとおり、すでに廃された神社の本殿だ。幸村はその奥おくにあるご神体を暴こうとしているのだ。

　かつて火事にでもあったのか、焼やけ焦こげた跡あとがある。背後の社やしろも朽ちかけている。昔は由ゆい緒しよある神社だったのかもしれないが、いまは神主もおらず、荒あれるにまかされていた。

「だからおぬしはダメだと言うのじゃ。よいか、神仏などそれを信ずる人の心の中にあるもの。このような神社を造って拝むはその形を作るためじゃ。祭神もご神体も、人が造ったものであれば、当然であろう」

　理路整然と言ってのける。

　理り屈くつでは幸村に敵かなう者は大人でもいなかった。いつも書物を読みふけり、直江家の蔵にある古文書もたちまち読み尽つくしてしまったという。そればかりか、いつ稽けい古こをしているのか、剣けん術じゆつの腕うで前まえでも、歳としが倍の男子でさえ負かしてしまうほど。

　そのうえ、根っからの唯ゆい我が独どく尊そんオレ様体質。

　気弱な兼続に、幸村に勝てる道理はひとつもなく、気づいてみればすっかり手下扱あつかい。幸村にあれこれ命令される従者、パシリに格下げされていた。

「で、でもォ、神さまば敬わねばァ、末代まで祟たたられることもあるってェ」

「じゃから、いまわらわがその証しよ拠うこを見せてやると言っておるのじゃ。ん……！」

　壊こわれて半分開かない内うち扉とびらの奥へ、けんめいに手を伸ばした幸村が、その手に触れた物をつかみだした。

「あったぞ。これじゃ！」

「ひぃぃぃ！」

　幸村がかざしてみせたもの。

「見よ。ただの紙じゃ！」

　一枚の紙を兼続に突きつける。それこそ、祭神の名を記したものだった。

「ひええ！　な、なんまいだぶなんまい……！」

　あわててひれ伏す兼続。

「バカ！　それは念仏じゃ。仏と神をいっしょにするでない」

「で、でもォ」

「まったく、おまえたちは迷めい信しんが過ぎるというのじゃ。いまは科学の時代じゃぞ」

　幸村は紙切れ一枚のご神体をぴらぴらとかざしていたが、なにか思いついたように、

「だいたいじゃ。神しん罰ばつが下るというなら、この幸村にもう何か起こってもよいころであろう。これだけ神を冒ぼう涜とくしておるのじゃし」

　ご神体の紙をなおも見ていたが、それを本殿の濡ぬれ縁えんに置くと、

「手が汚れたわ」

　近くに湧わき出でている水に手を浸ひたして清めた。兼続を手招きする。

「な、なにをするつもりだァ？」

「まあよい、そこへ座すわれ。いまこの幸村が、じゃ……」

　言われた通りに腰こし掛かけた兼続の横で、幸村がご神体の紙の上に屈かがみ込む。

「うああああ、なにをォ!?」

　尻しりを下ろした。ご神体の上に腰掛けたのだ。

「ほら、どうじゃ」

「や、やめてくんろォ！　ほんとに、ほんとにやめてェェ！　罰が、罰が当たってしまうっぺェ！　尻が腐くさって落ちるだべェ！」

「だとしてもわらわの尻じゃ。おぬしのではないからよかろう」

「そ、そうだども……」

「じゃが、どうかの」

　幸村はクスッ、と笑った。笑って、指を差す。それは兼続の尻を差していた。

「えェ？」

　不思議に思った兼続が腰をそろそろと上げる。そこに、

「……!!」

　紙が一枚。それもなにか書かれている。書かれた面が、上を向き、兼続がたったいままで尻に敷しいていたことを物語っていた。

「ま、ま、ま、まさかァ……まさか、これはァァ」

　いっきに汗あせが噴ふき出し、目が飛び出そうになりながら、兼続が紙を拾い上げた。顔の前にかざしてみると、まさに、

「ご神体、じゃなぁ」

　そう言う幸村も腰を上げる。そこにも紙が一枚敷かれていた。が、幸村が拾い上げるとそれは何も書かれていない無地の紙。ふだん持ち歩いている懐かい紙しだった。

「な、な、な、なんだァ、これはァァア！　い、いつのまにおらの尻の下にィィ！」

　すでに恐きよう慌こう状態の兼続。幸村はこともなく、

「そういうことじゃ」

「な、なんで！　どやってこげなことおォ！」

「なに、簡単じゃ」

　手を清めたときに懐ふところから取りだした懐紙と、先に敷いたご神体の紙とを素す早ばやく取とり替かえ、ちょうど腰を下ろそうとしていた兼続の尻の下へ差し込む。兼続がよそ見をしている間の、ちょっとした手品だ。

「神さまば尻に敷いてしまっだァ……どうするべェ、どないしたらァ……」

「どうじゃ。そろそろ罰が当たって来たか？　尻が腐って来たかの？」

「うううう……ゥ」

　そう言えばお尻の感覚がない。にぶい痛みのようなものも感じる。兼続の焦りがさらに高じていく。なので幸村が、

「どれ、見てやってもよいぞ」

　と言ったときには、一も二もなく、

「たのまれてくれるだか？」

　もはや恥はずかしがっている場合ではなく、幸村のまえで小袖の裾すそを持ち上げる。後ろを向いて腰こし巻まきごとまくり上げると、ぺろん、と小さなお尻が露出した。

「ど、どうだべか」

　無言の幸村に、不安がつのる兼続が振ふり返る。幸村は、

「すっかり青く爛ただれておるようじゃ。もうダメかもしれぬ」

　冷たくひと言。

「ひいい！　ど、どうするっぺ！　どうしたらいいべか。お、おらの尻こが、ほんとに腐って落ちてまうべ!?」

　泣きながら叫ぶ兼続。

　じつはその背後で、幸村は兼続のお尻を見てもいない。適当に言っているのである。たしかにお尻は青いが、それはまだ幼い兼続の蒙もう古こ斑はんだった。



    

  
    
      「びえええっ、ごめんなさいッ、神さま、ごめんなさいだべ！　許してけろォ！」

　明らかに幸村がすべて悪いのだが、兼続はうろたえてパニックになっている。そろそろめんどうになったのか、幸村が言った。

「そうじゃのお。こういうときは厄やく除よけのまじないをするとよいぞ」

「厄除け……ほんとうけ？　それは」

「それは、じゃ……」

　幸村は周りを見回すと、すぐにそれを見つけた。

　わき水が垂れ落ちる地面に、ちょうど這はいだして来ていたミミズが一匹ぴき。しかしミミズといっても長さは二十センチ近く、かなり大きい。ピンクの身体をくねらせていた。

「このミミズにおしっこをかけるとよい」

「おしっ……ほんとに？」

「うむ。信州では古くから伝わる厄除けのまじないじゃぞ」

　信州、つまり長野県の上田はかつての真田家の本領。そのローカルルールを言っているらしい。

「わ、わかっただ。ありがとう、幸村さ。おら、恥ずかしいども、やってみるゥ」

　藁わらにもすがりたい兼続は、そう言うと顔を赤くしながらミミズの上にしゃがみ込んでいく。

　やがて……数分。

「びええええ！」

　とつじょわき起こる悲鳴。

「なんじゃ、騒さわがしいの」

　幸村の前には、股こ間かんを押さえながらもじもじと腿ももをすり合わせる兼続が。

「か、かゆい……いや、痛いっぺ！　おらの……腫はれて来てるべえええ！」

「ああ、それなら……」

　ミミズにおしっこをかけると……腫れる。

　これは刺し激げきに対してミミズが身を守ろうと、体たい腔こうから体液を発射するためだ。ごく薄うすいキリのようなものだし、一瞬なのでまず見えないが、意外なほど遠くまで飛んで肌に付着する。

　デリケートな部分につくと、たちまち腫れてくる。

　しれ、っと言ってのけるのは幸村だ。

「お、お、おんしはァ、おらをだましただなァあああ！　信州のまじないだどかァ、ウソ言ってェ！」

　激げき昂こうする兼続。しかし大事なところが腫れていて戦闘不能。幸村は、

「なぜかんたんに信じるのじゃ。そんなことでは一人前の武将となって乱世を生き抜くことなどできぬぞ」

「そ、そっただこと、いまは関係ねええ！」

「それにじゃ、神のたたりはどうしたのじゃ。けっきょく尻に敷いても神は祟らず、ミミズにおしっこをかけたら腫れた。迷信に惑まどわされて、かんたんに騙だまされたおぬしが悪いのじゃ。ミミズにおしっこをかけると腫れるのは迷信ではなく、科学じゃからな。生物学かのお」

　幸村の言葉を聞いていると、なんだかうまく丸め込まれたような気がしてくる。反論もできずに兼続は、顔を真っ赤にして、

「ゆ、ゆ、幸村さの、バガァあああああ!!」
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「……お、お、思い出したっぺ……いえ、思い出しましたわ！　あのときも、あのときも……あ、あのときだって……！」

　ここで長い回想は終わり、購こう買ばい部ぶの兼続に戻もどる。

　たったいまのは、焼きそばパンを前にしながら、コンマ数秒ののちにフラッシュバックした兼続の脳内イメージだ。

　もちろん幸村に騙されたのはこれ一度ではなく、兼続はたったひと夏の間、幸村に無数にだまされ、いじられていたのだった。

「わかりましたわ！　柳生道場にいる豊臣派大名、年端もいかぬ女子とは、あなたのことだったんですのね、真田幸村！」

　じつは道場を外から監かん視ししていたときも、千姫にばかり注目して、幸村は目に入っていなかった。そんなところもどこか大事なところがヌケている兼続なのだが、

「おぬしがこの富士校舎にいたとは思わなんだ。が、わらわはいま機嫌が悪いのじゃ。焼きそばパンを置いて立ち去るならば、忘れてやるわ」

　パンを握にぎったまま言う幸村。

「ふふ……ほほほ！　ここで会ったが百年目ですわ！　実際には十年足らずですけれど……とにかく！　あのときの数々の恨うらみ、忘れてはおりませんことよ！」

「めんどうな女じゃのお。急にわざとらしい言葉など使いおって。わらわは忙いそがしいのじゃ。用がなければ……」

　が、次の瞬間、

　ドゴォッ!!

　焼きそばパンごと陳ちん列れつケースが粉々に弾はじけ飛んだ。とっさに飛びずさる幸村。すでに背中の大鉄扇を抜いてかまえている。

　もちろんケースを砕くだいたのは兼続の大おお鎚づちだった。あたりに広がる悲鳴と喧けん噪そう。ふたりを中心に、ぽっかりと人の輪が広がった。

「いまはっきりわかりましたわ。真田幸村、あなたはわたくしの敵！　わたくし直江兼かね継つぐ！　羽州は米沢よりまかり越こしたる者！　柳生道場に巣くう豊臣派！　いざ尋じん常じように、覚かく悟ごなさいませ、ですわ！」

　兼続の口上に、周りの生徒たちから、おー、という声が上がる。とくに「豊臣派」というところでは、幸村に視線が集まった。

　幸村が吐き出す。

「面めん倒どうなことを！　じゃが、お主が生徒会の犬とわかったいま、わらわも手加減はせぬ！」

「それはこっちの……セリフですわ！」

　言うと同時に、兼続の大鎚が振り下おろされる。幸村は飛び退くと、大鉄扇を飛とばした。

「こっちも、こうじゃ！」

　ブーメランのように弧こを描えがいて飛ぶ大鉄扇。生徒たちが身をすくめ、床ゆかに伏せる。逃にげ出す者もいた。

「なんの！」

　だが兼続は巨大な槌つちを軽々と扱って大鉄扇を弾き飛ばしてしまう。かろうじて戻ってきた武器を受け止めながら、幸村は焦りを感じていた。

（こやつ、意外とできるか。いつのまにあのような得物を体得したのじゃ……くっ！）

　大鉄扇は主に「受ける」武器。防ぼう御ぎよには最適だが、刀や弓矢と異なり、相手が大鎚ではまともに受けること自体が難しい。あっと言う間に弾はじかれるか、そのまま大鉄扇を持って行かれてしまう。

　サムライとして覚かく醒せいした幸村は負ける気こそしないものの、もっともその能力が活いかされるのは、他ほかのサムライたちを指揮するときだ。

（いかがしたものじゃ）

　幸村の脳裏に、まるで三次元レーダーのように、敵と味方がマッピングされて映し出される。敵である兼続はもとより、十兵衛、それに又兵衛や宗朗の居場所までがリアルタイムで把は握あくできる。その中に、千姫もいるのが少々不満だが。

　十兵衛は購買部の中にいた。騒ぎに気づいて向かって来ている。

（又兵衛、宗朗は……）

　又兵衛は道場に戻っている。宗朗は二年の教室だった。他の教室に千姫。

　このとき、幸村から個々のサムライ、それに宗朗に呼びかけることもできた。一瞬のテレパスだ。

「将」と通じ、離れている複数のサムライを結ぶことができる。それが軍師幸村の、いちばんのサムライ能力といえた。

（じゃが……）

　幸村の意地が勝った。

「これしきの敵……兼続など、わらわひとりでじゅうぶんじゃ！」

「なんですって。わたくしとて、昔の兼続ではございませんわ！　なめてかかると大やけどいたしますわよ！」

　兼続の大鎚が自在に舞まい、空中に弧を描く。そのたびに購買部の商品が粉々に吹ふき飛び、破は壊かいの嵐あらしが吹き荒れる。

　幸村はすんでのところでかわしながら、

「横にも振れるというのか。思ったより、難なん儀ぎじゃな」

　兼続の大鎚は、縦に振り下ろす動きのほか、横にも振り抜いてくる。縦の動きは、自分に向かってくるならば予想しやすい。が、横の動きはときに予想ができない。

「でやあああああ！」

　ぶんっ、と空気を揺ゆるがせて大鎚が横に通り過ぎる。かわした幸村に、一回転した大鎚がまた襲おそい来る。

　まるでハンマー投げの、投とう擲てきのような動き。

「な！　この……！」

　こうなると幸村は防戦いっぽう、というより避けるのでせいいっぱいになる。

　あれほどの大鎚。休まず連続的に振るい続けていては、すぐにスタミナ切れになるはず。幸村はそれを待つ戦法だったが、いっこうに兼続の攻こう撃げきは衰おとろえない。

（もしや、こやつもすでに「士」……サムライということかや。慶彦と契ちぎっておるというのか。まさか……しかし！）

　大鎚を振り回まわす兼続の表情は、どこか鬼き気き迫せまるものがある。

「たあああああああああ!!」

　ますます破壊が広がる中、兼続の大鎚から逃のがれる、あるいは大鉄扇で受け流すことももはや限界か、と思われたとき、

「ゆっきー!!」

　ギラッ、と飛んできた赤い刃やいばが大鎚の軌き道どうを逸そらした。

「十兵衛！」

「ゆっきー、だいじょうぶ!?」

　すでにギャラリーもほとんど逃げ散ってしまうか遠巻きで、あれほど混んでいた購買部はがらんとしている。

　駆け寄よってきた十兵衛に、兼続は、

「また新しい敵ですの？　十兵衛？　あなたが柳生十兵衛ですのね！　これは手間がはぶけましたわ。幸村ともども、わたくしの大鎚の露と消えていただきますわ！」

　自信たっぷりに言い放つ。

「なに、この人？　ゆっきーの知り合いなの？」

「知り合いと言えばそうかもしれん。腐れ縁というやつじゃ」

「なにをごちゃごちゃ言っていますの!?　よろしくて、行きますわよ！」

　少しも息を乱すことなく、ふたりを相手に迫ってくる。

「逃げよ、十兵衛！　いまのおぬしでは兼続に勝てぬ！」

「でも、このままじゃふたりともやられちゃうよぉ！」

　ふたりでかろうじて大鎚をかわしながら、なんとか策を探さぐる幸村。

　いまの十兵衛は変身まえだ。不意を衝ついた攻撃は、一度は兼続の大鎚を牽けん制せいできたが、それまで。まともに斬きり込んで敵うものではない。

（じゃが……あのときの……）

　不良学生三人を相手に、鮮あざやかな逆転を決めたあの技わざなら。しかし意図的に出せるものなのか。

（それとも、宗朗を呼ぶか）

　そうなると宗朗と十兵衛のキスを見なくてはならない。いまの幸村にはうれしい選せん択たくではない。

「バカな。そんなことを言っているときでは……」

「ん？　どうしたの、ゆっきー」

　十兵衛に気取られて、幸村があわてて首を振る。

「な、なんでもないわ！」

　その顔が赤く染まっていた。

「そろそろ遊びは終わりにしますわよ！　ここで『豊臣派』をふたり討うち取って、直江の家の誉ほまれといたしますわ！」

　逃げているうちに十兵衛と幸村はコーナーに追い込まれてしまった。ここで兼続が横に大鎚を振るってきたら、どちらかひとりは確実にやられる。

「ゆっきー、逃げて！　ここは十兵衛が」

「バカもの！　そんなことをさせられるわけがなかろう。宗朗に会ったとき、わらわの顔が立たぬわ！」

（やはり兼続、サムライじゃったか。ならば肌のどこかに徴しるしがあるはず……）

　外から見える肌に、それらしいものはない。はっきりとした確証はないものの、もはや疑う余地もなかった。

　とどめの大鎚を兼続が振りかぶる。

「覚悟、なさいませぇぇえええ!!」

　真正面から振り下ろされる、と見せて、背中で握りを変えたらしい大鎚は、横よこ殴なぐりに幸村を襲った。

「ゆっきー!!」

　とっさにかばおうとする十兵衛を制して、幸村が発したひと言。

「バラしてもよいのか？　兼続」

　兼続の表情が変わる。大鎚が幸村を打ちよう擲ちやくするわずか手前で、止まった。

「な、な、なんですの。いったいなんの……」

「おぬしが毎日おねしょをしていたことじゃ。いつもわらわが布ふ団とんを干すのを手伝ってやったのお」

「そ、それは、昔のことで……！」

　動どう揺ようする兼続。真っ赤になった顔を見て幸村が、

「なら本当のことと認めるのじゃな。おぬしのあわてようからして、どうやらおねしょのクセはあれからも長いこと抜けなかったようじゃのお」

「そ、そんなこと！　あ、ありませんわ！　それに、おねしょは小さい子どもならしかたのないことで……」

「おねしょ、だけならのお。……そうじゃ、山道を歩いていて、まむしが出てきたときも、びっくりして漏もらしておったかの。主筋の上うえ杉すぎのお館やかたさまにお会いするときも、緊張で漏らしておったのは誰じゃったか？　女めの童わらわどうしでくすぐりっこをして遊んでいたときも、気持ち良すぎて漏らしてしまって……」

「わー！　わー！　わあああああ！　聞こえない聞こえない、聞こえなぁぁあああい！　聞こえませんわああああ!!」

　もはや大鎚を投げ出してゴロゴロと転がる兼続。たっぷりと弱みを握られているのは確かのようだ。

「ゆっきーってすごいんだ……」

　十兵衛も唖あ然ぜんとして眺ながめている。

　しばらく壁かべの隅すみで頭をかかえていた兼続だったが、意を決したように立ち上がった。しかしまだ肩かたが震ふるえている。

「……それでも、ですわ！　学園に巣くう悪あつ鬼き羅ら刹せつの『豊臣派』を一いつ掃そうすべく、わたくしは……」

　そこまで言ったときだ。

「十兵衛！　幸村！　ここなのか!?」

　購買部での騒ぎを聞きつけた宗朗が飛び込んできた。

「お兄ちゃん！」

　十兵衛が声を上げる。幸村の顔もパッと輝かがやいた。が、

「ふたりとも、無事なんだね。よかった！」

「なんじゃいまさら、遅おそいわ！」

　宗朗の言葉に、頬ほおを赤らめてしかめ面つらを作るのは幸村らしい。

　現れた宗朗に色めき立ったのは兼続も同じだった。大鎚を持ち直し、鋭するどい眼光を向けてくる。

「お、おまえが宗朗ですのね！　自分の道場に千姫さまを監かん禁きんし、破は廉れん恥ちなことのし放題！『豊臣派』とはいえ、自分の周りに年端もいかぬ少女たちをはべらせ、ハーレム状態とは、なんたる破廉恥！　天が許しても、この直江兼続が許しませんわ！　天道は『仁』！　人道は『正義』！　天と地を結ぶはひとえに『愛』！　愛をないがしろにし、よこしまな色情三ざん昧まいにふける大色しき魔ま！　柳生宗朗！　天に代わって兼続、成敗つかまつりますわ！」

　たったいままでお漏らしネタでさんざん転げ回っていた同じ者とは思えない口上に、幸村たちが圧あつ倒とうされる、と思いきや、

「このコ。幸村の友だちかい？」

「友だちなどではない。あえていえば、手下、かの」

「なんですってー!!」

　ガン！

　背後から、兼続の脳天に大鉄扇が一いつ閃せんした。声もなく、ばたっと倒たおれる兼続。

「うわ、ゆっきー、卑ひき怯よう」

「愚おろか者もの！　卑怯ではないわ。戦術じゃ。そもそも、わらわだけで勝てたのじゃ、このような……」

「でも、危なくなくとも、呼んでほしかったけどな、ぼくは」

　宗朗が言うと、幸村がサッと顔を赤くした。

「な、なにを……わらわをよろこばせようなどと！　い、いや、よろこんでなど、おらぬが……え、ええい！」

　ぷい、と顔を背そむける中、十兵衛は、

「お兄ちゃん！　来てくれてうれしいよぉ！」

　さっそく抱だきついていく。そんな姿も幸村に、ますます口を尖らせるのだが。

「……ところで、このコ、どうしようか」

　意識を失ったままの兼続を三人で取り囲む。

「医務室にでも連れて行くがよかろう」

「そうだね」

「行こう行こう！」

　そうして医務室のベッドに運ばれた兼続が目覚めるのは、三日後のことになる……。
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「……このたびは、面めん目ぼくしだいも、ございませぬ」

　ようやく回復した兼続が再び尊たか保もりに拝はい謁えつしたのは一週間ののちのことだった。

　こんこんと眠ねむり続けたあと、ようやく目を醒さましたものの衰すい弱じやくが激しく、なんとか体力を回復して起き上がれるまで、それだけの時間がかかったということになる。

「購買部の施し設せつ被ひ害がいが約三百万円。商品の被ひ害がい、五十万円。修理と工事に要する間の休業被害が百五十万円の予想みつもり、ですね」

「も、申し訳しだいも……ご、ございませぬ」

　これ以上なく額を畳にこすりつける兼続。

　濃のう密みつな香の香かおりが部屋中に焚たきしめられている。上座の尊保の顔が煙けぶるようだ。兼続は意を決したように顔を上げた。

「……お、恐おそれながら。この数日、この兼続、不覚にも眠り続け、また養生しておりましたが、これは、その……」

　じつは兼続にも初めての経験だった。

　戦いでケガをしたわけでもなく、眠り続けるなど。先日の幸村の大鉄扇で失神させられたとはいえ、それほどのダメージとは考えられない。

　加えて、

（この大鎚を、あれほどに使えたことはありませんわ。まるで紙のように軽々と……）

　ふだんから大鎚を武器として使い慣れてはいる。が、先日の、幸村たちを相手の戦せん闘とうほど、大鎚が軽いと思ったことはない。そのため、むやみに振り回し過ぎてあれほどの被害を出してしまった。

　そして、その後の昏こん睡すいと衰弱。

　まるで大鎚を振り回す代だい償しようのように、体力をいっきに使ってしまったようだった。

「おまえは……強くなりたいのではないのですか」

　尊保は直接は答えず、問いを発する。

「は、はい。いかにも、強く、正しく、愛の精神で戦うことこそ、この兼続の望み、理想でございますわ。それと……」

「ならば、より強くなることもできるのです。このままでは真田幸村や柳生十兵衛に、おまえは敵わない」

「こ、今回は後おくれをとりましたけれど、それはあの幸村が汚きたない手を使って……どうどうと戦えばわたくしは……くっ」

　敵わない、と言われて兼続は唇くちびるを噛かんだ。

　そのさまを冷静に眺めていた尊保が口を開く。

「そのほうさえ望めば、もっと強い力も手に入る。幸村を倒し、柳生十兵衛も一いつ蹴しゆうする力が、ね。どうです。望めば手に入るのだよ？」

「は、はいぃ……」

　尊保を見上げようとする兼続の視界がぼやけ始めていた。

（お、おかしいですわ……尊保さまのお顔が、ぼんやりと……）

　気がつくと、香がさらに強く、そして変わってきている。鼻び孔こうの粘ねん膜まくから入って、脳幹まで染しみこんでいくような香り。神経のすみずみまでが灼やかれていくような。

「はぁぁ……か、身体が……熱くて……こんな気持ち……」

　かきむしるような熱さに身体が蝕むしばまれていく。しかし汗は一滴てきも出ない。身体の奥から細さい胞ぼうの一個一個が沸ふつ騰とうし、変質していくようだ。

「そうです。それでいい。強さを望むなら変わらなくてはならない。サムライに挑いどむには、身体を造つくり替えて自身を強くするのです」

　言いながら尊保は立ち上がると上座を離れ、兼続の側に降りてきていた。香の強さに眉まゆを少しひそめながら、膝をつく。見下ろすように兼続に顔を近づける。

「た、尊保さ……」

「よい。気を楽にして、受け入れるのだ。自分が強くなることを願って、な。さすればおまえは、サムライと同等の、いや、それをしのぐほどの強さを手に入れられるだろう」

「サムライと……幸村と、同じ力ば……」

「そうだ。我わが秘術を受け入れれば、な。その力授さずけてやろう。すでに一度、おまえはその力に近づいている。不完全とはいえ、ふたりものサムライを相手にあれほどの戦いができたのもそのため」

　もはや兼続は答えることもできなかった。

　もうろうとした目をしきりに瞬まばたきし、見開いているのがやっとだったが、尊保は逆にそのまぶたを手のひらで閉じてやる。

「楽にするがよい。受け入れるのだ。新しい力を」

　それから声を落として、小さくつぶやいた。

「そのためにどれほどの命を燃やし尽くすかは、おまえ次し第だいだが」

　それを合図のように、兼続の身体が前のめりに倒れた。尊保は肩を押さえてそのままうつぶせに寝ねかせる。

　尊保は兼続の襟えり首くびに手をかけると、ためらわずに制服を引ひき裂さいた。たちまち露あらわになる兼続の白い背中。

　桜色に上気した肌に、無造作に手を置く。

「ぅ……」

　兼続が小さくうめいた。

「おまえに力をやろう。さらなる力を、な……」

　人差し指だけを肌につけると、筆のように運ぶ。兼続の指が動くと、そこに一いつし瞬ゆん墨ぼつ痕こんが浮うかび上あがり、すぐに肌にとけ込むように消えていった。なんどかそうやって肌を指でなぞると、尊保は手を離した。

　兼続の背中に一瞬図形のような絵が浮かび上がって、また肌の奥へ沈しずみ込むように消えた。

「戦うがよい。……命の尽きるまで」



「邪じや法ほう……だって？」

「ええ。彼かれが使う呪法よ。彼だけしか使えない、と言ったほうがいいかもね」

　柳生道場の客間。千姫の部屋だ。千姫と半蔵、それに宗朗と十兵衛が腰こしを下ろして向かい合っていた。

　兼続と幸村、それに十兵衛との戦いを千姫は知らない。しかし宗朗や十兵衛に聞かされて思い当たることがあった。加えて、兼続がその後一週間昏睡していた、という情報も入って来ている。千姫ならではの生徒会情報ソースだ。

　そして千姫の言う彼、とは、

「松まつだ平いら尊保……たしかにぼくもほとんど接したことのない相手だけど」

　慶彦の側近中の側近。旗本生徒会を実質的に掌しよう握あくする事務方トップの能のう吏り。将来は、慶彦の将軍就任とともに老中職に就つくことは間ま違ちがいないと言われる男。

　だがその横顔はあまりにも知られていない。

　つねにトップをキープする成績や、生徒会の仕事を精力的にこなす姿、つねに慶彦の側にあって、慶彦以上にそのキャラに精通しているところなど、どこをとっても模も範はん的てき優等生なのだが。

「じゃあ、千姫さんって？　生徒会のえらい人じゃなかったの？」

　十兵衛が素そ朴ぼくな疑問を呈ていする。

「わ、悪かったわね。どうせ千は形だけの副会長よ！」

　ぷっ、と膨ふくれてみせる。半蔵があとを捕ほ捉そくした。

「慶彦さまも千姫さまも、生徒会にはなくてはならないお方ですが、実際の運営に尊保さまは欠かせません。その尊保さまでも……」

「『将』ではない、と」

　宗朗が言う。そしてここがいちばん肝かん心じんだった。

「そうじゃ。おぬし、宗朗と徳川慶彦、このふたりのほかに、どうやらいまのところ『将』はおらぬ」

　とつぜん背後からの声はもちろん、

「幸村！」

「ゆっきー！　出てきたんだね！」

　幸村だった。その後ろに又兵衛が付き従う。佐さ助すけも肩にいた。

　兼続との戦いのあとも、かたくなに離れにこもっていた幸村だった。こうして千姫と顔を合わせるのも一週間以上、なかったことだ。

「だって、うれしいんだもん！　ゆっきー、またいっしょに買い物行こうね！」

　さっそく抱きついてぐりぐりと頬ずりする十兵衛を、

「こ、こら！　くっつくでない！　は、離れんか」

　ようやく離した幸村は千姫に向き直る。

「その邪法とやら、もう少し詳くわしく聞かせてもらおう」



「……なるほど。サムライを作り、操あやつるための法、か」

　宗朗がつぶやいた。

　千姫と半蔵が語る、数少ない尊保に関する情報。中でも宗朗たちを驚かせたのが、

「ここ数年尊保さまが率そつ先せんして進めてきた、最重要でもっとも秘ひ匿とく性せいの高い計画でした。学園を守り、ひいては将来の幕府の守護となるサムライを多く育成するため、と聞いていましたが」

　半蔵が言うと、千姫がうなずく。

「彼はすでに旗本親衛隊、という慶彦の身辺警護隊を掌握しているわ。だから千も最初は、彼らを鍛きたえるということだと思っていたのね。それが、あるとき、模も範はん試合を見せるということになって」

　慶彦の前で催もよおされた試合は異様だった。

　尊保に選せん抜ばつされた剣けん士したちの技はきわだっていたが、それよりも人にん間げん業わざとは思えない体力、身体能力に驚かされることになる。

　だがもっと驚くことは試合のあとに起こった。

「試合に参加した八名の剣士、つまり生徒たちですが、そのあと倒れて昏睡状態に陥おちいり、長い者では三週間も目覚めなかったということなんです」

「三週間もぉ!?」

　十兵衛が頓とん狂きような声を上げた。半蔵がうなずく。

「わたしは、千姫さまの命で、回復した剣士たちに接せつ触しよくしました。話を聞くことができたのは三人に過ぎませんでしたが、その結果、驚くべきことが」

「尊保に秘術を施ほどこされていたのじゃな」

「はい。でもどうしてそれが」

　幸村が言い、半蔵が肯こう定ていした。幸村は、

「契きつ丹たんの秘術にそのようなものがあると聞いておる。ここ数日調べておったが、どうやらそれと基本同じものを尊保は使っておるようじゃな」

　幸村が引き続き離れに籠こもっていたのにはそんな理由があったようだ。蔵の中の書物と格かく闘とうしていたのか、又兵衛に学園の書庫からもそうとうな数の本を運ばせていたらしい。

　千姫に向かって、

「電脳網もうだけでは調べがつかぬこともあるでな」

　チクリと刺さすことも忘れない。

　しかし千姫もここは素す直なおに幸村の知識を認めざるを得ないようだ。

「へえ、おチビちゃんにしてはやるものね」

「チビはよけいじゃ！」

「まあ、いいとして」

「よくないわ！　だいたいおぬし……」

「でも、その秘術にたどり着いたのなら、その副作用というか反動のことも」

　千姫に言われて、幸村はひとまず矛ほこ先さきを収めた。続けて、

「うむ。どうやらサムライのような身体能力や体力を発揮してしまうことで、身体の中のエネルギーをいっきに消費してしまうのじゃな。サムライはそれ自体、常人におよびもつかぬ力を有しておる。いかに鍛えておるとはいえ、そんな力を一いつ般ぱん人じんが使ってしまえば」

「何日分、何週間ぶんの体力をいっぺんに失ってしまう、というわけか」

　宗朗が言う。

「体力、とひと口に言うが、それは筋肉を動かす体内のアミノ酸であったり脂し質しつ、糖質じゃ。さらには血液によって運ばれる酸素。窒ちつ素そやリンなどの元素、ようするに根こそぎ使ってしまうということじゃ。ゆえに数分間しか保たぬし、それを過ぎると」

「倒れちゃう？　兼続さんみたいに……あ。あれはゆっきーがやったんだっけ」

「いかにもじゃが、そうせなんでも兼続めはあの時点で時間切れであったろう。兼続は一週間程度の療りよ養うようで済んだらしいが、半蔵が言うには三週間目覚めなかった者もおるというではないか。三週間、はギリギリじゃ。それ以上体力を使えば……」

「まさか」

「死に至ることも、ありえるということじゃ」

　幸村の言葉に、一同は声を失う。

　死。作られたサムライはその力を使うほど死に近づくという。

「死んじゃう、の？　兼続さん」

「力を使い続ければ、じゃ」

「だ、だけどなぜ尊保はそんな力を」

　宗朗が言う。それに答えられる者はいなかった。わずかに千姫が、

「尊保は『将』でない自分をどうにかそれに匹ひつ敵てきする者にしたかったのじゃないかしら。それに、彼の秘術を使えばサムライでなくとも、女性でなくとも、サムライと同等の戦力になる。たとえ使い捨てであっても、その戦力の大きさは、そのまま尊保の得る権力の大きさに繋つながるわね」

「しかしそんなに大きな戦力、権力をなんのために欲ほつするのか。尊保さまの動機や、契丹の秘術との接点が、もうひとつわかりません」

　半蔵も首をかしげる。

　全員がまた答えの出ない思考に沈んでいく、というところ。不意にそれを破ったのは意外にも、千姫だった。

「と、いうことだから。じつは千にいい考えがあるの！」

　十兵衛もポカッと不意を衝かれたような顔。場ば違ちがいなほど明るい千姫の声に、思わず一同、

「は……？」

　漏らしていた。
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「なぜじゃ。なぜわらわがこんなところに……」

　幸ゆき村むらが呆ぼう然ぜんと天を仰あおいだ。

　青い空。わずかに白を溶とかしたようなライトブルーの空に、ところどころ薄うす雲ぐもが浮うかんでいる。それだけで温かさが伝わってくるような空。

　そして感じる、潮を含ふくんだ暖かい風。

　視線を落とすとそこに広がっているのは、白い波を浮かべた海……。

「なぜわらわが」

「ウキ！」

　佐さ助すけまでが肩かたの上でやや力なく鳴いた。と、そこへ、

「やっほー！　ゆっきー、行くよおおお！」

　脱だつ力りよくしていた幸村の手を握にぎると、十じゆ兵うべ衛えが走り出す。

「ま、待て！　待てというに、わらわはまだ……！　ぁぁあ！」

　砂の上をもつれるように走っていくふたり。小こ柄がらな幸村が十兵衛に引っ張られて、いまにも転びそうになるところ、けんめいに脚あしを運ぶ。

　十兵衛の赤い髪かみと、幸村の黒くろ髪かみがたなびく。

　白い砂すな浜はまの向こうにはもちろん、水平線までの青い海が広がっていた。

　ここは徳とく川がわ家が所有する南みな房みぼ総うそうの所領。つまりはプライベートビーチなのだ。

　そもそも海へ行こうと言い出だしたのは千せん姫ひめだった。その言い分とは。

『その兼かね続つぐっていうコに力を使わせなければいいのよね？　なら、この道場を襲おそってきても、千たちがみんないなければいいでしょ？　ちょうど夏休みなんだし、ね！』

　おそるべき論理の飛ひ躍やく。しかしいちおう目的には適かなっている。

「なあに、泳げるの？　あのおチビちゃん」

　パラソルの下、デッキチェアーに寝ねそべって顔をわずかに上げる千姫。

　黒のマイクロビキニが身体に申し訳程度に張り付いているだけで、その白い肌はだのほとんどがまぶしく露出していた。

「さあ、どうでしょう」

　傍かたわらに座すわるのは半はん蔵ぞうだ。こちらはレインボーカラーのビキニ。意外と着やせする半蔵のバストをこぼれそうにのぞかせている。ボトムはパレオを巻いているが、むっちり系のヒップのシルエットは隠かくせなかった。

　そして、髪と同じ赤のビキニが似合っている十兵衛。

　幸村はというと、

「ちょ！　止まらぬか、まだ準備運動が……うああ！」

　いつもの白いスクール水着のまま。

　バシャバシャッ！　もう波なみ打うち際ぎわまで来ていた。脚にまとわりついて、撥はね返かえる水。顔までも飛んでくる。脚の裏が水底の砂に沈しずんで滑すべる。

「きゃああっ！」

　ふたりの声がユニゾンになって響ひびく。と同時に、手を繋つないだまま波の中へ倒たおれ込んだ。頭から海へ突っ込んだあげく、

「あーん！」

「うぅぅ」

「ウキー！」

　ようやく顔を起こすふたり、と一匹ぴき。

「ぺ、っぺ！　なにをするのじゃ、水を飲んだではないか！」

　幸村が顔をしかめる。十兵衛は笑って、

「ごめん、ゆっきー！　でも、ほら！」

　バシャッ！　さらに水をかけるから、

「なにをするのじゃ、この！」

　幸村もかけ返す。すぐに髪までふたりはぐっしょり濡ぬれてしまった。

「あはは！　ゆっきー、ずぶ濡れだよ！」

「おぬしこそじゃ！　愚おろか者もの」

　もはや笑うしかない。

「おおーい！　お昼ごはんだぞぉ」

　砂浜から宗むね朗あきらの声がした。又また兵べ衛えとともに、大きなランチバスケットを持っている。こんなところまで来てもおさんどんは基本、宗朗の役目らしい。

「お兄ちゃんだ！　ゆっきー、行こ！」

　水掛かけは不意に終わり、またも幸村の手を握って走り出す十兵衛。

「こ、こら！　泳ぐのではなかったのか。引っ張るなというのに……あああ！」

　水を蹴け立たてて再び浜はま辺べへ戻もどると、ぺたん、と砂の上に座る十兵衛。いきおい幸村もそうなる。

「もう泳いできたのか、十兵衛、幸村も……」

　そう言う宗朗は、ボクサータイプのパンツという平均的な男子の水着姿だ。

　十兵衛と幸村。頭からすっかり濡れたふたりの、毛先に雫しずくの玉ができて、ぽつぽつと落ちていた。濡れた肌や水着に砂が張り付く。したたり落ちた水が砂に染しみこんで、跡あとをつける。

「どうしたの、お兄ちゃん？」

　そう言う十兵衛の胸の谷間、水着からはみ出た素す肌はだに、ツーッと雫がひと筋、球体の表面を伝って谷間の奥おくへと消えていった。思わず目で追っていた宗朗が、急に顔を赤らめる。とたんに、

「なにを考えておる！　このヘンタイが！」

　どん！　と蹴けられた。

「なにするんだ。ぼ、ぼくはべつに……！」

　あわてて弁解するが、ますます赤面してしまうところ、宗朗にどうやら分はない。

　それにしても、濡れて肌に密着した水着というのは、かなり、

（エッチな、感じが……いけないいけない！）

　つい思ってしまう。

　身体を動かしたせいで食い込んだサイドのヒモもなんだかなまめかしい。

「おぬしの妹じゃぞ。変な気を起こすでない。二学期から学園に通うことになれば、正式に妹じゃ。わきまえい」

　幸村が言うなか、十兵衛が、

「お兄ちゃんの水着、かわいい！　もっと、褌ふんどしだけとかかと思ってた」

　早くも別の話題。それも水着のことだ。

「いや、いまどき褌はないと、思う……あ、そういう意味じゃないんだけど」

　と言ってから気づいて、又兵衛を振ふり返る。

　又兵衛はというと、ボトムはいつもの下帯、つまりは褌。制服の上着がない分、胸は申し訳程度のさらしで締しめ付つけていた。

「水着……じゃない、よね」

　十兵衛も思わず苦くし笑ようする。が、これに関して本人は、

「水に入るだけならこれでいい。すぐに洗えて乾かわきも早い」

　洗せん濯たく好きの又兵衛ならではの視点かもしれない。

「なあに。どこを見ているの宗朗。千をちゃんと見なさい」

　いつのまにか近づいていた千姫が自信たっぷりに胸を反そらす。まだ濡れていない肌をつつむ黒ビキニ。これもなかなか。

「御お姫ひいさま、そのような……」

　そして、プロポーションという点では満点の千姫と十兵衛に対して、微びみ妙ような隙すきがまた別の魅みり力よくとなっている半蔵。水着でもメガネ、もポイントが高い。

　そんななか、

「ゆっきーは、いつも同じだね」

　十兵衛が言った。幸村の白スク水は変わらないように見える。が、

「おぬしには同じに見えるじゃろうが、種類が違ちがうし、ちゃんと使い分けておる」

　幸村は濡れた髪をかき上げながら言う。広い額が太陽光を反射して輝かがやいた。

「え、違うのか」

　十兵衛はもとより宗朗までも意外な顔になる。

「そうじゃ。ふだんの服装のままで海へ入るわけがなかろう。デザインは同じでも、ふだん使いの服と水着では素材からして違うのじゃ」

「……そもそもなんで同じデザインなんだ。そっちはいいのか」

　少々あきれ顔の宗朗。

「動きやすい、シンプルなのがいちばんじゃからな」

　しかしそのあたりの意味あいに気づかないのか、スルーなのか、胸を張る幸村。

「ふだん着と水着だと、どう違うのよ」

　千姫までも加わってくる。幸村は、

「水着は泳ぐためのもの。水を弾はじくし、透すけたりしないようになっておるからな。だからこんなふうに水みず浸びたしでも……透けな……ぃ」

　自分の胸むなもとに目を落とした幸村の声が、きゅうに小さくなった。わずかに震ふるえ出す。気づいた十兵衛が覗のぞき込んで、

「！　ゆっきー、透けてるよ！」

　声を上げたときには、もう周りの全員が気づいていた。

　真っ白い水着がほんのりとピンク色に染まっていた。

　濡れて張り付いたせいで、内側の肌が透けて見えているのだ。なだらかな稜りよ線うせんを描えがいた胸の頂きに、ひときわ緋ひ色いろを強くした小さな蕾つぼみをツンと尖とがらせている。

「幸村、それ……」

　宗朗が言おうとした刹せつ那な、

「きゃ、きゃああああああああっ!!」

　プライベートビーチを駆かけ抜ぬける悲鳴。側にいた誰だれもが鼓こ膜まくにダメージを負うほどの大だい音おん声じよう。しかもそれだけに止まらず、

「ま、待て幸む……げふ！」

　思わず手を差さし伸のべようとした宗朗のテンプルに、

「い、イヤぁぁぁああああ!!」

　幸村の右フックがカウンターで決まっていた。脳内に飛び散る無数の星とともにふっとぶ宗朗。

「ゆ、ゆっきー！」

「幸村さま」

　その直後十兵衛と又兵衛に取とり押おさえられて、ようやく平静を取り戻したものの、

「お、お、愚か者ぉ！　わ、わらわは、わらわは……！」

　プルプルと震えると、真っ赤に染まって駆け出していく。

　宿舎としている徳川家の別べつ荘そうに引っ込んでしまった。

　ふだん用の服と水着を同じデザイン、色にしてはいけないという教訓のような、事件だった……。
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「なんですの！　こんなことで、わたくし直なお江え兼続をまいたつもりとでも？　甘あまく見みてもらっては困りますわ！　笑しよ止うし！　笑止ですわ！」

　そう言ってアゴの下を手の甲こうで触ふれるのは得意のポーズなのか。ビーチの千姫たちをじっと見つめる兼続。

　その姿は、黒の超ちようミニワンピース。フレアになったスカート部分の下は、バニラクリームのように白くやわらかいパニエがふんだんにはみ出している。

　たっぷり開いた襟えりぐり、ふくらんだ肩と半はん袖そでの袖にも白のレース。髪をまとめる白レースのヘッドドレス。足元は白のニーソックスと黒エナメルのローヒールパンプス。

　といえば、どこから見てもメイドドレス。

「こ、このスカート、短すぎませんこと？　これでは下着が……そう、そうですのね！　こんな破は廉れん恥ちなかっこうを女子に強要して劣れつ情じようをたくましくさせ、ひいては貞てい操そうまであやうくせんとの、獣じゆう性せい剥むき出しのたくらみですのね！　柳やぎ生ゆう宗朗、おのれ！　許すまじですわ！」

　しかしそれは千姫お付きの、服はつ部とり忍にん軍の女子生徒たちのコスチュームだった。



    

  
    
      　千姫の身の回りの世話をするために、別荘全体を切り盛りしている。そんなメイド忍にん者じやたち十数名に混じっているのが、いまの兼続なのだ。

「ふふふ、潜せん入にゆうは完かん璧ぺきですわ。わたくしから逃のがれて、こんなところでハーレムざんまいに遊あそび呆ほうけようなど！　断じて許されませんわ！」

　なぜ兼続が別荘付きのメイドになれたのか。

　半蔵配下のメイド忍軍は風紀委員会も兼かねている。こうして柳生道場の全員がリゾートに繰くり出すことで、結果、もぬけの空になった道場を守っているのだ。

　しかしそれでは手が足りないため、別荘での人手確保のため臨時募ぼし集ゆうがなされた。兼続は生徒会からの推すい薦せん状じようを提出し、身元確かということで採用され、まんまと別荘へ潜入を果たしたのである。

「それにしてもあの幸村が柳生道場にいたとは驚おどろきましたけれど、邪じや悪あくな豊臣派を一いつ掃そうできるとあれば重ちよう畳じよう。これを機に、昔せき年ねんの恨うらみ、晴らしてやりますですわ！」

　どう見ても個人的な恨みを仕事に持ち込んでいる兼続だった。

　そんなふうに兼続がビーチを眺ながめながら拳こぶしを握りしめていると、

「そこの人！　お部屋のベッドメイク、手伝ってくださーい！」

　部屋の中から声を掛けられた。

「あ、は、はい！　ただいま！　ですわ！」

　パタパタと走っていく兼続。それから全員の個室の掃そう除じ、ベッドメイク、銀食器を磨みがいたり、窓を拭ふいたり、食事の下ごしらえまで。

　メイドの仕事はみっちりと詰つまっているのだった。

「こ、これでは忙いそがしすぎて、ヤツらを成敗するヒマが、ありませんわあああ!!」

　誤算だった。



「はぁ、はぁ、はぁ……よ、ようやく終わりましたわ。と思ったら、もう夜中ですわ！　こ、こんな……！」

　けっきょく兼続は丸一日はたらき詰め。フリーになったのは夜九時を過ぎたころだった。

　宗朗たちを襲うためなら、仕事はてきとうに手を抜くか、姿をくらましてもいいところ、律りち儀ぎにはたらいてしまうなど、兼続のみょうにマジメな性格が出てしまっていた。

　しかも兼続はひとまず解放されたが、もともと千姫付きの女子生徒などは、深夜などいかなるときでも対応できるよう控ひかえていなければならないというのだから、

「人をなんだと思っておりますの！　これだからセレブは！　まったく……！」

　プリプリ怒いかりながら、とりあえず腰こしを下ろす。

　自室としてあてがわれた布ふ団とん部屋。部屋の中は天てんじ井よう近くまでぎっしりと布団が積み上げられていて、広い部屋なのにスペースは自分のための布団一枚分しかない。いつ他ほかの布団が崩くずれてくるかと、それも恐きよ怖うふだ。

　しかし偶ぐう然ぜんこの部屋に当たったのもラッキーかもしれない。他のメイドたちはみんな相部屋なのだから。

「ふぁ……疲つかれましたわ。朝からはたらきづめで……ふぅ」

　こてん、と横になる。そのままあっと言う間に睡すい魔まに引き込まれていった。すぅ、すぅ、と寝ね息いきが漏もれる。

「……!!」

　ガバッ！　と飛び起きた。目をごしごしこする。

「な、な、なにをしておりますの！　こんな、着き替がえも洗顔もハミガキもせず眠ねむるなんて……じゃ、ありませんわ！　せっかくの空き時間、ヤツらの情報を収集しなくては。罠わなを張る、仕し掛かけることもできませんわ！」

　すっくと立ち上がった。

　積んであった布団の中に隠してあった大おお鎚づちを取り出す。取り出す……取り出そうとして……、

「ぅーん!!　ああ、きゃあああっ!!」

　布団の間に挟はさみ込んであった大鎚を無理に引っ張る。と、ダルマ落としに失敗したように、上の布団が崩れ落おちてきた。あっと言う間に布団の下に埋うまる兼続。

「も、もう、もう、イヤぁあああ！　ですわあああ！」



「ひとまずは、千姫さまをお救いしなくてはなりませんわ。それにしても、なぜ千姫さまともあろうおかたが、宗朗などの毒どく牙がに……まったく解せませんわ」

　ブツブツ文句を言いながら、兼続が別荘の廊ろう下かを歩いていく。

　けっきょく、布団の中に埋まい没ぼつしてしまった大鎚はあきらめた。それに、ここで大鎚を持って歩き回るのは目立ちすぎる。いまは別荘付きのメイドに完璧に変装しているのだから。

（そうですわね。いまは変装を優先して隠おん密みつに行動したほうが得策ですわ。まずは情報集め。勝機をつかんだら一いつ気き呵か成せいに、ですわ！）

　千姫の居室は、別荘でももっとも広い離はなれがあてがわれている。部屋の前には風紀委員会のくノ一少女がふたり。いまはメイド姿だが、いずれ劣おとらぬ服部忍軍の精せい鋭えいだ。

　そのうえこのふたりを突とつ破ぱしても、続き部屋にはまだ別のくノ一、それに彼かの女じよたちをたばねる半蔵が控えているはず。

（これは……少々面めん倒どうですわね。千姫さま、強ごう引いんにさらってでも、と思いましたが……）

　得物の大鎚を使えないいま、無用の戦いは避さけたほうが得策だ。

　兼続はいったん千姫の居室を通り過ぎて、

「ならば、宗朗の内ない偵ていを……」

　そう思い、きびすを返した、そのとき。

「あー、メイドさんだ！」

　とつぜん背後からぶつかるように抱だき留とめられた。のめりそうになるところ、ギュッとつかまれる。それも腕うでではなく、

「きゃ！　きゃああああ!?」

　胸だったから、思わず兼続は悲鳴を上げた。振り返る。

「あ、ごめんなさい！　あんまりかわいいから、つい」

　そこにいたのは、十兵衛だった。すでに入浴を済ませたのか、浴衣ゆかたに身を包つつんでいる。

「あ、あなたねえ！　いきなり抱きついてきて、胸までさわって、どういう……ぇ、え？　かわいい、って……言いました、の？」

（わ、わたくしが、かわいい、ですって……）

　食ってかかる、というところ、不意に兼続の頬ほおが赤らむ。緩ゆるんでしまう。

「うん。とってもかわいいと思って。そのメイド服……って言うんでしょう？　十兵衛も着たいなあー」

「メイド、服……服でしたの？　ま、そうでしょうね、どうせわたくしは……」

　憮ぶ然ぜんとする兼続に、

「でもメイドさんもすごーくかわいいの。ほんとだよ？」

　十兵衛はニコッと笑って、小首をかしげた。

「わたくしも……かわいいですって」

　カッ、と赤くなる。ドキドキと心臓が脈打ってくる。汗あせまでかいてくる兼続。

（なんて素す直なおないいコですの。宗朗と豊臣派の中にあって、この娘むすめ、柳生十兵衛、意外とかわいいところが……い、いけませんわ！）

「ん！　んん……それはいいとして……」

　気持ちを押し込めるようにして、兼続が十兵衛に向き直る。悟さとられないように自分の背中に手を回すが、

（な、ない！　……そうでしたわ。大鎚は布団部屋に置いてきてしまったのでしたわ！）

　改めて丸まる腰ごしの自分に気づいて焦あせる兼続。

　情報収集に徹てつするつもりだったのが、こうして十兵衛を目の前にするとつい身体が動いてしまう。

（……よく見れば向こうも丸腰ですわ。これならなんとか）

　胸をなで下ろす。ところが十兵衛が、

「あれぇ……どっかで、十兵衛、会ったことある？　メイドさん？」

　まじまじと顔を近づけてくる。

　もちろん兼続と十兵衛は、学園の購こう買ばい部ぶで戦っている。顔をおぼえられていても当然だ。

「い、いえ！　なにかの間ま違ちがい、かと……思います、わ！　わたくしは、ただの別荘付きのメイドで……」

　必死に言い訳する兼続。イヤな汗までドッと出てきた。

「ふぅーん。そうか、そうだよね。ところで……メイドさんは卓たつ球きゆう、したことある？」

「は？　卓球、ですの。それはまあ、やったことくらいは、ありますけれど」

「ほんとう!?　ねえ、やろうよ！　卓球！」

　こんどこそ腕をグッとつかまれた。そのままぐいぐい引っ張られる。

「え、ちょ……！　っと、待って……なぜわたくしが卓球を……！」

「だって、温泉に来たら卓球だって。遊技場に卓球台があるんだけど、誰もやらないの。だから十兵衛、卓球する人、探してたんだ。ね！　いいでしょ、やろうよ！」

「い、いえ、ですから……卓球は、わたくし……！」

　ずるずると地下の遊技場に引きずられていく兼続。

　それからみっちり一時間以上を卓球に費やすこととなる。

「それ、行くよぉ！　メイドさん！」

「きゃ、そんなサーブ……！　わかりましたわ、もう本気出しますわ！」

　もともと運動神経の塊かたまりのような十兵衛はあっと言う間に卓球をおぼえ、自己流でどんどん押してくる。対抗する兼続も技とパワーで返していくうちに、どんどん……どんどん……。

「つ、疲れました……わ」

　終わったあと、抜け殻がらのように遊技場に残される兼続。

「じゃあねえ、メイドさん！　すごく楽しかったの。また遊ぼうね!!」

　ちっとも疲ひ労ろうの痕こん跡せきもなく笑え顔がおで手を振る十兵衛に、弱々しく手を振り返す。

「なんなんですの、いったい……」



３



　ふらつく足でようやく遊技場を出た兼続が廊下を歩いていると、前から来る人ひと影かげがある。

　あわてて物もの陰かげに隠れてやりすごしたが、

（あれは……後ご藤とう又兵衛ですわね……！　ここで会ったのも僥ぎよ倖うこうですわ！）

　さっそく情報収集。後をつけることにした。

　又兵衛は海岸にいたときの褌に、胸はサラシという姿。それに短い薄うす物ものを羽織っている。手にしているのはいつもの大おお鑓やり。それに、大きめの布袋をひとつ持っていた。

「あの袋になにが入っているんですの……もしや、重要な書類でも……他の豊臣派への密書ではございませんの？」

　注意深く兼続は又兵衛を追いかける。

　だがさほど行かないうちに、又兵衛は別荘の裏側、つまり兼続たちメイドがはたらくお勝かつ手てのほうへずんずん入っていく。

「こんなところに、なんで……」

　不ふ審しんに思いながら兼続がついていくと、たどり着いたのは被ひ服ふく所だった。洗せん濯たく機きや乾かん燥そう機き、それにアイロン台などが置かれているスペースだ。

　夜の被服所。誰もいないのを確かめるように又兵衛が周りをあらためた。急いで隠れる兼続。やがて兼続がそっと顔を出すと、

（なんですの……？）

　又兵衛は傍らに鑓を置くと、洗濯機のふたを開けて、衣類を中に入れ始めた。大きな袋の中身は汚よごれ物ものの衣類だったのである。

　だがふつう、分別するのを除けば衣類は洗濯機の中にどさどさと放ほうり込み、あとはスイッチを入れるだけ、だ。いま又兵衛が前にしている全自動洗濯機ならばなおさらのこと。

　が、又兵衛は一枚一枚衣類を目の前にかかげては、壊こわれ物を扱あつかうように洗せん濯たく槽そうの中に入れていく。かといっていまここで分類しているというのでもない。

「……なにをやっているんですの……？」

　兼続が不思議に思って見つめていると、洗せん濯たく物ものを扱う又兵衛の顔が、どこか恍こう惚こつとしているのに気づいた。ポーッと頬が赤らみ、とろん、と目を潤うるませている。

　わざわざ一枚一枚、目の前にかざすとき、さらにその頬が赤くなる。よく見ると、

「スン……スン……」

　軽く鼻を鳴らして息を吸い込んでいるようだ。

（匂においを、かいでいるんですの……？）

　決して洗濯物自体を顔に押しつけたりするのではないが、やはりその行こう為いは匂いをかいでいるとしかおもえない。

　やがて袋の中から、白いボディースーツ状のものがつかみだされると、又兵衛の顔がパァっと明るくなった。

　うっとりと目を閉じ、鼻をひくひくと動かす。しあわせそうな表情に、頬がバラ色に輝いていく。

（あ、あれは幸村の……ですの？）

　どうやら幸村の白スクール水着……もといボディースーツのようだ。名な残ごり惜おしそうに又兵衛が洗濯槽の中へ落とす。

　と、こんど袋の中から拾い上げたのは、どうやら十兵衛のものらしいビーチウェアだった。これに対する反応も、さっきと似たものだった。又兵衛は何度か鼻を鳴らすと、上機嫌で洗濯槽へ落としていく。

（洗せん濯たくを、楽しんでいる……というよりなにか……）

　至福の時、というようだ。

　繊せん細さいな下着はネットに入れるのも忘れていない。

　又兵衛はふだん、柳生道場で洗濯を一手に引き受けている。他の家事も担当しているが、洗濯だけは譲ゆずろうとしない。

　メイドたちが基本、身の回りの世話をするこの別荘でも、又兵衛は自分と幸村、それに十兵衛の衣類だけは、渡わたそうとしなかった。それでこんなふうに、夜になってひとり洗濯機を回しているのだ。

　どうやらすべての衣類を洗濯槽の中に入れてしまった又兵衛は、洗せん濯たく袋ふくろを脇わきに置くと、

（ぇ……ええ───!?）

　あとは洗濯機のフタを閉めて洗濯コースのスイッチを押すだけ、と思われたのが、違った。

　又兵衛は自ら上に羽織った薄物を脱ぬぐと、それも洗濯機に投げ込む。自分のものはとくに匂いに興味がないようだ。

　それだけか、と思ったら、こんどは胸に巻いたサラシも解いていく。

　スルスルと布きぬ擦ずれの音を立てて解かれていくサラシ。あっと言う間にすべてが解け落ち、又兵衛の裸はだかの胸が露あらわになる。

　たっぷりとしたふたつのバストは、おそらく十兵衛や千姫にも勝まさるものだろう。鍛きたえられた胸筋とともに、きれいな半球形を描いた実が、ツンと先せん端たんを反り返らせている。

（あ、あんな……大きな……ですの？）

　思わず見つめてしまう兼続。手を口に当て、頬を赤らめながら目が離せない。

　又兵衛は胸のサラシも洗濯槽に入れてしまった。これで終わり、と思ったら、さらに驚くことが。

「……」

　無言のまま、こんどは腰の褌にも手を掛ける。これもまた、スルスルと解いてしまった。褌はやはり洗濯槽の中へ。

　これですっかり又兵衛は洗濯機の前で一糸まとわぬ姿になってしまった。しかしちっとも恥はじるふうもなく、まるでそれがあたりまえのように堂々と立っている。すらりと伸びた背すじが美しい。

　が、それを見ている兼続のほうはたまらない。

（な、なぜ？　どうして、ですの？　なぜ洗濯しながら裸に……？？？　なぜ着ているものをすべて脱いで洗濯しなくてはいけませんの？？？　わからない、わからない……わかりませんわぁ!!!）

　もともと又兵衛はある種の潔けつ癖ぺき性しようで洗濯好き。とくに洗濯槽が渦うずを立てて回転し、洗濯物が泡あわといっしょに波間に浮かんでは消える……といった光景を見るのが、

「大好き……」

　なのだった。

　といってもふだんからその場で、着ている服まで脱いで洗濯しているわけではない。

　じつはこれは、

「……一度やってみたかった」

　又兵衛の夢なのだった。

　汚れた衣類を洗うのが洗濯なのだが。洗濯しているときに着ている衣服は、一度着られているという点ですでに汚れ物だ。

　洗濯は汚れ物をすべてきれいにする行為。なのに洗濯をしている自分が汚れ物をまだ着ているのが許せない。

　といっても柳生道場では宗朗もいるし、又兵衛はそこまでは自重していた。

　が、ここ別荘では洗濯のための被服室がこうしてちゃんとある。洗ったばかりの下着を乾燥機で乾かせばすぐに着ることができる。

　洗いたての衣服を身につけるときが、これもまた又兵衛の幸せのひとつだったから、この機会を逃す手はなかった。

　そんなわけで、これが常態ではないというものの、全ぜん裸らで洗濯する又兵衛を見つめる兼続は大きなショックを受けていた。

（なんですの、後藤又兵衛、いったいどんな……）

　あまりのことに隠れていることを忘れて、つい傍らに積み上げられた箱に手をついてしまった。

　ガタッ……。箱のひとつが動いて音を立てる。

「……ぁ！」

「誰だ」

　又兵衛がすかさず鑓を手にすると、迫せまってくる。

　殺気を感じた兼続が無意識に身を縮めると、たったいま兼続の頭があった空間を、鑓の穂ほがすさまじい勢いでかすめた。

「ぁ……う……！」

　しかしそこは兼続も武芸者。すぐさまショックから立ち直ると、又兵衛が鑓を戻す瞬しゆん間かんを逃さず物陰から飛び出した。

「待て！」

　すかさず又兵衛が追ってくる。その姿、全裸に鑓を手にしただけ。もっとも、衣類はすべて洗濯機の中なのだから無理もない。

「ど、どういうことですのぉ……！　ひっ！　き、来ますわぁ！」

　兼続は対たい抗こうしようにも得物の大鎚がない。ここは逃にげるほかなかった。

　又兵衛は自らの姿などまったくかまわず、全力で兼続を追ってくる。長いポニーテールの髪が左右に振り乱れた。

「……ふっ！」

　ビュッ、空気を切って又兵衛の鑓が足元をないだ。わずかに先読みしてジャンプし、逃れる兼続。しかしもう後がない。

　小柄な兼続よりも確実にストライドのある又兵衛が差を詰めてくる。もはや鑓の穂ほ先さきの射程内。

（こ、こうなったら……やむをえませんわ！）

　兼続は廊下の端はしが外のベランダに通じているのを確かめると、わざと走る速度を落とした。

　当然、又兵衛の鑓が飛んでくる。

「ぅぅ……！　くっ……きゃああ！」

　足元。胴どう。そして首。突つきと払はらいをなんとかしのぐと、こんどはやにわに加速した。

「なに？」

　これには又兵衛が意表を衝つかれた。

　別荘の裏は沢さわになって急激に落ち込んでいる。つまり崖がけのようなもの。ベランダは二階とはいえ沢の下までそうとうな高低差だ。

　だから兼続が走りをゆるめたとき、又兵衛は兼続がベランダで止まると予想した。止まって、向き直り、反はん撃げきしてくるのではと。

　そのために又兵衛自身もベランダの前で止まろうとしていた。その態勢に身体が入っていた。

　が、そう思わせて兼続はダッシュした。もはやベランダの前では止まれない勢いだ。そしてそのまま、

「きゃぁあああ！」

　ベランダの手て摺すりを蹴って空中へ飛び出す。

「……！」

　又兵衛が手摺りから身を乗り出して見たときには、もはや兼続の姿は闇やみの中に消えていた。

　ひゅう……ベランダから風が吹ふき抜ける。又兵衛は不意に、自身が一糸まとわぬ姿であることに気づいた。兼続を追うことに夢中で、気づかなかったのだ。

「はぁ、ぁ……！」

　たちまち羞しゆ恥うちがこみ上げてきて、しゃがみ込んでしまう又兵衛。

　黒々とした森を前に、いちばん長身の裸ら身しんがやけに小さく、見えた。
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「は、はぁ、はぁ、はぁ……ひ、ひどい目に、あいましたわ……！」

　又兵衛に追いかけられ、ベランダからダイブした約三十分後。

　兼続はドロや草、おまけにたかってくる虫などにまみれながらけんめいに沢を登って、なんとかスタート地点である別荘の裏庭にまでたどり着いた。

　勢いよくベランダを飛び出したものの、そこから先はノープラン。自じ慢まんの大鎚もなく、又兵衛の鑓先から逃れるのでせいいっぱいだった。

　かろうじて木々をクッションに着地に成功。一いつ般ぱん人じんなら大ケガを負っていたところ、かすり傷程度ですんでいるのはさすがである。

「鑓の又兵衛、さすがというべきですわね。しかし次はこの兼続、必ず雪せつ辱じよくしてご覧にいれます……わ」

　兼続の言葉が途と切ぎれた。視線が釘くぎ付づけになる。

　そこは、別荘の中でも離れに面した庭。つまり千姫の居室の庭だった。どうやら沢を登って来たときに方向を誤ったらしい。

　とはいえ、別荘の中からはうかがい知れなかった千姫の居室にこうして近づけるのは不幸中の幸い、なのだが、

「……ふぅ、いいお湯ね」

「はい、御姫さま」

　声が聞こえてくる。

　そこは庭園に面した湯ゆ殿どのだった。

　離れの一部で、三メートル四方ほどの総そうひ檜のき造りの浴よく槽そうがはめ込まれた、広い濡れ縁えんのような構造。

　屋根はかけられているがかなり高い。そんなところからも入浴する者には、前の庭と向こうの沢の木々と、それに高い空を、露ろ天てん風ふ呂ろ感覚でたっぷりと味わうことができる。

　もちろん入浴しているのは千姫だった。それに半蔵。

　千姫は枡ます形がたの浴槽に全身を沈め、すっかり脚を伸ばしている。半蔵はその傍らの縁に正座して控えていた。

　半蔵の左手にはいつでも抜けるように大刀が。それに得意の得物の大手裏剣が近くに置かれている。しかし浴槽の千姫はもちろん、半蔵も全裸だった。

（こ、こ、こ、これは……！）

　兼続は庭の灌かん木ぼくに身を隠しながら、湯殿をうかがった。立ち上る湯気が風に運ばれて、暖かい湿しつ気けが兼続のほうまで届いてくるようだ。

　千姫と半蔵のほかに、お付きのくノ一は見あたらない。

　これはチャンスといえばチャンスと言える。

（千姫さまをご説得し、柳生のもとから生徒会の本丸へとお戻しするのがわたくしのもうひとつの役目ですわ。となればここは……）

　兼続が腰を浮かしかけたときだった。

「とっても気持ちいいわよ。半蔵、おまえもお入りなさい」

　千姫が、半蔵に言ったのだ。半蔵は、

「ですが……」

　顔を赤くして迷っている。しまいには千姫が、

「なによ、千の言いつけが聞けないの？　入りなさい、半蔵」

　そこまで言われて半蔵は、小さくうなずいて立ち上がった。大刀を濡れないよう桶おけの上に置く。

「し、失礼、いたします」

　ちゃぽ……。心地ここちよい音がして半蔵が湯に身を沈めていく。という刹那、

「ほーら。さっさと千の言うことを聞かない罰ばつよ！」

　湯の中で千姫が半蔵の脚を払った。これが見事に決まって、半蔵の身体は湯の中に落下する。

「きゃあっ！」

　盛大に上がる飛沫しぶき。大きく暴れた湯面から、ようやく半蔵が顔を上げる。もう髪まですっかりずぶ濡れだった。メガネまでが外れかかっている。

「フフフ、引っかかったわね！」

「ひ、ひどいです、御姫さま」

　顔の湯を拭いながら半蔵が言うと、

「油断しているからよ。忍しのびたるもの、いついかなるときも、その心得を忘れちゃダメなんだから、ね」

「は、はい。申し訳ございません」

　本来、千姫から仕掛けてくるなどは反則中の反則だろう。しかし素直に謝あやまる半蔵に、

「ふふ、また油断してるわよ！」

　ざぶっ！　こんどは千姫が身体ごとぶつかっていく。アップにした長い髪が解けて、湯に沈むのもかまわない。

「御お姫ひいさ……ああっ！」

　またももつれるように湯の中に沈む半蔵。ふたつの裸身がからまりあって、ようやく再び湯の上に顔を出した。

「けほ！　けほ……お、お戯たわむれが、過ぎます……！」

　咳せき込む半蔵に、千姫が笑う。

「いいの。半蔵はなあに？　千のおもちゃなんだから。違うの？」

「わたしは……は、はい」

　顔を赤くして小さくうなずく半蔵。

「ほら！　そういうところよ。すぐなんでも受け入れちゃう。違うでしょう？　半蔵は千の護衛、じゃなくて？」

「あ、はい。申し訳、ございません」

　あわてて頭を下げる半蔵。

　こんなふうに千姫の前ではまるで従順な半蔵だが、風紀委員会のくノ一を率いて、一時は豊臣狩がりの先せん鋒ぽうとして畏おそれられていたのだから、わからない。

「フフフ、ほーら、また隙ありー！　よ」

　千姫はまた、ふざけて半蔵をギュッ、と抱きしめた。

「あぁ、御姫さま……」

　湯気の中でもわかるほど赤くなった半蔵の唇くちびるが、恍惚につぶやくのまでは兼続には聞こえなかったが。

（な、な……なんですの、あれ、あれは、あれ……！）

　もはや混乱し、取り乱している。

　灌木の向こうから凝ぎよ視うししながら、兼続自身真っ赤になっていた。見ているだけで、身体がムズムズ、奥のほうがかきむしられるような、キュンキュンするような光景。

（お、女どうし、ですのに……女どうし、だからですの？　あれは、あ、ありえませんわ！　あんな、女どうしで、淫みだらな……！　い、いけませんわ！　男女の仲はフォークダンスで手を握るところまで！　ですが、女子どうしだとどこまでですの？　と、とはいえあんな……肌を合わせて……千姫さまとあろうお方が……う、うううう!!）

　もはや別の衝しよ動うどうで飛び出していきそうになるのを必死にこらえるうち、湯殿のほうではまた別の動きが。

「洗ってちょうだい、半蔵」

　千姫が浴槽から上がると、半蔵に命じた。

「は、はい。ただいま」

　半蔵もあわてて湯を出ると、広い縁に上がる。大きめの手ぬぐいを敷しいた。

（な、なんですの。こんどはなにを……）

　兼続が見守るなか、千姫が手ぬぐいの上に、うつ伏ぶせに寝そべった。グラマーな千姫のバストが手ぬぐいに押しつけられ、ムニュ、と形を歪ゆがませてはみ出している。

　その側で半蔵は桶に湯をとると、海綿を浸ひたして液体石けんを泡あわ立だてる。

「失礼、いたします……」

　泡まみれの海綿で、きわめて慎しん重ちように、きわめてやさしく、気き遣づかいながら、千姫の身体を宝石を磨くように洗っていく半蔵。

　背中から腕、脇、それに下半身へと。

　こぼれた石けんの泡がシャボンのように球を作って浮かび上がった。

「そうそう。上手よ、半蔵」

「あ、ありがとう、ございます」

「前もね。おねがい」

　そう言うと千姫は、泡のすべりで身体を反転させて仰あお向むけになる。半蔵は、こんどは向かい合う形で、千姫の肌を洗っていくのだ。

「は、はい」

　これ以上ないほど真っ赤になった半蔵が、海綿を握った手を前後に動かしていく。しかし背中と違って前は、突とつ起きしているものも多い。

　ニュルッ、リュルン……キュッ、キュプッ、キュポンッ。やわらかな海綿と、もっとやわらかく弾だん力りよくのある球体が触れ合あい、弾けるような音が湯殿に響いた。

　この光景に衝しよ撃うげきを受けたのはまたも兼続だ。

「な、な、ななな……なんですの……！　こ、こんなことが……あ、あってよろしいのですの!?　あ、あんな……あんな……女どうしで……きゃっ！　あんなところまで……！　そ、そこまで、細かいところまで念入りに洗わなくとも……い、いけませんわ！　そこに触れては……！」

　興奮のあまりつぶやいていた。目を閉じようとしてできず、手で顔を覆おおってしまうものの、やはり気になって指の間から見てしまう。

　身体が小さく震えるようだ。なんだかひどく暑くて、喉のどがかわく。

　コクッ、と唾つばを飲み込んで、その音の大きさに自分で驚いた。

　視線の先では、半蔵が千姫の身体を洗うのがまだ続いている。

「あ、あの、恐おそれながら……」

　手を動かしながら、半蔵がおずおずと切り出した。

「なあに、半蔵」

「あの、千姫さまは、その……宗朗さまと正式に、契ちぎって、おられるのですか」

　このひと言に、兼続はハッとする。さらに聞き耳を澄すませた。

「さぁ……おまえはどう思うの？」

　ところが千姫は答えず、どこかはぐらかすように微びし笑ようする。半蔵はちょっと言いよどんだが、やがて意を決するように、

「御姫さまの薙なぎ刀なた術の冴さえは、半蔵も後おくれを取ることしばしばでございました。しかし昨今の御姫さまは、この半蔵など足元にも及およばぬ速さと鋭するどさ、加えまして常人とは思えませぬ体力と身体能力が……」

　そこまで言って半蔵は、あわてて言いい添そえた。

「ぁ、いえ、決して御姫さまが人間離れしているということではなく……この半蔵をはじめ、およそ他の武芸者を寄せ付けぬ強さ、と申しますか……」

「それが、サムライの力、なのよね？」

　千姫も、尋たずねるような口調だった。

「それは、そうかもしれませんが、わたしには……」

　半蔵には答えられない。千姫は、フッ、と笑った。

「契けい約やく、しちゃったのかなあ。千は知らなかったんだもの。あいつ……宗朗が、千の唇を……」

「御姫さま……」

「すっごく失礼しちゃうのよね！　だいたい、転んだはずみに偶然って、なんなのよ。ふつうのファーストキスだってノーカウントでリトライよね。契っていたとしても、納なつ得とくいかないんだから。もう一度やり直させてください、って言ってくるのが筋だと思わないこと!?」

　言っているうちに癪しやくにさわったのか、千姫が急に半身を起こす。半蔵が振り落とされるように尻しり餅もちをついた。

「ぁ……っ」

「だからなのよ！」

　だが千姫はかまわず、まるで自分に向かってのように、続ける。

「この別荘に呼んだのだって、宗朗にやり直しさせるためなんだから！　うっかり、事故でなんて、宗朗のくせに、千に向かって失礼すぎるのよ。こんどこそちゃんと、千に向かって告白して、そのうえでキスを乞こうなら、せ、千だって、してあげないことも、ないんだからね！」

　そこまで勢いよく言ったあと、急にうつむいた千姫は、こんどは絞り出すようにつぶやいた。

「そうしないと、いつまでもこんな気持ち……千はもう……待つだけじゃ、イヤなんだから！」

　そう吐はき出した直後だった。千姫の脚に、半蔵が抱きついていた。

「半蔵？」

　半蔵は小さく首を振る。顔を伏ふせたまま、それはイヤイヤをするような。そして言葉があふれ出す。

「イヤです……御姫さまが、宗朗くんのものになってしまうのは……！」

「半蔵、おまえ……」

「わたしは、半蔵は、どうしたら……それを想おもうと、苦しくて……こんなことを申し上げるのは臣として不忠なれど、でも、どうしても……」

　そこから先は涙なみ声だごえになってしまった。背中を震わせる半蔵の、その肩に千姫が手を置くと、

「捨てないで、ください……！　半蔵を、捨てないで……」

　ぎゅう、と千姫の脚に、その腰にしがみつく半蔵。

　千姫はまだ半蔵の肩をなでていたが、抱くように自分の身体に押しつける。

「バカね……。捨てるわけないでしょう。おまえは千の、かわいいおもちゃなんだから。ずっとずっと、いじめてあげる。だから、覚かく悟ごなさい？」

　千姫が言い、半蔵の涙声が混じった。

「はい……御姫さま……はい、お伴ともいたします。どこまででも、ですからこれからも……うんといじめて……」

　千姫がうなずいたのか、強く立ち上った湯気で見えなかった。

　が、半蔵はもうそんなことはかまわず、千姫の側にいられる悦よろこびにその身を熱くしていた。

　そして。

　またも衝撃を受けている兼続。

（あ、あんですってえ!?　あ、あれは……主従関係にしても、友情にしても……い、いえ、千姫さまのこと、これはきっと見事な家臣の操縦術で……そ、そうですわ。帝てい王おう学がくですのね！　あああ、違うような気がするですわあああ!!）

　真っ赤な顔をブルブルと振る。

　気を取り直して、もうひとつのことに思いを向けた。

（「将」だのサムライだのというのは尊たか保もりさまから少しは聞いておりましたけれど……き、キスですってぇ！　キスすると契る、キスして契るなんて、破廉恥にもほどがっ！　こ、これこそほんとうの魔ま王おうのしわざですわ！　まさに第六天色しき魔まですわ！　柳生宗朗、尊保さまのおっしゃるとおり、ほうっておけば次々と美少女たちが犠ぎ牲せいになって取り返しのつかないことになってしまいますわぁ!!）

　無理やり拳を握りしめた。握りしめながらチラッと見ると、まだ千姫の足元に半蔵が抱きついたままだった。

「も、もう、けっこうです、わ！」
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「はぁ……やっと戻れましたわ」

　ようやく千姫の居室の庭から這はい出でて逃れた兼続は、別荘の廊下をとぼとぼと歩いていた。

　多少払ったとはいえ、メイド服はあいかわらず泥どろだらけの草だらけだ。

「自分の部屋へ戻って、着替えなくてはなりませんわ。いいえ、そのまえにお風ふ呂ろに入って身体をきれいに……」

　などと考えていたときだ。廊下の先にその人影を見つけて、兼続は目を見開いた。あわてて物陰に隠れる。

　その相手とはもちろん、

（さ、真さな田だ幸村……！）

　幸村は寝ね間ま着き姿の無防備な態で、廊下をのろのろと歩いている。自分の身体ほどもある大きな枕まくらを引きずっていた。

（寝ぼけているんですの？　これは……チャンスかもしれませんわ！）

　どうも幸村の身体から、いつもの覇は気きも、むろん闘気などもまったく感じられない。勝機と見た兼続は、こっそり忍び寄よる。

（だまし討うちは気が引けますけれど、先日の恨み、晴らさせていただきますわ。少々痛めつけるくらいなら……）

　大鎚も持っていないが、むしろ好都合かもしれない。軽くひと当てして、幸村を凹へこませればいいのだから。

　兼続は背後からそーっと忍び寄った。

（悪く思わないでくださいま……）

「せ」

　思わず声が出た。それは、背後からその肩をつかもうとした兼続に、幸村が放ったあざやかな肘ひじ打ちがみぞおちに決まったからだ。

「ぅ……!!」

　身体をくの字に折り曲げて悶もん絶ぜつする兼続。驚いて顔を上げる。

「ゆ、幸村、あなた、目が醒さめているんです、の……!?」

　が、問いかける兼続に答えるそぶりもなく、幸村はまたふらふらと歩き出す。その足取りはまったくおぼつかない。

（夢遊病とでも言うつもりですの？　こ、こうなったら、もう手加減いたしませんわ！）

　兼続は辺りを見回す。

　こちら側は別荘の裏手ともいえるメイドたち使用人のスペースにあたる。すぐに掃除用具置き場が見えた。兼続は走り寄ると、中からデッキブラシを取り出した。

「これで……覚悟！　ですわ！」

　幸村に大上段から襲いかかった。それもやはり背後から。

（獲とりましたわ！）

　こんどこそ、一いち撃げきを確信した兼続。しかしその視界から幸村が消えた。

「!?」

　と思う間に、すごい勢いで脚を払われた。まるで投げ飛ばされるように、廊下に尻餅をつく兼続。

「い、痛っ……！」

　とっさに受け身をとったおかげで致ちめ命いし傷ようはないが、幸村のあざやかな切り返しには驚くほかない。

　デッキブラシで大上段から襲いかかる兼続に、幸村は身を沈めてブラシの矛ほこ先さきをかわす。と同時に、持っていた枕を身体ごと回転させる勢いで叩たたきつけ、兼続の足元を払ったのだ。

「や、やっぱり、目が醒めているんですわね！　こうなった……ら、ぇ？」

　だがまたも幸村はふらふらと歩くと、廊下の端はしにコテッ、と倒れるように寝そべってしまう。枕をギュッと抱いて、脚でも挟む、そんな寝ね相ぞうで、早くも寝息を立て始める。

「え、え？　ほんとうに眠ってるんですの？　ちょ、ちょっと！　そんなところで寝たら風か邪ぜをひきますわ！」

　あわてて兼続が幸村を揺ゆり起おこす。

（あ、あれ……？　わたくしは、なにをやっているんですの？　風邪を引こうが肺はい炎えんになろうが、この女がどうなろうと関係ないはず、ですわ）

　が、なぜかほうってはおけない。

　何度か揺り動うごかすと、幸村は薄うす目めを開けた。

「ん……」

　その目が兼続を見る。ドキッとして身構える兼続。しかし、

「……おしっこ」

　そうつぶやくと、幸村がのろのろと立ち上がった。その場で、寝間着の下を下ろそうとするから、

「ま、待って！　ここはトイレではありませんわ！　ここでしては……あぁ！　もおおおおお！」

　兼続は悲鳴を上げると幸村を抱きかかえ、そのままトイレへ走った。

「な、なぜ！　なぜですの、わたくしが……こんな……！」

　同じ歳としでも、兼続のほうが百五十五センチと身長が高い。百四十センチない幸村だが、それでもかかえて走るのはじゅうぶん骨が折れる。

「はぁはぁはぁはぁ、こ、ここですわ！」

　ようやくトイレにたどり着き、個室へ押し込める。ドアを閉じて、ホッとひと息。

　が、しばらくしてもドアの内側でなにも起こっている気配がない。兼続が不審に思ってドアに耳を押しつけると、

「……くぅー、くぅー」

　中から寝息が聞こえてきた。

「こらぁ！　トイレで寝るな！　ですわぁ！」

　けっきょく幸村の寝間着を下ろすことから、脚の上げ下ろしまで指示してことを終えさせ、再び寝間着を着せ、そのまままた眠りこけようとする幸村を抱きかかえて部屋まで運び、ベッドに寝かしつけるまですべて、兼続は面倒を見ることになった。

「はぁ、はぁ、はぁ……な、なぜですのおおお!!」
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「こんどこそ、だいじょうぶですわね」

　幸村をベッドに運んでそのまま退散しようとした兼続は、その手を不意につかまれて引ひき戻された。

「眠る」

　それはつまり子こ守もり歌うたを歌えということらしく、ついには幸村の枕まく元らもとで、地元の子守歌を泣きながら歌うハメになる兼続だった。

　ようやく寝息になった幸村を残し、兼続はその部屋を出てきたところなのだ。

「はぁ……ほんとうに疲れましたわ。柳生道場の連中ときたら……」

　いきなり十兵衛につかまって、卓球をフルセット挑いどまれた、と思ったら又兵衛には鑓やりで追いかけ回される。

　ダイブした沢から命からがら戻ると、千姫と半蔵の入浴を目まの当あたりにしてドキドキ。

　ようやく逃げ出したと思ったら、寝ぼけた幸村に襲いかかって返り討ちに遭あい、さらにはトイレにつきあわされ、眠るまで面倒を見させられるなど。

　あきらかに、オーバーワーク。

　いや、本来の目的からかなり逸いつ脱だつしているようである。

　ともかくもようやく解放されてみれば、もう夜の十一時をとうに過ぎている。

「いけませんわ！　明日は早朝から街の漁協まで行って仕入れと仕込みがありますのに！　こんなことをしていては！」

　勤勉な兼続だった。

　しかし泥まみれのままでは眠ることもできない。兼続は使用人スペースの共同浴場へと急ぐ。

「よかった。まだ閉まってはいませんわ！」

　地下にある共同浴場は、別荘の正規の客人たち以外の、兼続たち使用人が使う風呂である。いちどに十人ほども入れる大きな浴槽や、その数だけのカランなどがそろっている。ちょっとした小さめの銭湯だ。

　時間が時間だけにもう誰も入っていない。兼続の貸し切り状態だった。

「ふぅー……生き返りますわぁ」

　大きなため息をひとつ。目をつぶってお湯に浸っていると、それだけで一日の労苦も流れ去っていくようだ。

（それにしても……柳生道場の豊臣派、ふしぎな連中でしたわね……）

　あの幸村までが……。寝ね顔がおを思い出すと兼続の口角が緩んだ。

「と！　いけませんわ！　今日はあくまで情報収集。だから見み逃のがしてやったまでですわ。後日、きっちりとひとりずつ討ち取ってくれますわ！　この兼続、使命は我わが身みに替かえても果たす所存であれば、そのときになってほえ面づらかいても……」

　ちょうど鉤かぎ型に曲がった湯船の奥で、湯の出てくるスロープを背に兼続が力説しているときだった。

　からっ、浴室の扉とびらが開く音がした。

「どなたか入ってきましたの？」

　奥まった湯船からは風ふ呂ろ場ばの扉が見えない。それは相手も同じようで、兼続に気がつくことなく、洗い湯など使っている。

　声を掛けた方がいいか、だいいちもうずいぶん長く湯に浸つかっているのでそろそろ湯船から上がろうか、と兼続が思ったときだ。

「ん、誰かいるのか」

　向こうから声を掛けられた。しかもそれは、

（柳生宗朗……！　な、なぜ、ここに……！）

　この別荘に男子はひとりしかいないはず。男の声となれば、宗朗に間違いない。

　事実、そこにいたのは宗朗だった。かけ湯を使いながら、

「……気のせいか。誰もいるわけないよな。いまはここ、男湯の時間だし、男はぼくひとりなんだし」

　ちゃぽん。湯に浸かる。

「ふぅ」

　つい軽いため息が出るのは万ばん人にん共通らしい。

　が、湯船の向こうで驚きよ愕うがくしていたのは兼続だった。

（なんですの!?　なぜ宗朗が……男湯の時間ですって？　そんなわけあるはずがございませんわ！）

　宗朗は、ウソを言ってはいなかった。

　もともと別荘は女子人口が圧あつ倒とう的てきに多い。加えて、千姫と半蔵は離れの湯殿を独どく占せんしているし、本館の大浴場は幸村、又兵衛ら残った賓ひん客きやくが使うことになっていた。

　そしてこの地下浴場が、夜十一時から男子用となっていたのだ。

　それを知っているメイドたちはもう全員入浴を済ませている。兼続だけが、数々のトラブルで時間を費やしたあげく、十一時までの入浴タイムに間に合わなかったのである。

（そ、そんな……入るときにだってなにも！　それに、脱だつ衣いじ場ようにはわたくしの衣類だってあるのですし、女子が入浴していることくらい……！）

　じつは浴室の入り口にはその旨むねを記した張り紙がされていたのだが、クタクタに疲れた兼続には見えていなかった。

　沢に落ちたりしてひどく汚れた彼女のメイド服などは、最初から洗濯袋に放り込んでしまっていたし、ゆいいつ着替えを入れた小こぶ袋くろは隅すみに隠れてしまって、これでは宗朗が気づかなかったのも無理はない。

　だが兼続はそうは考えない。

（わ、わかりましたわ！　ハプニングを装よそおって、わたくしを襲おうという魂こん胆たんですのね！　わたくしの処女を狙ねらって……鬼き畜ちく色しき魔まの宗朗ならばありえますわ！　いま、この浴室にふたりきり……それも、ふたりとも生まれたままの裸ですわ!!　こんな用意のいい、準備万ばん端たんなことが偶然起こったりするわけがありませんわ！　『誰かいないのか』なんて小こ芝しば居いまでして！　許せませんわ！　こうなったらこの兼続、たとえ大鎚がなくとも……う、生まれたままの姿でも、柳生宗朗、討ち取って見せますわ！）

　といっても、ここは浴室。さっきのようなデッキブラシさえない。兼続はせめてもと手刀を作って身構える。

　ちょうどひとり分、奥まったところにいる兼続からは宗朗が見えない。ときおり湯がちゃぽっ、と波打って、その存在が伝わってくる。どこか湯気に、男子の匂いが混じってくるようだ。

「あれ、向こうにも続いてるのか？」

　湯船の中の宗朗が、兼続の居場所に気づいた。兼続の意識の危険信号がいっきに跳ね上がる。

（く、来るんですの？　よいですわ。いつでも……!!）

　ズキン！　意識と筋肉が緊きん張ちようすると、兼続の奥おく深ふかくで目覚めるように脈動するものがあった。

（ぇ……これ、は……）

　まるで、自分の中に別の生き物がいるような違い和わ感かん。さっきから熱い湯に浸かっているせいもあって、心臓の鼓こ動どうは極限まで高鳴っている。しかし自身の拍はく動どうとは微妙にズレた別の鼓動が混じってくる。

　トクン、トクン、ドクッ、トクン、トクン、ドク、トクンッ……。

（い、いったい、なんですの!?）

　はっきりと感じられるほど、別の鼓動が高まってきた。それと同時に宗朗の気配もどんどん近づいてきている。ちゃぽちゃぽと揺れる湯面の波も大きくなってきて、

「はぁ～。いい気持ちだ。今日はちょっと疲れたかな」

　どうやら宗朗はすっかり湯船に落ち着いたらしい。とりあえずは兼続のところまでは来ないようだ。

　ひとまず危機は遠のいたが、

（ま、まだ安心できませんわ！）

　なにしろ宗朗はすぐそこ。

　危険を冒おかして兼続が壁かべの陰かげから向こうをうかがってみる。湯気の向こうに、湯船に胸まで浸かって目を閉じている宗朗の姿が見えた。

（寝ているんですの？　いえ、そうではありませんわよね……ん、よく見ると……）

　よく見ると、心地よさそうに目を閉じた宗朗の横顔は、なかなかに魅みり力よく的てきだ。背は高すぎず低すぎず、痩そう身しんにしなやかな筋肉をまとっている。

　くっきりと浮き出た鎖さ骨こつのくぼみ。その下の、意外に厚みのある胸筋や、二にの腕に上じよう腕わん二頭筋が作り出す陰いん影えい……。

（……は！　な、な、なんですの！　わたくし、なにを見ているんですの！　相手は柳生宗朗。野や獣じゆう宗朗ですのよ！　あろうことか道場に美少女たちをはべらせ……まあ幸村は、とりあえず……その毒牙で次々と……！　主筋の千姫さままで手込めにせんとする宗朗！　天をも畏れず、地をもはばからず！　こ、この兼続、ともに同じ天道をいただくわけには……！）

　別の意味でドキドキしてきた兼続だが、そうなるとさっきまでの違和感や身体の中の別の鼓動は収まっている。

　しかしこんどは、湯あたりの危機が迫ってきた。

（ま、まだ、上がりませんの？　髪でも洗い始めれば……。いえ、ここはやはり、隙を見て討ち取ることも……）

　迷いながらもどんどん限界は近づいてくる。

　流れ落ちる汗をうかつに拭ぬぐうこともできず、兼続が身体ごと熱く赤く、ふやけていくというところ、

「それにしても……」

　ぽつっ、と宗朗が漏らした。

「幸村と千姫さまの仲が悪いのは、なんとかならないものかな」

　独り言だった。兼続が耳をそばだてる。

（幸村の性格が悪いのは自明ですわ。千姫さまにまで楯たて突ついているとは。まったくあのチビ！　もとい発育不良児！　恐れ多おおいにもほどがありますわ！）

　さらに宗朗のつぶやきが続く。

「来期から十兵衛が通学できるようになったのはよかったけれど、ちょっと不安が……いつまた、あの『柳生十兵衛』になってトラブルを起こさないとも……いや、待てよ、逆かな。『柳生十兵衛』のほうがトラブルを収めてくれるほうで……どっちにしても、ぼくがキスしなければ……しかし生徒会に襲われたりしたら、強い『柳生十兵衛』さんに出てきてもらったほうがいいわけで……」

　ここはどうどうめぐりの思考になってしまう。

　そもそも、十兵衛が「柳生十兵衛」に変わるのも、必ずしもキスだけが原因、とは思えないフシも拭いきれない。こんなややこしい二重、三重否定になってしまうほど、その変身原因の特定は微妙だった。だからそれを聞いている兼続にも、

（なんの話をしていますの？　十兵衛に、柳生十兵衛？　まるでふたりいるような……ただ、キス……と言いましたわ！　宗朗め、どうやら妹にまで手を出しているのは間違いありませんわね！　妹でも見境ナシだなんて！　ケダモノ！　ケダモノですわ！　さわる者みな妊にん娠しんさせる勢いですわ！　このまま放っておいたら千姫さまの御おん身みが……！）

　いますぐにでも飛び出して宗朗を誅ちゆ戮うりく！　という衝動をかろうじて抑おさえる兼続に、

「あの兼続って子だけど……」

　その言葉が聞こえてきた。ハッとしてふたたび耳を澄ます兼続。

「……ぼくたちが海にいるいまはいいけれど、いずれ学園に戻らなきゃならない。そうしたらまたあのコが襲ってくるのは避けられないのか」

　ため息が混じった。兼続は、

（ふん、それがそもそもの油断なのですわ。この兼続から逃げたつもりですって？　笑止！　こうしていつでも討ち取れる場にいるというのに。気づかないとは迂う闊かつ！　わたくしの勝ち！　勝ちですわ！）

　が、続けて聞こえてくる宗朗の声はどこか暗く沈んでいく。

「もう一度戦ったら、兼続はほんとうに命を落としてしまうかもしれない。そんなことは、させられない」

（は？　なんですの？　わたくしが負けるとでも？　それこそ笑止ですわ！　もう勝った気になっているなんて、どれだけ……）

「尊保の秘術が兼続に施ほどこされているとしたら、それがどれだけ兼続の身体を蝕むしばんでいるのか……」

（尊保さまの……秘術？　わたくしの身体を蝕む……？）

　反発をおぼえながらも、兼続には思い当たることがある。

　購買部での幸村との戦いのあとの、三日間の昏こん睡すい。もとに戻るまで一週間もかかったこと……。

「戦わずに逃げ回まわるだけじゃダメだ。兼続の身体に施された秘術をなんとか無事に消す方法が……それを兼続に伝えなければ」

　宗朗の言葉に混乱する兼続。

（秘術、ですって？　それがわたくしの身体に……？　な、なぜですの？　だいたいなぜ敵である宗朗がわたくしの身体など気遣うんですの。柳生宗朗……いったい、なぜ……）

　不思議な気持ちがわき上がってくる。

　が、それにもまして差し迫った危機が……。

（あ、熱くて……もう、限界です、わぁ……！）

　宗朗が入ってきてからもう五分以上。もはや兼続の視界さえぼんやりと白くかすんでくるホワイトアウト状態だ。

（もう、限界……せ、せめて……！）

　少しでもお湯から身体を出そうとしてつま先立ちになる。さらに伸び上がって、背中の壁に乗せるようにする。

「ぁ、熱！」

　だがそこはお湯が落ちてくるスロープ。しかたなく兼続は両側の壁に両手両脚を突っ張ぱって身体を持ち上げた。

　鉤型に曲がった浴槽の奥。壁がコの字型になっている。

　ちょうど岩山上りで、両側の壁を両手足を突っ張って上るイメージ。これでなんとか壁を上り、お湯から身体を上げることができた。

「ぅ、ぅ……」

　その代わり、両手はおろか両脚まで広げて壁を突っ張り、身体を支えることになってしまう。片手でも離せばお湯に落ちてしまうから、身体を隠すこともできない。

（は、早く出て行ってえええ！　ですわぁああ！）

　ポチャ、ン！

　兼続の身体からしたたった雫が、湯面に落ちて意外なほど大きな音を立てる。

（!!）

　身体を硬こう直ちよくさせる兼続。しかしそれ以上どうしようもない。もちろん逃げ場ばもない。そしてもっとも恐れていたことが。

　水音に気づいた宗朗が腰を上げて浴槽の奥まった部分、つまり兼続が潜ひそんでいる場所を覗き込んだのだ。

「ぇ……あ！　キミ、は!?」

「お、おまえは……柳生宗朗！　ですわね！」
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　ついに邂かい逅こう。しかしその状じよう況きようといえば……。

　お互たがいに入浴中の全裸。見上げる宗朗と、のぼせた身体を必死に突っ張って、壁に張り付いている兼続。

「兼続……さん？」

　宗朗が言い、

「い、いかにも！　天知る地知る人ぞ知る！　愛に生き、愛に殉じゆんずる、人呼んで愛の戦士！　我こそは直江山やま城しろ守のかみ兼続……で、ですわ！」

　兼続が名乗った。壁に張り付いたまま。全身が真っ赤なのは、単に湯にあたってのぼせているだけ、ではない。

「あ、いや、これは……」

　答える宗朗の顔も赤くなる。Ｍ字開かい脚きやくされた兼続の下半身が、ちょうど宗朗の顔の辺りにあったからだ。

「柳生宗朗！　ここで会ったが僥倖、いざ尋じん常じように勝負を！　必ずやこの兼続が成敗……成敗、してくれますわ！」

　兼続は口上を述べるが、それも壁に張り付き、プルプル震えたまま。言えば言うほど涙なみだ目に。

「と、とにかく降りて来たら……その、なにか着ないと、ほら」

　もはや直視できず、宗朗のほうも目をつむったまま。兼続が叫さけんだ。

「ば、バカにするな！　ですわ！　この兼続、たとえどんな場合でも敵に情けは……う、受けな……ひっ！」

　ドクッ。ふたたび兼続の中で、なにかが身じろぎするように拍動が起こる。

「どうしたんだ？　気分が悪いなら」

　あわてて手を差し伸べようとする宗朗。が、兼続は首を振って拒きよ絶ぜつした。

　同時に、兼続の身体が奇きみ妙ようにねじ曲がる。いや、ねじ曲げようとする力に抗するように、苦痛を顔に浮かべていた。

「くぅ……ぅ！」

「兼続!?」

　兼続の肩に、背中から続く墨すみの一部のようなものが浮かび上がった。墨の黒から、赤く変わって光り出す。

「まさか、これが……秘術？」

　宗朗が漏らした。

　だが確かめる間もなく、兼続の身体が赤い光に呑のまれていく。背中からのそり、となにかがゆらめいて立ち上がるかのような影かげ。

「あれは！」

「ぁぁあ……うううぅ!!」

　兼続が悲鳴ともつかない声を放った。押しとどめてもなお漏れてくる咆ほう哮こうのような。首がグリグリと左右に振られて、

「来る……!?」

　宗朗が身構えた、その刹那、

　ズルッ。

　滑った。それまで突っ張っていた手足が緩んだのか、壁から滑り落ちる。が、突っ張っていたのが幸い……禍わざわいしたのか、真下ではなくゆるやかな弧こを描いて、

「きゃあああっ！」

「がっ!?」

　直前にいた宗朗のもとへ。本能的にしがみつく。その姿はちょうど、背中側に乗せる肩かた車ぐるまを前に乗せた、といったふうであった。宗朗の顔が、兼続の下半身でふさがれる。

「ぐ……ぅ！」

　宗朗は顔に兼続の股こ間かんが密着しているので息もできない。声も出せないのでしきりに手でアピールするのみ。

　とうとう兼続は、

「も、もう……もう、イヤぁぁあああああ!!　ですわぁぁああああ!!」

　迸ほとばしる悲鳴とともに、宗朗の肩を蹴ってその背後へ。そのまますさまじい勢いで駆け出す。

「……あ、兼続！　待って！　……間に合わない、な」

　それは宗朗も瞬しゆん時じにあきらめざるを得ないほどの逃とう走そうだった。兼続は浴室を出るとそのまま廊下の向こうに姿を消した。



　いっぽうの兼続は、

「わぁぁああああ!!　こんな、こんなのはわたくしではありませんわあああ!!」

　風呂から上がったままの全裸で廊下を爆ばく走そう。

　そのまま布団部屋へ戻ると、大鎚を取り戻す。しかし、その大鎚を持って浴室へとって返し、宗朗と立ち合う気力はもはやなかった。

「はぁぁぁ……」

　ふにゃふにゃと崩れ落ちる兼続。

「なんだか……なんだか納得いきませんわぁぁあああ!!」

　布団に潜もぐりこんで絶ぜつ叫きよう。バンバンと布団を叩く。その衝撃に、積み上げられた布団がゆらり、ゆらめくと、



    

  
    
      「ぇええ!?」

　ドドッ、といっきに落ちてくる。たちまち布団の海に埋まる兼続。

「……なんでですの。くぅん」

　鼻を鳴らす兼続の目め尻じりに、光るものがあった。

　いつのまにか、その背中の光も、身体の中の疼うずきも消えていた。その代わりに、なぜか脳のう裏りに甦よみがえってくるのは……。

（柳生宗朗……？　なぜ、どうして、ですの……!?）

　同時にカーッと身体が熱くなる。それは裸を見られた恥ずかしさからだけから来るものなのか。

　キュゥン、とお腹なかの奥が切ない音を立てるのは、決して空腹だから、ではない。

（で、でも！　まだわたくしは負けたわけでは……ございません、わ！）

　兼続が別荘から逐ちく電でんしたのはその直後のこと、であった。



    

  
    
      肆◆式神と砂の城
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「それは……幻げん墨ぼく獣じゆ式うしきの術じゃな」

　ビーチパラソルの下、白スク水姿の幸ゆき村むらが言う。

　翌日の海岸。

　あいかわらずの晴天が、白い砂浜をまぶしいほどに反射させていた。デッキチェアーに寝そべって古書を読んでいた幸村に、宗むね朗あきらが昨夜の一件を話し、尋ねたのだった。

「兼かね続つぐの身体から別のなにかが、背中から出て来るような、そんな感じだったんだ。幻墨獣式の術っていったい……」

「兼続さん、だいじょうぶなの？　ゆっきー」

　そう言うのは十じゆ兵うべ衛えだった。

　宗朗も十兵衛も、昨日と同じ水着姿だ。

　それまで砂で遊んでいたせいで、四よつん這ばいのまま見上げる十兵衛。赤いビキニのカップからバストがこぼれ落ちそうなのも、おかまいなしの無防備な表情だ。

　ちなみに十兵衛がいっしょに砂遊びをしていたのは又また兵べ衛えで、まだ虚きよ心しんに砂の城じよ郭うかくを作っている。

「……」

　固めた砂から掘ほり出す本格的なもので、いまは竹のヘラなどを使って細かい部分を仕上げる作業に熱中している最中。ひと言も発せず、じつに幸せそうだった。

　幸村はサングラスをひたいに持ち上げると、宗朗に向かってかぶりを振った。

「おぬしが言ったことのとおりじゃ、だいたいはな」

「というと、やっぱり兼続の中に」

「うむ。術によって巣くうた式が潜んでいる、と言ってよいじゃろう。なんらかの条件付けによってそれが顕けん在ざい化かするのじゃ。おそらくは、与あたえられた命令に従って我らと戦おうとするときに、顕けん現げんするよう術式が組まれているのじゃろう」

　幸村が言う。宗朗は、

「顕在化、って、いったいなにが出てくるんだ」

「さあ、それはわからぬ。一いつ種しゆの式神であるからの、あらゆる形態が理論上は可能じゃ」

「ね、式神って、どんなのかな、お兄ちゃん」

　十兵衛が無む邪じや気きに尋ねる。

「わからないけれど、禍まが々まがしい影を感じたよ。決して容易なものじゃないと思う」

　宗朗もそうとしか言うことができない。

　幸村は、ふたたびサングラスを目に下ろすと、

「問題は、その式神を使ったときの、兼続の消しよう耗もう度じゃな。疑ぎ似じサムライモードでも数日間昏睡するほどじゃ。大規模な式神を顕現させたならば、そのときはおそらく……」

「おそらく、は」

「生きてはおるまい」

　ぽつ、と言って幸村が黙だまった。その目はサングラスで隠れて、表情が読み取れない。いや、そのためにサングラスをかけ直したのかもしれない。

「ゆっきー、兼続さんのこと」

「ば、バカを申すな。あやつは敵じゃ。しかも、小さいころからグズで要領が悪くて、すぐに何でも信じてだまされて、そのくせ人を疑うことを知らぬ」

「なんだかいい人みたい、兼続さんって」

「だね」

　十兵衛と宗朗が顔を見合わせる。

「お、愚か者！　……よいか、戦いの場において、いい人、などなんの役にも立たんのじゃ。いい人よりも、悪い者でも勝つ者、それが結果的に正しい者、になるのじゃ。惰だじ弱やくないい人など、単に弱い者よりもたちが悪いのだぞ」

　軍師としての幸村の言葉だった。常在戦場という軍師にあっては、それはまさに正論となる。

　負けに意味などない。勝ってこそ初めて意味も実もついてくる。

「でも」

　宗朗が立ち上がった。十兵衛が見上げる。

「いい人も、いいと思うな、ぼくは」

　すかさず幸村が、

「なにを言うておる。そもそもおぬしら柳生やぎゆうは」

「とても『いい人』ではできない、割り切れないことを代々やってきた。それはわかってる。でもぼくは、いい人で強い者を目指すよ。悪くて強い、は向いていないみたいだしね」

「だからおぬしは惰弱だと言うのじゃ。そんなことでは旗本生徒会や、徳とく川がわの世には……」

「うん。だからって、負ける戦いはしない。幸村や十兵衛や、又兵衛さんたちを傷つけたり失ったりはぜったいにしたくない。そのために強くなるよ」

「お兄ちゃん！」

　十兵衛が宗朗の腕をギュッとつかむ。幸村はまだ言おうとしたが、いったんその言葉を呑み込んだ。そして言う。

「いい人で強い者、は難しいぞ。ただの強い者よりも何倍もな」

「だからいいんだ。それに、幸村や十兵衛や千せん姫ひめさまや、みんなといっしょなら、できる気がする。いや、必ずしてみせる」

「強さを簡単に言いおる。……しかし、それがおぬしの良いところかもしれんの」

　それだけ言うと幸村は、顔を背そむけた。サングラスで目は見えない。が、その口もとがわずかに微笑ほほえみの形に見えた。

「あー！　ゆっきー、赤くなってるぅー！」

　が、ここで終わらないのが、空気を読めない十兵衛のひと言。

「お、愚か者！　わらわは赤くなってなど、おらぬわ！」

「ほら、もっと赤くなった！」

「じゃから！　それはおぬしがつまらぬことを言うからで！」

「もっともっと赤くなったよぉ」

「じゃ、じゃから！」

　そんな中、又兵衛の砂の城郭だけが、驚くほどの精度で完成に向かっていた。

「あー、もっと赤くなってるよぉ」

「なってなぞおらぬと言うに！　おまえは……！」

「あのお……」

　不意にかけられた声に全員が顔を上げる。いや、又兵衛だけは振り向むかなかったが。

　そこに立っていたのは、半はん蔵ぞうだった。

「あ、半蔵さん！　いっしょに泳ご！　ゆっきーも、ね！」

　さっそく十兵衛が半蔵の手をつかむ。

「イヤじゃ！　わらわはもう海などには入らぬと言ったじゃろ！」

「えー、どうして？　こんなところで本読んでてもおもしろくないと思うの」

「わらわの勝手じゃ！　い、言っておくが、こんどは……今日のは、ちゃんと水着じゃからな！　海へ入っても透けることなど……」

　言いながら真っ赤に染まっている幸村。白スク水は同じだが、こんどこそ正しよう真しん正しよ銘うめいの水着らしい。

「何か用があったんじゃないのか、委員長」

　宗朗が言う。以前から半蔵が、風紀委員長でクラス委員長なための呼び名だった。

「ええ、じつは……宗朗くん、御姫さまがお呼びなんです。いっしょに、来てくれませんか」
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「あら、ちょうどいいところに来たわね、宗朗」

　パラソルの下で千姫が、デッキチェアーから身体を持ち上げて言う。

　サングラスを持ち上げるところまで、幸村と同じシチュエーションだが、大人っぽい黒のマイクロビキニからたっぷりはみ出した肌や、周りにはべるメイドたちなど、同じ海岸でもさっきとはゴージャスさで数倍異なっていた。

　別荘にも近いこの場所は、千姫のお気に入りスポットと言っていい。

「ちょうどいい、って、呼んだのは千姫さまじゃないですか」

　宗朗が言う。

　その間も、大きな扇おうぎで千姫を扇あおぐメイドや、飲み物を乗せたトレーを手にしたメイド、バイオリンから心地よい音色を奏かなでるメイドなど、多くのメイドたちにかしづかれている。いざとなったら、全員が武器を取って千姫のために戦う服はつ部とり忍軍のくノ一たちだ。

　だが千姫は、

「ん、いいわ。おまえたち。下がりなさい」

「御姫さま、それでは」

「半蔵、おまえはいるのよ。いいわね」

「は、はい」

　半蔵を残して、メイドたちは一礼すると引き上げていく。

「で、なんですか」

　もう一度宗朗が聞くと、

「せっかちね。そんなことじゃ女のコに嫌きらわれるわよ」

「誰に、ですか」

「千に……もう、いいわよ。ほら！」

　千姫が傍らのサイドテーブルから、チューブ状の容器を放る。宗朗があわててキャッチした。

「なんです？」

「オイルよ。塗ぬりなさい」

「いや、ぼくは別に日焼け、気にしませんけど」

「千に、よ！　バカ！　おまえが千の肌に塗るのに、決まってるでしょ！」

　怒おこったように言うと、しかしなぜか頬を染めた千姫が、ほとんど水平になったデッキチェアーにうつ伏せになる。

　白い背中がまぶしく露出していた。

「そんなことならわたくしが。御姫さま！」

　半蔵があわてて言う。が、千姫は首を振って、

「ダメよ。これは宗朗の仕事。半蔵、おまえは見ていなさい。宗朗、できるわよね？　できない、は言わせないんだから」

　千姫の挑ちよ発うは的つてきなまなざし。加えて、半蔵に見せつけることでその嫉しつ妬とを誘さそっているようにも見える。千姫流の愛あるいじめ、なのか。

「わかったの、宗朗。千をこれ以上待たせないで」

　そう言うとデッキチェアーに寝そべったまま、自分の腕を枕に目を閉じる。

　こうなると宗朗に選せん択たく肢しはない。

（やるしかない、か。ごめん！　……あれ、ぼくはいま誰にあやまって……）

　一瞬、別の迷いに手が止まっていると、

「まだなの？　グズは嫌いなんだから」

「あ、はい。いま」

　やはり、選せん択たくの余地はないようだ。

　宗朗はキャップを開けると、千姫の背中にオイルを直接垂らした。

「ちょ……！　ちょっと、なにしてるの!?」

「なにって、オイルを」

「そんなふうじゃなくて、おまえの手のひらにオイルをつけて、それで千をマッサージするのよ。ただオイルを振りかければいいわけじゃないんだから！」

「ぇ、そうなんだ」

（なんだ。マッサージなら最初からそう言ってくれれば……え!?）

　ただオイルをさっと塗ればいい、と思っていたのに、それでは……、

（千姫さまの身体にどれだけさわらなきゃならないんだ）

　だがもう猶ゆう予よはない。これ以上もたもたしていてはまた怒られる。宗朗は手のひらにオイルを出すと、そのまま千姫の背中に触れていく。

「ひゃ、ん！」

　声を出したのは千姫だった。自分で命じたものの、いざ異性の手が素肌に触れてくると意識してしまう。過か敏びんになって、声を上げてしまった。

「あ、だいじょうぶ？　ですか」

「へ、平気よ。続けなさい……ん……」

　そこから先は、宗朗が千姫の背中をオイルの滑りにまかせてマッサージしていく。

　たぶんオイルなどなくともなめらかで、きめ細かい千姫の背中。適度に力を込めながら手をすべらせると、温かさと弾力、それに硬かたさを伝えてくる背骨や、くっきりと浮かび上がった肩けん甲こう骨こつがなんともいえず、マッサージしている宗朗のほうまで心地よくなってくるほどだ。

「ん……ふぅ、ん……ぁ……」

　目を閉じた千姫が、小さく声を上げ続けている。ほんのりと色づいた頬と、かすかにほころんだピンク色の唇。

「お、御姫さま」

　見ている半蔵が赤くなって嫉妬するほど、色っぽい表情になっていた。

（こ、これでいいのかな）

　ふだんマッサージなどしたことのない宗朗は、手て探さぐりで千姫の身体をなぞっていく。

「脚も、よ」

「あ、うん。はい」

　脚も、同じように触れていく。腿ももから足の先まで。いっきになで上げると、

「あふ……！」

　千姫の声が大きくなった。小鼻がふくらんで、熱い息が漏れる。

　右みぎ脚あし、左ひだ脚りあし。足の裏まで、宗朗の指が触れていく。

「はぁ、ん……なによ、なかなか、上手じゃない。どこでこんな……宗朗のくせに、気持ちい……ぃの！」

　驚くほど伸びやかでみずみずしい脚から、宗朗の手がまた背中に移っていく。

　背中の真ん中を、水着のブラが横切っている。そこで手を止めなくてはならない。そう思っていたら、

「外して」

「え、でも」

「ブラ、じゃまでしょう。外して。おまえの手で」

「御姫さま！」

　もう半蔵の声は抗こう議ぎと非難のニュアンスを含んでいる。が、千姫はかまわず、

「外しなさい、宗朗。千の……ん、命令よ」

　そこまで言われてはしかたがない。宗朗は背中を横切っているブラに手を伸ばした。が、

「あ、れ……？」

　簡単なフックだと思ったのがうまくいかない。

（どうやるんだ、これ）

　なんどかやっているうちにとうとう千姫が、

「んもぅ。こうやるの」

　自分で背中に手を回すと、パチンとスナップを外した。

「ぁ、ひねるようにするのか」

（これじゃわかるわけな……い！）

　わずかに上体を起こした千姫の胸もと。

　スナップを外したブラのカップが落ちて、その膨ふくらみがすっかり見えている。先端はデッキチェアのシートに押しつけられているとはいうものの、なんとも悩なやましい。

「フフ、なにを見てるのよ。ほんと、エッチなんだから」

「いや！　いえ、そんなことはない……ないです」

（ダメだダメだダメだ。見ちゃダメ、見ちゃダメだ見ちゃ……そうだ！）

　宗朗は半蔵に言った。

「バンダナを、貸してくれないか」

「え……わ、わかりました」

　半蔵に手て渡わたされたバンダナで、きつく目の回りを縛しばる。これですっかり宗朗の視界はふさがれた。

（よし、これで）

　もうマッサージのコツはつかんでいる。ならば見えなくともできるはずだ。

「な、なあに、それ……フフ、いいわ。そんなに千のこと見たくないのなら、千にだって考えがあるんだからね」

「なんですか、いったい。これ以上の……」

「さあ、おまえはどうせもう見えないのだし、だったら気にすることも……な、ないのよね」

「御姫さま！　おやめください。そんな……！」

　宗朗の閉ざされた視界の向こうで、なにが起きているのか。

「いいのよ。宗朗は見えないのだし、このくらい……ど、どうってこと、ないんだから」

　言いながら声がわずかに震えている。なんだろう、と思う宗朗がマッサージのために手を伸ばした。

　プルン……！

「ぅあ!?」

　そこに、プリンがあった。いや、弾力はプリンよりもあるし、温かい。なにより大きさはプリンというよりもふかふかの中ちゆ華うかまんじゅうくらいはある。

「ぅ、ん！　だ、ダメじゃない。もっとやさしく……してくれないと痛いんだから……」

　千姫の声が、さっきよりもはっきりと聞こえる。

　さっき、というのは、うつ伏せになっていた千姫の声。いまは……まさか。

（あおむけに……それじゃ、いまさわったのって？）

　視界のない脳裏に浮かぶのは、ふたつの膨らみ。白くてたっぷりと潤うるおって、ツルンとなめらかな……。

「どうしたのよ。続きを、なさい、宗朗」

「だ！　だだだ……困りますよ。オイルを塗るのは背中だけで。あとはせいぜい脚くらいというか」

「あら。そんなこと誰が決めたの？　千の命はオイルを塗りなさい、ということだけ。おまえはそれを了りよ解うかいしたのではなくて。それとも、おまえの言葉には二言がある、ということなの？」

「それは……い、いや、いまはそういうことじゃなくて」

「いいえ。いちど口にしたことは、もののふならば命に替えてもお守りなさい。ん！　んん……そうね、か、顔から下は、ぜーんぶ、オイルを塗ってもらおうかしら」



３



　命令口調なのに、強引なのに、千姫の声がときおり震えるのはなぜなのだろう。見えない宗朗にはわからないのだが。

（千姫さま、なにをしたいんだ）

「わかりました。そこまでおっしゃるなら」

　おずおずと、手を伸ばす。

　指先が、ポヨン、とした感かん触しよくを伝えてきて、あわてて引っ込める。その下……、

（ここは、お腹、かな）

　オイルを塗り伸ばしていく。しかしお腹ばかりオイルを塗るのも妙みようなもの。

（この「上」は胸、だよな。この「下」は……ぅぅぅ、どうしたら……）

　宗朗が焦っていると、

「フフ、困っているわね。まあいいわ。おまえのそういうところ、嫌いじゃないんだから、ね。それに、言われたからってよろこんで千の胸に触れてくるような男なら、千は願い下げだもの」

「ええ、それじゃあ」

　ちょっとしたテスト、試ためしだったのだろうか。

　挑ちよ発うはつしているはずの本人がいちばんドキドキしている。そんな千姫の乙女おとめ心ごころを宗朗がわかるはずもなく、ひとまずマッサージまがいのオイル塗りは終わったようだ。

「……ふぅ。じゃあ、これでもうオイルはいいんですよね」

　宗朗がホッとして目の覆いを外す。つい千姫に視線を向けてしまい、

「な！」

「きゃぁぁああっ!!」

　デッキチェアーの上。そこには当然、トップレスの胸をさらした千姫の姿が。

「うああ！」

「こ、こっちを見ないで！　バカぁ！」

　自分で脱いでおいて、なぜ非難されるのか、と宗朗は思うが、もはや理り屈くつではないらしい。あわてて目め隠かくしを戻そうと（そのまえに目をつぶればよかったのだが）する宗朗の脳天に、パァン！　衝撃が走った。

「だ!?」

「見ないでください！」

　半蔵だった。その手にはいまの衝撃でぽっきりと折れたパラソルが。

　完全に不意を衝かれた宗朗がその場に昏倒したとしても、それは無理もないことではあった。



「あの、もうほんとうにないんですよね」

　ようやく立ち直った宗朗が、頭頂部のコブをなでながら言う。もちろんそれは、半蔵のパラソル一いつ閃せんによってできたものだ。

「オイルは、ね。でも代わりにやってもらいたいことがあるわ。ううん。ほんとうはオイルなんてどうでもいいの。こっちが、おまえがやらなければいけないこと、なんだから」

　ふたたび黒のマイクロビキニを身につけている千姫が言う。なぜか目をわずかに逸そらして、かすかに頬を染めているのが、宗朗にはまた悪い予感のような……。

「ええ？　まだなにか……」

（こんどはなにを言われるんだよ）

　宗朗が引いて身構えていると、

「ん、ん！　なによ、わからないの？」

「なん、でしょう？」

「もう！　これだから、おまえは！　鈍にぶいって言うのよ。……おまえが千にしたこと、し忘れたこと、きっちりやり直してもらわないと、気が済まないんだから。いいえ、許さないんだからね！　そのために千は、おまえの道場に住むことまでしてるんだから」

　そこまで言うと、フン、とそっぽを向く千姫。長い髪が尾おのようになびく。が、もうその耳たぶまで真っ赤だった。

「ぼくがしたこと……し忘れた、こと……」

（なんだ？　まさか）

「千姫さまになにかお借りしてましたっけ。子どものころ借りたゲームソフトはもう返したと思うし……、道場にいらしてからは、たしかに一間で窮きゆ屈うくつな思いをさせてしまっていると思いますけど……」

　宗朗の言葉を聞いていた千姫が、業ごうを煮にやして叫んだ。

「違うわ！　違う……キスよ！　バカ！　キス……してないでしょう。ちゃんと……」

　最初の勢いがみるみるしぼんで、うつむいてしまう。

「キス……ですか。です、よね」

　宗朗もそこはいちばん、微妙なところ。

　戦いの最中、偶ぐう然ぜん千姫とキスしてしまった。唇が触れ合った。そのため千姫はどうやらサムライの力を得ている。としか思えないところがある。しかし、

（確かめたことはないんだよな……）

　まして、キスのやり直し、など。

「このままで、いいわけないんだから、ね！　千の唇を奪うばっておいて……。は、初めてだったんだから！　わかってるの？　おまえはもう、千のいいなずけと同じなんだから！」

　こんどはいっきに吐き出した。プルプルと手が震えている。うっすらと目尻に涙がにじんでもいるようで、

「千姫、さま？」

（いいなづけ、って……！）

「責任とりなさい！　責任……とって、よね」

　そう言うと千姫は、目を伏せるとわずかに顔を仰向かせた。うっすらとほころんだ唇は花びらのような。

　それはキスを待つ乙おと女めの姿にほかならない。

「千姫さま……」

　だが、それでは、とキスするわけにもいかない。まだ宗朗が逡しゆん巡じゆんしていると、

「千に、恥はじをかかせないで。……千にこんなことまでさせて。おまえだけなんだから……」

　睫毛まつげが震えている。宗朗もまた、迷いながら千姫の肩に触れた。

（千姫さま……こうしてみるとすごく……）

　弱い、繊細な、少女なのだと思う。

　いつもの尊大で強引でＳ気質はどこへやら。いや、こっちが本当の千姫なのか。あれは徳川の姫ひめとしてつねに虚きよ勢せいを張っている姿なのかも。だったとしたら、

（ぼくが、千姫さまの「将」になることで守ってあげられるなら……。こんどこそほんとうに、千姫さまの「将」に……）

　前回は偶然。しかしこんどは、覚悟を持って。

　宗朗が顔をかぶせていく。その気配を感じるのか、

「ぁ……」

　千姫がかすかに漏らした。その声も、肩も震えていた。

　宗朗も目を閉じた。極限まで高鳴る心臓の音に、なにも聞こえなくなる。千姫の唇に重ねていく。

　唇が、ふれ合った。

　チュ。

「……ん」

「……ぇ、は!?」

　瞬間、不意に力が加わる感じがして、一瞬ののち、宗朗は薄目を開いた。がそれはすぐに見開かれることに。

「い、い……委員長!?」

　目の前。鼻先が触れ合うほどの近さに、半蔵の顔があった。メガネの向こうの目が、自分でも驚いている。

「あの、わたし……ごめんなさぃ……！」

　宗朗と千姫のキスの瞬間、半蔵が割り込んだ。

「半蔵、おまえ……どうしてなの？」

　千姫も驚きに声を上げる。

「あ、あの……御姫さまがキスすると思うと、見ていられなくて……逃げ出したいのをがまんしていたら、その、瞬間に身体が、動いてしまって……で、でも！　わたしがキスする気なんて少しも。宗朗くんとキスなんて、考えもしていなくて……！」

　とっさに、ふたりの間に飛び込んだ半蔵の唇が、宗朗とふれ合っていた。これもまた、アクシデント？

「と、とにかく、だいじょうぶか委員長、その……」

「それで、なんともないの、おまえは。半蔵」

　千姫も問うのは、半蔵のキスと「契約」のことだ。

　半蔵が「士」つまりサムライならば、「将」たる宗朗とのキスは契約となり、サムライとしての覚かく醒せいにつながる。

「ぁ、はい。それは、だいじょうぶのようです」

　半蔵が答える。

「そう、なんだ」

　半蔵はやはり、サムライではなかった。

「服部半蔵」の名は、代々服部家の当主の名として受うけ継つがれ、女子でもこれを継けい承しようする。半蔵のフルネーム、服部半蔵美よし成なりもそのためだった。もちろん、きびしい訓練と天てん賦ぷの才で、くノ一として抜きんでた能力までも。

　宗朗は驚いたが、しかしどこかでホッとしてもいた。

（千姫さまと改めて契るのはどうにか……。それに、サムライ以外のコとキスしても、無関係なんだな。なにか起こることはないみたいだ）

　千姫が望むキスは正式な契約。

　いまでも契っているとは思いながら、どこかグレーな状態は、宗朗にとっても望ましくはない。望ましくはないが、しかし正式な契約は、イコール千姫との婚こん約やくまで意味しているのだから。

（……ぼくなんかがほんとうに値あたいするのか？　徳川宗そう家けの千姫さまの……。い、いやそのまえに、ぼくはほんとうに千姫さまと……）

　婚約したいのか。婚約の先にはもちろん婚こん姻いんがあって、宗朗と千姫のゴールイン……。

　リンゴーン……！　ゴーン……！

　教会のチャペル。

　ライスシャワーの下、ウェディングドレスをまとった千姫が、モーニング姿の宗朗に腕をからませている。

　ベールの向こうの顔が、幸せに微笑んでいた。

　ふたりを見守り祝福する人々。

　道場のかつての門もん弟ていたち、生徒会の面々、風紀委員会のくノ一少女たち、それに、又兵衛、幸村、十兵衛……十兵衛!?

　剣けん姫きの十兵衛だけが、ドレスなどではないいつもの姿で、二本差しで、こっちを見つめている。その目が鋭く宗朗を射て……いや、十兵衛だけではない、幸村もだ。又兵衛も……鋭い目線が突き刺ささってきて……。



    

  
    
      「う、うわ！」

　この間、わずかコンマ一秒。

　どっと汗をかいた宗朗を、しかしその腕がギュッ、と引っ張られた。

「なにをしているのよ。じゃまが入ったけれど、こんどこそ、いいのよね」

　千姫が言う。再戦があっと言う間に整っていく。

「あ、いや！　今日はどうも日が悪いようだし、また改めて、正式にというのは！　せっかく海に来ているのだし、オイルも塗ったことだし、ですし」

「宗朗」

「……は、はい」

　やはりモラトリアムはかなわないようだ。

　宗朗が改めて千姫の前に立ち、千姫が目を閉じて……というところ。

　どさっ、と重い物が崩れ落ちる音に、ふたりは振り向いた。そこに、

「委員長……!?」

「半蔵！」

　半蔵が、倒れていた。苦しそうな呼吸に胸をあえがせている。

「どうしたんだ。委員長！」

　宗朗が半身を抱き起こした。半蔵は熱っぽい顔を仰向けて、宗朗を見る。

「ご、ごめんなさい。なんでも、ありません」

　しかしその頬と額に触れた千姫が、

「すごい熱よ。なんでもないなんて。すぐに別荘に戻って休まないと。場合によっては主治医を呼ぶわ」

「い、いえ、わたしはだいじょうぶ……ですから。はぁ、は……御姫さまのおじゃまをしてしまって、ほんとうに申しわけ……」

「なにを言っているの。いますぐ……誰か！　誰か、おいでなさい！」

　千姫が立ち上がると、すぐにひとりのメイドが近づいてきた。

「おまえひとりなの？　いいわ。宗朗とふたりで、半蔵を運んで。部屋に寝かせて、主治医にも連れん絡らくよ」

　てきぱきと指示する千姫。しかしメイドは顔をうつむけたまま動こうとしない。

「歩けるか、委員長？　きみ、そっちを持って……ん？」

　メイドの顔を見る宗朗。

「きみは……兼……」

「柳生宗朗。千姫さまを毒牙にかけんとするその所行、許すまじですわ！　そのうえ新たな犠ぎ牲せい者しやまで！　このうえはこの直なお江え兼続……成敗、してくれますわ！」
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　メイド姿にふたたび身を変えていた兼続が、顔を上げると同時に名乗った。

　じつは昨夜、いったん別荘の布団部屋からいったん脱出したものの、また戻って潜入していたのだった。

「敵の裏をかく。これぞ上うえ杉すぎ流軍学ですわ！　そして思ったとおり、浜辺で破廉恥な振る舞まい！　柳生宗朗、ここで素直に降くだればよし。そうでなければ、この兼続、容よう赦しやいたしませんわ！　天知る地知る人ぞ知る！　愛に生き、愛に殉じゆんずる、人呼んで愛の戦士！　わたくし直江兼かね継つぐ！　愛染明王になり代わって、おしおきですわ!!」

　手にしたトレーを宗朗に向かって突き出す。

「いや、それ、トレーだし」

「あ……」

　あわててトレーを投げ出す兼続。しかし焦りは見えない。不敵に笑った。

「昨夜はひどい目にあいましたけれど、こんどはぬかり、ありません……わ！」

　そう叫ぶと、兼続は両手を砂の中に突っ込んだ。

「な！　まさか!?」

「そのまさか、です、わあ！」

　ズサッ！　盛大に砂が巻き上がる。砂の中から現れたのは、兼続の得物。愛の浮き彫ぼりもまぶしい大鎚だった。

「砂の中に……隠してあったのか」

「ええ。ですわ。わたくしの頭脳勝ち、ですわ！」

　いつのまにか、愛の字を象かたどった髪かみ飾かざりもつけていた。

（勝ちましたわ！　この兼続の勝ちですわ！　昨夜遅おそく、ここに穴を掘って大鎚を隠していた甲か斐いがありましたわ！）

　意外と地道な作業であった。

　じつはメイドたちの動きから、千姫の海岸で休むお気に入りの場所は特定できた。別荘のメイドに募集してまで潜入した成果はあったのである。

「待ってくれ。いまは委員長を別荘に運んでから……」

「それならば、おまえを成敗したあとでわたくしが運んでさしあげますわ！」

　兼続は大鎚を振りかぶる。

「千姫さま、お下がりを！」

　それだけ言うと、宗朗に向かって飛ぶ。大鎚を振り下おろした。

「うあ!!」

　かろうじてかわす宗朗。しかしすぐに次が来る。

「千姫さま、委員長を……！」

「わかっていてよ！」

　大鎚が狙っているのは自分だけだ、と判断した宗朗は、半蔵を千姫に託たくすと走った。距きよ離りをかせぐためだ。

「逃げられは……いたしませんわあああ!!」

　だが兼続も速い。身体と同じ大きさの大鎚を持ってさえ、宗朗をゆうに上回る速さだ。

「待て！　待つんだ！　その力、使ってはいけないんだ！　キミの身体を蝕んで……うあっ！」

　ビュッ！　空気を切って大鎚がかすめた。

「笑止！　わたくしを惑まどわせようと言葉を弄ろうしてもいまさら動じはいたしませんわ！　これまであまたの美少女たちを手にかけ、その純潔を踏ふみにじってきた代だい償しようを自分で支し払はらうときですわ！　この正義と愛の大鎚、受けてごらんになるといいのですわあああ!!」

　ズン！　砂地が大きく凹む。くっきりと浮き彫りになる「愛」の一字。

「ぐっ！」

　飛とび退のいた宗朗の先に、ふたたび横よこ殴なぐりの大鎚。これもなんとかかわすと、しかしそのまま三百六十度の回転で二の大刀、いや、二の槌つちが！

「がはっ」

　宗朗の身体がふっとんだ。波打ち際まで飛ばされて落ちる。

「見たか！　ですわ！」

　兼続が大鎚をかかえて笑った。

「……ぅぅ、思った以上の、破はか壊いり力よくだな」

　なんとか立ち上がる宗朗。薄うすくではあるが、水がクッションになったのが幸いした。

　宗朗は大鎚の直ちよ撃くげきを受けたのではなかった。ギリギリでかわしたのだが、その衝しよ撃うげ波きはだけでここまで吹き飛ばされていた。

「あれをまともに食くらったら……ほんとうに致命傷だぞ」

　じりじりと下がる宗朗。ビーチで、刀を持っていない丸腰なのだから、まともに戦うこと自体が無理だった。

「観念してお縄なわをちょうだいするならよし、ですわ。気絶するくらいで許してあげないこともないですわ……って、ちょっと！　この！」

　宗朗が逃げていた。海の沖おきへ向かって。

「刀はないし、こっちは水着だ。考えてみれば、ぼくが標的なんだから。戦わずに済ませることができるなら、それでいい！」

　腰の辺りまで水に浸かると、そこから泳ぎ出す。

「待ちなさい！　ですわ！　……ふふふ、このわたくしが水に入れないとでも、思っておりましたのね。しかし笑止！　笑止ですわ！」

　叫ぶと兼続はメイド服を脱ぎ捨すてた。そこには……、

「水着だって用意着装済み、ですわ！」

　水着姿の兼続が。

　ひもビキニのトップと、ごく短いフレアのついた、ミニスカートふうのボトム。大だい胆たんにはなりきれずかわいさに逃げた、小さい子用によくあるデザインが兼続らしい。

「こ、これなら海の中でも平気ですわね！」

　兼続が頬を染めながら言い放つ。さらに、

「それに……海へ逃げればこの大鎚から逃れられると思っているようですけれど、甘い！　甘あま過すぎますわ！　この大鎚をリーチの短い近接武器だとばかり思っているようですけれど……見せてさしあげますわ！」

　兼続が大鎚を両手で握ると、そのまま砂浜をかすめるように振り回す。と、そのまま自身も回転し、ちょうどハンマー投げの要領で……、

「とぁ！　ですわ！」

　大鎚はいわばギガンティックハンマーだ。となればこの投法は、正しい。

　投とう擲てきされた大鎚は、しかしハンマー投げというよりは円えん盤ばんに近い回転姿勢で飛んでいくと、

「どぁ、うわぁ！」

　宗朗をかすめて、飛びすぎる。そのままブーメランのように、また兼続のもとへ戻ってきた。

「これぞ直江流戦せん鎚つい術、飛ひり龍ゆう投とう擲てき弾だん！　ですわ！」

　胸を張る兼続。

　ビキニにつつまれたバストはあくまでも年ねん齢れい相応に控え目めだが、ツンと尖ったなだらかなスロープは、将来の可能性を大いに感じさせる。

「わかったらいいかげんにあきらめて……くっ」

　急に、波打ち際に膝ひざをつく兼続。たったいま自慢げに反らせた胸を押さえる。

「なん、ですの……苦し……」

　それを遠目で見ていた宗朗は、ハッとする。

「限界が来てるんじゃないのか。あんな、すごい大鎚を飛ばすなんて、体力がいくらあっても何度もできるものじゃない。もしまた大鎚飛ばしをやってきたら……」

　最悪、兼続の命を奪いかねない。

「逃げてはダメだ。戻らないと」

　逃げ続ければ二度目の投擲が襲ってくる可能性が高くなる。宗朗は意を決して岸へ向かって泳いだ。

「……なん、ですの。いよいよ負けを認めて投降するつもりですの！」

　宗朗が波の間から立ち上がる。歩いてきた。もう兼続との距離は、数メートルにまで縮まってくる。

「違う。ぼくは戦う。キミに、戦いをやめさせるために」

　まだ髪や身体から水がしたたり落ちている。宗朗はわずかにかまえをとった。

「戦う？　わたくしと、どうやってですの？　刀もないおまえが」

　大鎚を余裕で振りかぶる兼続。

　兼続の戦鎚術には縦の動きも横も、回転も、そして投げもある。避けることだけでもそうとう困難なのが、戦うとは。

「それでも、戦うよ！」

「よう言うた。それでこそわらわが『将』じゃ、宗朗！」
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　とつぜん、声が響いた。幸村の声だった。宗朗が振り返る。

「お兄ちゃん！」

　そこに十兵衛もいた。十兵衛が持っていた刀を宗朗に投げる。

「幸村……十兵衛！」

　宗朗は刀を受け取った。がっちりとつかむ。

「帰りが遅いと思っておったら、こんなこととは。まあ、わらわの予想の範はん囲い内ないじゃが、な」

「お兄ちゃんのこと、千姫さんが教えてくれたんだよ！」

「千姫さまが」

　半蔵を別荘に送り届けた千姫が、幸村たちのもとにメイドを走らせて事を報しらせたのだ。

「ウキ！」

「……」

　猿さるの佐助を肩に乗せた又兵衛もまた、鑓を手にかけつけていた。どうやら砂の城はとうに完成したらしい。

　兼続は動どう揺ようした。

「幸村！　あなたまたしょうこりもなくわたくしに……！」

　大鎚を大上段に振りかぶる。

「待て！　待ってくれ！　キミの身体は松まつ平だい尊らた保かもりの施した術式によって蝕まれているんだ。これ以上力を使ったらほんとうに、死んでしまうかもしれないんだよ！」

　宗朗が声を振り絞った。しかし兼続は首を振る。

「なにを言っているのか、わかりませんわ！　おおかた、わたくしの大鎚に敗れるのがよほど怖こわいと見えますわね。よろしいですわ。柳生宗朗！　それに、真さな田だ幸村、柳生十兵衛、後ご藤とう又兵衛……、まとめて相手してさしあげますわ！　そのうえで、千姫さまをお救いして……」

「お待ちなさい！」

　こんどは別の声が。全員が振り返る中現れたのは、言うまでもなく千姫だった。

「千姫さま……だいじょうぶなんですか」

　宗朗の言葉に千姫が微笑んだ。しかし兼続は、

「千姫さま、お下がりください、ですわ！　柳生道場の豊臣派と縁をお切りになって、生徒会にお戻りくださいますよう、兼続からお願い申し上げます、わ！」

　譲らず、千姫を逆に引き離そうとした。

　だが千姫もまた、

「いいえ。千は残るわ。豊臣派も、生徒会の豊臣狩りにも興味はないけれど、ただひとつ、千の貞操を奪った男の行く末を確かめるのには、すごく興味があるんだもの。こんなこと、あの道場にいなくちゃ、できないでしょ？」

　言いはなって宗朗をあわてさせる。

「て、貞操って、千姫さま、そういう言い方は誤解を……！」

「あら、違ってるかしら。言い換かえてもいいわよ、操、純潔……それをおまえが奪ったんだから、ね！」

「宗朗、おぬしまさか……」

「お兄ちゃん、純潔って、なに？　千姫さんばっかりずるいよ……十兵衛のも、奪っていいのに」

「ま、待て！　幸村も十兵衛も。そんなことあるわけないだろう。いっしょに住んでて！　そのくらいわかれってば！」

　弁解もどこかむなしい。

　そしてこのやりとりに、兼続が激げき怒どしないわけもなく、

「あ、あ、あなたがたはぁああ！　どこまで破廉恥ですの！　もはや、語る言葉もございませんわ！　全員まとめて、成敗してくれますわ!!」

　しかし幸村が返す。

「あきらめよ、兼続！　これほどに囲まれてはおぬしにもはや勝ち目はない！」

　幸村の言葉どおり、兼続ひとりに対して、宗朗、幸村、十兵衛、又兵衛、それに千姫と、

「ウキ！」

　猿はあまり関係ないとしても……一対六もの戦力比は一見して覆くつがえせそうにはない。

「観念して降参すれば、悪くはせぬ。そうじゃな、昔のように、わらわの手下にして進ぜるわ」

　もはや勝ちを確信した幸村が胸を張って言う。

「なんですって！　誰があなたなんかの手下に、死んだってなるわけが、ございませんわあ！」

　思わず興奮して叫ぶ。しかし兼続はあることに気づいたように、にんまりと笑った。

「ん？　なんじゃその笑いは。いよいよ悔くやしさで変になりよったか」

「いえ、なんでもありませんわ。ふふふ、わたくし気づいてしまいましたの。たしかわたくしと同じ歳のはずなのに、背せ丈たけも胸も、わたくしの圧勝のようですわね、幸村」

　ぐっ、と胸を反らせる兼続。

　紐ひもビキニに包まれたバストは、周りの十兵衛、千姫、又兵衛など、そうそうたるバストには及ばないものの、Ｃカップはゆうにクリアーしている。形も申し分ない。

「な、なんじゃ、と！」

　幸村が衝撃を受けてよろける。たちまち顔が真っ赤になっていく。怒りと、おもにくやしさで。

「ほほほほほ!!　なんどでも言ってさしあげますわ。ツルペタ軍師！　ツルツルのペタペタ胸！　その胸ときたら、ツルツルで虫も留まれませんわね。まあ、蚊かに刺されたくらいの膨らみはあるのかしら。わたくしがそんな胸なら、世をはかなんで死にたくなってしまいますわぁ。でもご心配なく、だいじょうぶですわよ。世の中にはそういう『特とく殊しゆな』胸がお好きな殿との方がたもおりますから。ロ・リ・コ・ン！　ロリコン専用胸、こんごも大事になさったらいいですわね。なにしろ、それ以上大きくなりそうにない、リアス式海岸の崖のように、垂直！　真っ平らな、貴重な胸ですから。あ、でも分度器を忘れたときに、直角を計るのには便利ですわね！　うらやましいですわぁ」

　いっきに吐き出す。

（なんですの、この爽そう快かい感！　昔年の恨みが青い空に消えていくようですわぁ！）

　兼続はうっとりと頬を緩ませた。

「うわぁ」

　思わず十兵衛も漏らした。千姫たちもきわめて微妙な表情。きょくげんの「やってしまった」現場に居合わせた居い心地ごこちの悪さ。

　そして当の幸村は。

「……なんじゃ、と」

　いつからか顔をうつむけて、わなわな、プルプルと震えていた。

「あら。お子さま売り場専用軍師さまは、どうしたんですの。そろそろ昼ひる寝ねの時間で……きゃぁ!?」

　とつじょ幸村の放った大だい鉄てつ扇せんが、兼続をかすめて通り過ぎたのだ。弧を描いて戻ってきた得物をキャッチする幸村。顔を上げる。

「わらわの……いちばんふれてほしくないところをえぐりおったな！　兼続！　もはや生きて帰さぬわ！　わらわの大鉄扇の露つゆと消えるがよいぞ！」

　キッと睨にらむその目尻に、くやしさの涙さえ滲にじんでしまっているのが自分でもイヤ、な幸村だった。まぎらわすように、大鉄扇を振りかぶる。

「上等ですわ！　そんなぺらぺらの鉄扇、わが大鎚で打うち砕くだいてみせますわぁ！」

　兼続が言い終わらないうちに、

「っ！」

　幸村が飛んだ。投げつけるのではなく、鉄扇による打だ撃げきを狙う。しかし予想した兼続も飛んで、空中で大鉄扇と大鎚が激しく交差する。

「そこ！　ですわ！」

「なんの！」

　互いに武器を握ったまま着地した。振り返る。

「さすが、よけいな出っ張りが身体にない分、身軽ですわね。そこはほめてさしあげますわ！」

　兼続が言えば、

「そういうおぬしこそ、よけいなもののせいでキレが悪いようじゃな」

　幸村が笑う。

「なんですって……ぁ、ひゃぁあ、ん！」

　兼続のビキニトップのヒモが断たち切きれて、カップがずり落ちたのだ。あわてて手で押さえる兼続。

「や、やりましたわね！」

「自慢の胸のようじゃ。隠す必要もないじゃろ……ぅ？」

　だが幸村も無傷ではない。白スク水の肩かた口ぐちが劣れつ化かしたようにごっそりと吹き飛んでぺろ、と片胸が露わになる。

「きゃぁ！　なんじゃ、い、いつのまに！」

　兼続の大鎚を受けたときに、その衝撃波で布がボロボロになったらしい。

「くっ！」

「うぅぅー！」

　自分の胸を押さえてにらみ合うふたり。

「ゆっきー、もう」

「幸村、彼女にそれ以上力を使わせるのは……」

　十兵衛、それに宗朗が止めるが、

「これはわらわの戦いじゃ。手を出すでない！」

「望むところですわ。幼よう稚ち舎しや時代からの因いん縁ねん、ここで決着してやりますわ！」

　もはや意地の張り合い。

「夜ひとりで厠へも行けなかった兼続がのぉ。わらわによくついてきてくれと泣いておったものじゃ。それが少々胸が膨らんだからとて、なにほどのことがあろうや、じゃ」

　幸村が言えば、

「そういうあなたこそ、寝ぼけて廊下でトイレを済ませようとしていたじゃありませんの！」

　昨晩のネタを思い出した兼続が切り返す。

「な！　なんじゃそれは……ぐぬぬ……」

　痛いところをつかれた幸村。かすかに身に覚えはあるのか。だが気を取り直すと、

「じゃ、じゃが、おぬしの得物の大鎚はひとつ。わらわの大鉄扇はふたつ。この差をなんとするかのお」

　しかし兼続は笑った。

「数で勝負ですの？　そのぺらぺら鉄扇、わたくしの大鎚が一本を弾いている間にもう一本で攻こう撃げき？　ふふふ、笑止ですわ！　笑止！」

　そう言うと大鎚を真横に振りかぶる。

「なんじゃ、飛ばす気か」

　大鎚を飛ばすなら、同じように大鉄扇を放って対応できる。その場合大鉄扇は二枚だから、あきらかに幸村有利。

　が、

「直江流戦鎚術、竜たつ巻まき旋せん風ぷう鎚つい、ですわ！」

　それはハンマー投げよろしく自身を激しく回転させる技。しかしそのまま近接で襲うのではなく、また大鎚を投げるのでもなく、

「なん、じゃ……!?」

「はぁぁあああ！」

　突っ込んでくる。まるで飛ばした大鎚に兼続が乗っているようだ。投げた大鎚を離さず、そのまま兼続も回転の一部となっていた。

「バカ、な！」

　幸村は大鉄扇を投げるが、簡単に弾かれる。迫ってきた兼続をもう一枚で受ける。が、跳ね返された。

「ゆっきー!!」

「幸村さま！」

　十兵衛が叫び、又兵衛が鑓を手に割って入ろうとした。

　幸村は波打ちぎわを転がるように飛ばされながら、しかし、

「て、手を出すでない。わらわは、なんともない」

　立ち上がる。が、ダメージは深い。脚にきていた。

「まだ立てたんですのね。しかしもはや鉄扇も一枚。次で終わり、ですわ！」

　さっきの襲しゆ撃うげきで一枚の大鉄扇が吹き飛んでいる。こんど同じ攻撃を受けたら、間違いなく、

「……終わりかも、しれんの」

　幸村がつぶやく。しかしこの一対一の勝負を誰にも手助けしてもらう気はなかった。

「これはわらわと兼続の勝負。これを決着せずして、きゃつとの因縁、すっきりせぬからの」

「どうやら覚悟もできたようですわね。ならば存分に！　直江流……！」

　兼続が大鎚を身体の側面に引きつけるほど振りかぶった。そのまま大鎚とともに飛んでくる、というところ、

「な、なんですの……くっ……！」

　がく、と膝をついた。水の中に膝が落ちて、飛沫が撥はね返る。

「なに……あれは……？」

　千姫も目を見張る。

「お兄ちゃん！」

「やっぱりそうだ。いけない！」

　十兵衛が言い、宗朗が飛び出した。が、その先で、兼続の身体に起きた異変は、もう止めることができなかった。

「ぁぁ、あ……」

　身体を丸めた兼続の背中に、のたうつような赤い線が現れて、光っていた。線は背中の中心から放射状に何本も伸びて、兼続の肩から腕へ、腰から脚にまで伸びている。

「下がれ！　宗朗、式神が出てくるぞ！」



    

  
    
      伍◆触手大戦
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　幸ゆき村むらが叫ぶのを合図のように、兼かね続つぐの背中が、もわ、と盛り上がった。いや、背中が熱を発しているようなゆらめきとともに、それが出てきた。

「なんだ、いったい……！」

　もやのようなものが実体化する。とともに、ズルッと抜けだして、さらに大きく成長していく。

　その姿は、ひと言で言うと、

「蛸たこ？」

　吸きゆ盤うばんはないし、脚の数は十本はある。しかし赤黒くヌメヌメとぬめった体表といい、その姿は蛸に酷こく似じしていた。

「あああああ！」

　苦痛にうずくまった兼続の上に、背中から実体化した蛸型式神がおおいかぶさっていく。

「兼続！」

　幸村が叫ぶが、兼続の姿は蛸の下になって見えなくなってしまう。

「どこまで大きくなるんだ」

　宗むね朗あきらたちの見つめる中、式神の全高は十メートル近くにも成長していた。周囲に広げる脚＝触手はその数倍の長さがある。

「キキ！」

　その巨きよ大だいな禍々しさに、佐助が恐れをなして十じゆ兵うべ衛えの肩に駆け上がった。

　うねうねと蠢うごめく触手が、宗朗たち全員をどのように襲おうかと睥へい睨げいしているようだ。

「これ、どうしたら……」

　とほうに暮れる宗朗。しかしこれが式神である以上、そのエネルギーは兼続から得ているはず。

（なにか方策があるはずだ。式神を倒して兼続を救い出す方法が……）

　宗朗が迷っている隙をつくように、触手の一本が動いた。いちばん近い幸村に向かっていく。

「しまっ……！」

　だがそれを予想していたように動いた影があった。

　又また兵べ衛えが五ごじ丈よう鑓やりを振りかざして突とつ進しんする。伸びる触手をかわして飛ぶと、

「……!!」

　鑓が一閃した。

「べーたさん！」

「やった！　か！」

　十兵衛が声を上げる。宗朗も目を見張った。

　触手の一本が切断されていた。肉にく片へんとも内臓ともつかない飛沫が飛び散る。

「ミチィ────ッ！」

　奇き怪かいな声で、式神が咆哮した。

「わ！」

「鳴く、んだ」

　だが切断され、海に落ちて暴れている断だん片ぺんにもとの触手がかざされると、まるでなにもなかったように切断面が癒ゆち着やくしていく。もとに戻ってしまった。

「なんてこと。これでは斬きっても無む駄だじゃないの」

　千せん姫ひめの言葉には絶望が滲んでいる。

「でも、なにか方法が……きっと」

「あきらめるでない！　策はある！」

　宗朗に、幸村の声が飛んだ。見ると、幸村が水着の中からそれを取り出してかざす。幸村が言った。

「幻墨獣式の術を解く護ご符ふじゃ。術の見当はついておったからな。破る方法を探すのはそう難しくはなかった」

「すごい！　ゆっきー！」

　十兵衛や千姫、又兵衛、それに宗朗に、幸村が言う。

「この護符は式神の核かくに張り付けねばならぬ。それは兼続そのものじゃ」

　たしかに、兼続の身体から発した式神だが、もう大きさは何十倍にもなっている。となれば、

「兼続は、あの中に……」

　中心の、蛸でいえば頭のように見える胴どう体たい部分。兼続が取り込まれているとしたら、そこしかないように思えた。

「わらわが護符を兼続に打ち込む。おぬしらは援えん護ごせい！」

　幸村が叫ぶ。

「うん！　わかったよ、ゆっきー！」

「御ぎよ意い」

「おチビさんに命令されるのはしゃくだけど、ここはしかたないわね」

　十兵衛、又兵衛、千姫が顔を見合わせてうなずく。

「行こう！」

　宗朗のかけ声で、四人が散開した。式神に向かっていく。



「蛸さん、やっちゃうよ！　たあっ！　やーっ！」

「……！」

「もう、なんなのこの……気持ち悪いったら、ないんだから！」

　十兵衛の大大刀。又兵衛の五丈鑓。千姫の薙刀。

「うんっ！」

　それに宗朗の大刀。

　それぞれの刀鑓が煌きらめき、触手の一本一本に襲いかかる。

「ミシィェエエエエ!!」

　奇怪な声が響きわたるのと、切断された触手が波間に落下するのが同時だった。

「いまじゃ！」

　幸村が式神のふところに飛び込む。手にした大鉄扇でその巨大な胴体を切り裂さく、というところ。

「あ……！　蛸さんの脚が、もう……」

　十兵衛の言葉どおりだった。切断された四本の触手が、たちまち癒着再生されていく。

「あぶない、幸村！」

　宗朗が叫んだ。再生された触手もそうだが、無傷な触手がまだまだあって、それが幸村に背後から襲いかかる。

「なんじゃ、これし、き……きゃぁぁああああ！」

　何本かの攻撃を振り払い、切り落とした幸村だったが、再生されたものも合わせて一度に五本、六本もの触手に襲われてはたまらない。

　触手の一本にからめとられ、高々と掲かかげられてしまった。

「ゆっき───!!」

「幸村！」

　十兵衛と宗朗が叫ぶなか、すぐに動いたのは又兵衛だった。五丈鑓を振り回し、何本かの触手をいっきに斬り飛ばす。

「千だって！　この、この！　死になさい！　このぉ！」

「ゆっきー、いま助けるよ！」

　千姫、十兵衛も加わる。宗朗も刀を振るいながら、しかしどこか押し寄せる絶望的な焦りに苛さいなまれていた。

（この化け物は斬られてもすぐに再生する。ぼくら四人……五人がかりでもかなうのか。それに再生するたびにエネルギーを莫ばく大だいに消費しているはず。兼続の身体は……）

　もはや時間勝負なのは明らかだ。だが勝機が見えない。

「ミシィィィ！　ミシィェエエエエ!!」

　案の定、なんど切断しても触手はすぐに再生してしまう。これでは式神の本体にたどり着くことさえ難しい。

「どれだけ斬ればいいのよ、こんな……ぁ！　きゃぁああああっ!!」

　一瞬の隙をつかれて千姫までがからめとられていく。

「千姫さん！　いま助ける……って、わあっ！　イヤぁぁあああ！」

「十兵衛！」

　さらに十兵衛が。攻撃する側の数が減れば、触手が減らない式神はさらに有利になる。

「……っ!!」

「又兵衛さん！」

　もっとも多くの触手を斬り飛ばしていた又兵衛までがついに餌え食じきになると、宗朗にはもはや万ばん策さく尽つきたとさえ……。

（考えろ！　観察するんだ。敵を……敵の弱点を……あの触手の……）

　その間にも、

「きゃあっ！　ど、どこをさわっているのよ、このバカ触手は！　ぁぁあああっ！　さわらないで！　さわらないで、ったらあああ！」

「お兄ちゃぁああん！　へ、変なところ……あああーん、入ってくるぅぅぅ！　イヤぁああ！」

「……っ……く……そんなところ、まで！」

　からめとられた四人の姿が、触手の間に見え隠れしている。

　刀鑓を取っては後おくれをとるところのないはずのサムライも、中身は思春期の少女たち。身から体だじ中ゆう触しよ手くしゆにからみつかれ、密着されてしまうと、微妙な刺し激げきに屈くつしてしまう。

　じつは触手から分ぶん泌ぴつされる粘ねん液えきには微びじ弱やくな神経毒が含まれていて、それが彼女たちから力を奪っているのだった。

「待っててくれ、いま……！」



    

  
    
      　宗朗が刀を手に飛び込もうとする。それを幸村が止めた。

「ダメじゃ、宗朗！　おぬしは逃げよ！」

「幸村」

「わらわたちはいい……このまま兼続の体力が尽つきるのを待つのじゃ。そなたまで……ぅぅ、倒れては道場はいかにする。誰もいなくなっては、わらわたちの意志を継ぐ者を……くぅぅ、ああっ！」

　幸村の顔が苦痛に歪む。

「くそ、これじゃ……！」

　兼続の体力がなくなるのを待てば、式神は消えても体力を失った兼続が最悪の事態になりかねない。加えて触手にとらえられた幸村たちが呑み込まれるのをみすみす傍ぼう観かんすることになってしまう。

（なにか、策が……！）

「わたしが、いきます」
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　背後からの声に、驚いて宗朗が振り返る。そこに、

「委員長！　だいじょうぶなのか」

　半はん蔵ぞうがいた。レインボーカラーのビキニはさっきと同じだが、背中には忍者刀と大手裏剣を背せ負おっている。

　顔色はずっといいようだ。というよりもむしろ、闘気がみなぎっているように見える。半蔵が言った。

「宗朗くん。わたしも、どうやら……」

　わずかに頬を染める。その剥むき出しの二の腕に、宗朗は鮮あざやかな桜の花の痣あざを見つけて驚く。

「これ……じゃあ、委員長も」

　桜の痣はサムライの徴しるしだ。十兵衛は胸の谷間に、幸村はお尻しりに、というふうにひとりひとり、身体の違った場所に刻まれていた。

（サムライ……服はつ部とり半蔵の名は家名なだけでなく、正真正銘、サムライとしての名だったのか！）

　宗朗と千姫のキスに耐たえられず、思わず飛び込んだ先で宗朗の唇と唇が触れ合った。そのときに半蔵の身体に生じた熱とダメージは、サムライに変わる「変態」のフェノメノンだったのだ。

「でも……わたしは御姫さまのもの。宗朗くんには従いますが……あ、あなたのものには、なりませんよ！」

　パァ、と半蔵の、頬の朱しゆが広がった。メガネの向こうの目もとまでが染まって、瞳ひとみが潤んでいるようにさえ。

「それでこそ委員長だよ。それよりいまは……！」

「はい。御姫さまを、みなさまがたをお助けすること。そのために」

　宗朗と半蔵がうなずきあった。そして分かれる。

「委員長は右から回り込んで！　触手を落としたら、再生するまえに胴体へ斬り込むぞ！」

「はい！」

　蛸の触手のギリギリのリーチから、宗朗と半蔵が攻撃をかける。遠すぎれば斬り込むのが遅れる。近すぎれば容易に触手にとらえられてしまう。

「いざ、まいります！　星雲大飛剣！」

　大手裏剣を触手目がけて投げ放つ。そのスピード、キレ、これまでの半蔵の比ではない。

（委員長、ほんとうに……）

　もともと服部忍軍くノ一の長としての才能と訓練を積んできた半蔵の戦闘力。それが数段にパワーアップを果たしていた。

「うん、いまだ！」

　大手裏剣が触手を次々と斬り飛ばす。

「ぁん！」

「きゃあっ！」

　触手ごと落下する十兵衛と千姫。海面のためにショックは小さい。大手裏剣はいったん半蔵のもとへ戻る。

「御姫さま、ご無事で！」

「半蔵、おまえ……そう、だったのね」

　千姫も目を見張る。黒のビキニが粘液とともに肌に張り付いていた。

「下がっておいでになってください。ここは、半蔵が！」

　もう一度大手裏剣を振りかぶる。が、そのとき、予想もしないことが起こった。

　すでに切断した触手のひとつが、まだ本体と癒着もしていないのに、動き、飛んだ。

　ビュッ、チャァ！　半蔵を横殴りに襲うと、そのままからみつく。

「きゃああっ！」

「なんだと!?」

　他の触手に取りついていた宗朗も信じられなかった。

（切断されたまま、動かせるのか？）

　これまでと異なり、切断された触手も襲ってくる。

「お兄ちゃん！　あれ！」

　さらに本体のほうは切断面から触手が再生していた。これではさっきよりも状況が悪くなっている。そのうえ、

「うああ！」

「きゃああああっ！」

　いっせいに降ふってくる。一度は解放された千姫、十兵衛、それにこんどは宗朗までがからめとられてしまった。これで全員が触手の餌食に……。

「なんてことだ……！」

　宗朗に、上から声が降ってきた。

「水じゃ、宗朗！」

「幸村？」

　やはり触手に捕とらえられたままの幸村が、必死に声を振り絞っている。

「こやつの特性から見て、水場におることがおそらくは条件。斬られても次々再生するのも、水をふんだんに含んで、組織の維い持じ再生に使えるからじゃ。こやつを水場から引きずりださねば、勝ち目はない、ぞ！」

「水場……そうか！」

　宗朗が兼続と浴室で相対したときに見た光景。潜んでいた兼続の背中からこの式神が顕現しそうになったのも、浴室という水場だったからだ。

「こいつを砂浜に上げなければ。海へ戻らないように。でも、どうやって……！」

　宗朗自身、触手に捕らわれてしまっているのだ。

　身体を侵おかす神経毒がもう効いてきたのか、目め眩まいさえ襲ってくる。

（ダメなのか……！　もう……！）

　絶望が広がるなか、

「それは……この我にまかせてもらおう」

　新たな声に、驚いて宗朗が目を開けた。地上を見下ろす。そこに、

「ダルタニアン、さん!?」
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「いかにも、だ。我はシャルル・ド・ダルタニアン……！」

　ダルタニアンの姿。

　いつもの重苦しい戦せん闘とうドレスではない。身を包んでいるのはディープブルーのビキニのみ。磁器のような白い肌に、深い青がよく似合う。

　ビキニなのに羽根飾かざりのハットはそのままで、長い金色の髪がそこからなびいていた。そして変わらないのが、巨きよ大だい過ぎる無骨な両手剣、クレイモア。

「来てくれたのか！　……というか、どうしてここに。ここ、学園じゃなくて、徳とく川がわ家の別荘、だけど」

　宗朗の疑問はもっともだった。兼続のように意図的に潜入しているのでなければ、偶然とおりかかるようなことはありえないのだから。

「水着まで用意しているみたいね」

　千姫までが微妙にダルタニアンをうかがう。ダルタニアンは、「んん！」と咳せき払ばらいをすると、

「汝なんじには借りがあるからな、柳生やぎゆう宗朗。それを返す機会をうかがっていたのだ」

「うかがうって……ここまで」

（どうやってついてきたんだろう）

　宗朗は思うが、ここはこれ以上追及しないほうがよさそうだ。

　借り、とは生徒会本丸での戦いの際、十兵衛に敗れて空中渡り廊下から落下しそうになったダルタニアンを、宗朗が助けたことだろう。

　借りを返す、という理由で宗朗たちを別荘まで追いかけて来ている。ほぼ、ストーカーといっていいかもしれない。

「それよりも！　ダルタニアンさん」

「ダルタニアン、でよい。……ニア、でもよい……ぞ。汝になら、その呼び名を許しても、よい」

　宗朗の問いにダルタニアンが答えて、自分で頬を染めている。

「へえー」

　千姫がこれみよがしに声を上げると、

「な、なんだ」

　ダルタニアンは口を結んで顔を逸らした。宗朗は、

「こんなときだけど、はっきりさせておきたいんだ。ダルタニアン……ニアは、その、慶よし彦ひこさまのサムライだ。慶彦さまの命には逆らえないはず。ここであの式神を相手になんて、できるのか」

　これは重要だった。命をかけて戦う仲間が信用できない、では、集中できず、また勝つことなどおぼつかない。

　ダルタニアンは中等部の留学生だった三年まえに、慶彦と契ってサムライとなった。

　慶彦との契約は、その心の中に拘こう束そく力りよくを生じさせる。慶彦の命令に熱ねつ狂きよ的うてきに従いたくなり、その逆、命令に逆らうことはできない。

「それならば、問題はない。我は慶彦のサムライであって、あの尊たか保もりと契ったことなどはないのだからな」

「そうか。なら！」

「うむ」

「お兄ちゃん、早く！　ゆっきーが、もう！」

　十兵衛に言われて見上げると、触手に捕らわれた幸村の顔が、ますます苦しそうに変わってきている。

「幸村、さま！」

　又兵衛が必死に助けようともがくが、自身も触手に埋まっていてかなわない。もはや猶予はなかった。

「ニア！　たのむ！」

　宗朗が言う。

「承知した……！」

　ダルタニアンの表情が、悦びに輝いた。次の一瞬、

「受けよ！　ゲールの神々の力を借りて、我がクレイモアよ、グングニルの矛ほことならん！」

　青い炎ほのおがダルタニアンの腕から流れ込み、クレイモアを青白く光ひかり輝かせていく。

　式神のふところへと深く入り込んだ、と思うと、重く巨大なクレイモアをまるで木ぼつ剣けんのように軽々と振るい、たちまちすべての触手を斬り飛ばした。

「うあっ！」

「きゃあっ！」

「っ！」

　このとき断ち切られた触手の中にいた、宗朗、十兵衛、又兵衛、千姫、半蔵、それに幸村までが次々と触手ごと海へと落ちる。

　そのうえ、二刀のクレイモアが作り出すすさまじい剣圧は、式神の本体までも巻き上げ、いっきに浜辺へと叩きつける。

「ミシィィィ！　ミシィェエエエエ!!」

　ようやく触手の残ざん骸がいから這いだした宗朗が、

「……ぷ、はぁ……助かったよ、ニア……？」

　その姿を探し求めたとき、ダルタニアンはもう浜辺にいなかった。

「……借りは返したぞ。宗朗」

　わずかに振り返ったダルタニアンの目に、遠く小さくなった宗朗がかろうじて映っていた。

「ミシィィ、ミシィャァアアアア！」

　水場から引き離されたとはいえ、まだ式神は動いている。

「ニア……だけど、いまは！」

　ダルタニアンの剣技に感謝しつつ、宗朗にはしかしまだやることが残されていた。

「幸村！」

　斬り落とされた触手のひとつに宗朗は駆け寄ると、幸村を救い出した。

「だいじょうぶなのか！　幸村、幸村！」

　顔までを覆っている粘液を拭いながら、幸村の身体を抱きしめる。

「……宗朗、ようやく抱いてくれた」

「え」

　宗朗が幸村の顔を見つめる。最初、焦しよ点うてんの合わない目で見上げていた幸村が、急に気づいて表情を変えた。パッ、と赤らむと視線をそらす。

「な、なんじゃ。わらわはなにも……」

「よかった！　幸村、無事なんだね！」

　自然に、また抱きしめていた。

「こ、こら……なにをしておる、なにを……」

　抗あらがうふうだが、いつもほど積極的でないのは式神からのダメージが回復していないからなのか。

　幸村は、

「礼は言う、がな……それよりも式神にとどめを刺さなくてはならぬ。そうしなければ兼続は救い出せぬぞ」

「わかった。どうすれば」

「水場から離れたとはいえ、まだ力を残しておる。こうなれば全員で同時に斬りかかるしかない。ヤツの減った触手では対処できぬ飽ほう和わ攻こう撃げきをしかけるのじゃ」

　幸村が言うと、

「わかりました！　みんなで、一度に！」

「いまはおチビちゃんの言うとおり、タイミングを合わせるわよ！」

　触手には恨み骨こつ髄ずいの半蔵、千姫が応こたえる。

　又兵衛も五丈鑓を改めてかまえた。

「待ってくれ！　まだ……」

　しかし宗朗が止める。



４



　宗朗にはわかっていた。いまは確実な一撃を、一瞬で決めるしかない。そのためには、ひとりでも多くのサムライの力が必要なことを。

（もう一刻の猶予もないんだ。やるしかない。それが……！）

「十兵衛！」

　宗朗は十兵衛の腕をつかんで引き寄せる。

「ひゃ、お兄ちゃん……」

「ごめん！　あとで、あやまらせてくれ！」

　そう言うと、

「ぁ……」

「あーっ！」

「……！」

　キス。

　十兵衛が小さく漏らし、又兵衛が思わず自分の唇を押さえる。千姫までが目を見張った。共通しているのは三人の頬がすっかり染まっていたこと。

　十兵衛を抱き寄せた宗朗が、唇を重ねていた。

　触れ合い、押しつけられる唇と唇。あたたかく柔やわらかくみずみずしい。伝わってくる弾力と甘い匂い。

（十兵衛、こんな……）

　心地よさが宗朗の脳裏まで灼やいていくような……。

「……もう、いいかげん離れたらどうだ」

　十兵衛がつぶやき、宗朗が目を見開いた。

「ぅあ！　あ、あなたは……！」

　あわてて顔を離す宗朗を、十兵衛の眼光が鋭く射い貫ぬく。まぎれもなく、「柳生十兵衛」剣姫のそれだった。

「まったく、都合良く呼び出すものだな。だが」

　その視線が海岸の式神に注がれる。

「あまり時間がないようだ」

　持っていた二刀を十兵衛が抜き払う。宗朗が言った。

「わかった！　行くぞみんな！」

「うむ！」

「ふたりにばっかり！　いいところは持っていかせないんだから、ね！」

「御姫さま、お伴いたします！」

「……！」

　宗朗と十兵衛が同時に動いた。砂浜へ投げ出され、まだ押しつぶされたようなままの式神へと、一直線に斬り込んでいく。千姫、半蔵、又兵衛が続いた。

「うううううあああああ!!」

　宗朗が渾こん身しんの力とともに剣を振り下ろす。だが十兵衛はさらに凄すさまじい。

「柳生真陰流、飛ひ燕えん陽炎かげろう舞まい！」

　両手の大小をきらめかせ、まるで舞うように残った触手の式神本体の間を駆け抜けていく。

「やってくれたわねぇ、千をこんなにして……！　花散丸の露と消えなさいよね、この……！」

「服部流忍にん術じゆつ、星雲大飛剣……です！」

「……っ!!」

　千姫の薙刀、半蔵の大手裏剣、又兵衛の五丈鑓が本来の輝きとともに襲いかかった。

「ミシィェエエエ！　ミシィ！　ミシィャァアアア!!」

　五人のサムライ、それに宗朗の斬撃は、式神のわずかな触手の残りをすべて斬り飛ばし、それすらもさらにいくつもの小しよ片うへんへと変えてしまう。

　残骸の中に、本体だけが取り残された。

「ここだ！」

　とどめに十兵衛が、式神の本体を二刀で鮮やかに切り裂いた。

「ミシュァァアアア！　シュヂュァァアア!!」

　断だん末まつ魔まの咆哮を上げる式神は千切れた触手の根本をむなしくバタつかせていたが、やがて流れ出る体液にも勢いがなくなり、そのまま動かなくなった。

「中じゃ！　早く！」

　まだ足取りのおぼつかない幸村を抱きかかえて宗朗が式神に駆け寄る。まるで巨大な生物の解体現場のような、その中心にたどり着くと、

「……ここじゃ！」

「わかった！」

　幸村の指示で、十兵衛が切り裂いた本体のさらに奥を宗朗がまさぐる。やがて、

「あった！　いたぞ……ぅ……！」

　軟なん体たい動物の組織の中のような式神内部から、兼続の腕をつかんで引っ張る。

「手伝います！」

　半蔵と又兵衛も加わって、ついに兼続の身体を引きずり出した。

「出た、ぞ」

　ズルッ……、と粘液にまみれて、意識を失った兼続の全身が露わになる。

　体液自体が消化酵こう素そを出すのか、式神の内部に埋もれていた兼続の身につけていたビキニの水着はほとんど溶けて消えてしまっていた。

「背中を」

　幸村が、兼続をうつぶせにさせ、その背中が目の当たりになる。

「うっ、これか」

　宗朗がつぶやいた。

　背中の中心から、周囲に向かって伸びた徴が、タトゥーのように刻まれている。わずかだがまだ赤く発光して息づいていた。

「まだ間に合う、か……！」

　又兵衛から護符を受け取った幸村が、九字を切ると護符を兼続の背中に張り付けていく。すべて張り終わると、護法を唱えた。

　護符がぼぅっ、と光り、やがて染み出すようにまぶしく輝いていく。同時に兼続の背中の式が震え出した。

「消えていくわ！」

　千姫が言うとおり、散り散りになった式が滲んで薄くなっていく。やがてすべて消え去った。

「終わった、のか……」

　宗朗の言葉が終わらないうちに、辺りに残った式神の触手や本体、それらがすべて、かすむように消えていった。こうしてどうやら、尊保が兼続に施した式神の術は完全に浄じよ化うかされた。

「やったね、お兄ちゃん！　これで兼続さん、助かるんだよね！」

「ああ、きっと……って、ええ？　十兵衛、さん……は？　おまえ、もとの……」

「うん！　十兵衛だよ！」

　十兵衛までがもとに、もとの妹・十兵衛に戻っていた。

「……だめかもしれん」

　ぽつっ、と幸村がつぶやいた。全員が幸村を、そして兼続に視線をそそぐ。

「どういうことなんだ。もう式神は消えたじゃないか」

「じゃが、もう……兼続の身体のほうが、限界を超こえておるようじゃ」

「なんだって」

　宗朗が兼続の身体に触れる。とても冷たく、反応がない。腕で脈を取る。が、これもひどく弱々しい。

「手て遅おくれ、だったというの？　間に合わなかったと」

　千姫がうつむく。

「なにか手はないんでしょうか。将軍家の医い療りようセンターがここからなら一時間かからずに……。すぐに、救急車を呼べば」

「無駄じゃ」

　半蔵の言葉に、幸村が首を振った。

「サムライとしての、魂たましいがすっかり弱っておる。生物学的には身体に異常はない。じゃが、もはや魂の消えゆくさまは止めようがないのじゃ」

　全員が言葉を失った。

　兼続はその我の中で、まだ弱々しくだが呼吸をしているように見える。

「くそ！　このまま黙って見ているしかないのか」

「千が、術をかけた尊保にかけあってみるわ！　半蔵、電話を繋いで！　彼かれを呼び出すのよ」

「はい！」

「それもダメじゃ。もはや式は破れておる。ここに残っているのは、式神に体力をすべて食い尽くされた残りだけ、なのじゃ」

「それじゃ……やっぱりなにも」

　ふたたび沈ちん黙もくが支配する。それを破ったのは、

「お兄ちゃん！　お兄ちゃんがキスしてあげて！」

　十兵衛だった。そしてその突とつ飛ぴな言葉に誰もが面食らう。

「な、に言ってるんだ。こんなときに……ぁ」

　わずかに、宗朗も気づいていた。

（兼続はサムライだ。ということは、もしかしたら……）

　それに気づいた幸村もまた、

「そうか。あるかもしれぬ。可能性が……じゃが」

　顔をムニッ、と歪ませて、

「成功すればこやつが宗朗と契ったことになり、わらわたちと同じく、宗朗のサムライとなるのじゃ」

　口をつぐむ。正直なところ、幸村には微妙な感情は残る。だが、

「でも」

「うむ。じゃが、命には替えられぬ。宗朗」

「え、やっぱり……する、のか」

　人命のためには拒こばむ気はない。が、その方法が自分と兼続のキス、というのがなんとも……であった。

「お兄ちゃん、お願い！　兼続さんを助けてあげて！　十兵衛はなにもできない。でもお兄ちゃんなら……！」

　十兵衛の必死の頼たのみに、宗朗はその手を握りかえしてうなずいた。

「わかった。うん。わかってる。やってみるよ。十兵衛にそう言ってもらえて、うれしく思うよ」

「お兄ちゃん！」



    

  
    
      「んん！　千も、認めてあげるわ！　可能性を捨てて後こう悔かいするようなことがあったら、寝ね覚ざめが悪いんだから、ね！」

「宗朗くん、頼みます」

「……」

　うなずく又兵衛。そして、

「ウキ！」

　と佐助。

「ならばじゃ、はようせい宗朗。わらわも認めておるのじゃから、な！」

　幸村も、ぷっと膨れていた顔で、うなずく。わずかに微笑さえ。

「うん。わかった。わかったよ、みんな……でもちょっと、そんなにじっと見ないで。向こうを向いててくれると、ありがたいんだけど……」

「あ……ん、んん！」

　そして全員が背中を向ける中で、ついに……。

　……チュッ！
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「……ん、亀きつ甲こうが……割れた、か」

　武應学園、旗本生徒会の本丸、松まつだ平いら尊保の執しつ務む室しつだった。

　薄うす暗ぐらく、締め切った部屋の中、ぼぅっ、と浮かび上がる水すい盆ぼんの中、墨ぼく書しよも鮮やかな亀甲が浮かんでいた。

　その亀甲がとつじょ割れたのがたったいまだ。それまでヒビもなく、その瞬間ヒビが生じたわけでもなく、ほんとうに突とつ然ぜんふたつに割れた。まるで一刀のもとに斬り捨てたように。

「直なお江え兼続……だっけ、ダメだったのかい」

　不意に声をかけられて、尊保が振り向いた。

「お人が悪い。慶彦さま」

　尊保が笑いを浮かべた。ドア口に立っていたのは徳川慶彦だった。尊保は改めて、

「どうやら討たれたようでございます。今回の件、申し訳ございま……」

「まあいいよ。というより今回のは、遊びみたいなもんだよね。田舎いなかザムライひとりであの柳生がどうかなるとも思えないし」

「お恥ずかしいしだいです」

「それよりさ、奇門遁甲だっけ？　こんなものに尊保が秀ひいでているとは思わなかったよねえ」

「いえ、これはほんの手て慰なぐさみです。とても本格的なものでは」

「でもけっこうよく出来てたじゃないか。あの式神」

「……おそれいります」

　言いながら尊保は、身体の奥のほうにじっとりと汗のようなものがにじみ出すのを感じていた。

　式神のことは慶彦には話していない。兼続には単に言い含めて柳生を討つべしと命じただけ、としか伝わっていないはずだった。

（どこで式のことを……どこまで知っているのか……）

　だが慶彦は笑って、

「おもしろいよねえ。こんどぼくにも教えてよ」

「お戯れを。慶彦さまには『将』のお力がありますれば、なんの不足がありますやら。それを持たないわたしの、ちょっとした遊びのようなものでありますれば」

「ふぅーん。まあ、いいや。どうだい、いっしょにお風呂でも」

　とつぜん話題を変える、というよりも唐とう突とつに言ってのける慶彦。尊保は目を伏せて微笑みながら首を振った。

「いえいえ、まだ仕事がありますから」

「そうかあ。残念だなぁ。ほら、お風呂でイヤな汗も流してさ、すっきりすると思ったんだけどなぁ。ま、いいよ。またこんど。約束だよ尊保」

「はい……御意に」

　尊保は笑顔をくずさない。が、

（イヤな汗、とは……ただの慣用句、ですか……）

　慶彦が背中を向けて出て行くのを、尊保が立ち上がって見送った。ドアのところで立ち止まると、慶彦は背中のまま、言った。

「そろそろ宗朗にでも会いに行ってみようかな。千のやつの顔も見たいしね」

「さようで、ございますね。そのときはわたしも」

「うん。じゃあね」

　ドアが閉まる。

　尊保は気持ちが落ち着いていくのを感じずにはいられなかった。無意識にドアを見ているうちに、ひとつのことに気づく。

「このドア、ロックしてあったのでは……」

　ざわつく思いが甦ってきて、それを打ち消すように、尊保はわざと尊大に腰を下ろすと脚を浅く組んだ。

　しかしどうにも消せない不安が無意識のうちに爪つめを噛かませていた。
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「どういうことですの！　勝手に、わ、わたくしを凌りよう辱じよくしたあげく、このような辱はずかしめまでっ！　許しませんわ！」

　柳生道場の食堂広間。声を上げているのはもちろん、兼続だった。

　その辱め、とは、どうやら彼女がいま来ているメイドドレスにあるようだ。

「中等部の制服がなかったために、ひとまず風紀委員会のメンバーが着るメイドドレスを着てもらったのですが」

　半蔵が言う。

　別荘での一件で、ようやく命を取り留めた兼続はひとまず柳生道場に運ばれた。数日を経たたずして完全に回復したいまの姿が、これ、である。

「いや、その、凌辱って……」

　宗朗が苦笑を通とおり越こして青くなりながら無理やり笑う。

「宗朗がいなかったら、おぬしは体力と精気を完全に失って、死ぬか一生目覚めぬ昏睡状態になるところだったのじゃぞ。口に気をつけぬか、愚か者！」

　そう言うのは幸村だ。

「でも、ほんとうに驚いちゃった。もうダメだ、って千も思ったくらい、顔が真っ青で、唇なんて土気色だったのが、みるみる赤みが差してきて……」

「まぶたがかすかに動いたときには、ホッとして、うれしくなりました」

「十兵衛ね、ピーン！　ピーン！　って病院にある機械が、ピーッ……ってなっちゃうところ、思わず思い出しちゃった！」

「それ、死んでるだろ！　ピーッ……は、死んでるから！　というか、それ、心電図のことだよね。それに、なに、それじゃみんな、見てたんじゃないか！」

　こんどは赤くなりながら言う宗朗。

　見るな、と言ったのに、背を向けたふりをして全員が、宗朗が兼続にキスをするところを見ていたのだった。

「じゃがこれでわかった。やはり宗朗は『将』。それも、われらサムライに精気を……わかりやすくいえばエネルギーを、与えてくれる源と言えるようじゃな」

「そうそう！　お兄ちゃんがチューってすると、金色の光がパァー、って。それからだんだんかねちゃんの顔がピンクになって来て！」

「そこまで見てたのかよ！」

　幸村と十兵衛に宗朗が反応するのと、

「だから！　そんなこと誰が頼んだんですの！　かねちゃん……かねちゃんって誰！　ですの！　わたくしが昏睡しているのをいいことに、勝手にくちび……唇を奪うなんて！　は、は、初めての……ファースト……うううう！」

「あら、やっぱりファーストキスなんだ。そこの、ノッポさんも？」

　千姫に振られて、又兵衛が眉まゆを動かした。首を縦には振らないが、頬が赤くなったのがその証しよ拠うこのようだった。

「あれは昏睡などではない。仮死じゃ。限りなく死に近い仮死状態」

「昏睡……死……ですって」

　兼続の顔におびえが走る。が、すぐに、

「だ、誰も頼んでなんかいませんわ！　こんな、ハーレム魔王！　第六天色魔！　野獣宗朗！　なんかに、ですわ！」

　ひとしきり毒づくのだが、さっきから頬を染めてチラチラと宗朗を見てもいる。

「ならなぜじゃ。こんなところにおらずとも、元気になったのならさっさと出ていけばよいではないか」

　幸村が半目でジロッと見る。兼続は答えに窮きゆうしたように口ごもるが、

「そ、それは……このわたくしには、義務があるから、ですわ！　柳生宗朗、それに世に仇あだなす豊臣派を、つねに監かん視ししなくては、ですわ！　それに……」

「それに？」

「わ、わたくしを凌辱した柳生宗朗！　あ、あなたが責任をとって……せ、責任をもって、あなたを監視して、第二第三の犠牲者が出ないようにするのが、このわたくしの、サムライとしての責務、ですわ！」

「わぁ！　じゃあ、かねちゃん、これからもいっしょだね！」

　十兵衛が兼続の手を取って、がそれでも足りずに抱きついて、よろこびを表す。

「ちょ、なにをするんですの！　離れなさ……かねちゃんはおやめなさい、ですわ！」

「かねやん？」

「もっとダメ！」

　兼続と十兵衛の掛け合いを後目に、宗朗がひとまずこの場から、と身を縮めて出て行こうとするのを、

「待ちなさい、宗朗。あとで千の部屋に来ること。わかってるわね、別荘での続き、忘れてないんだからね。新しい娘とはすぐ契ってしまうくせに、まあ、あのときは緊きんき急ゆう時だったから許すけれど、千との契りもきっちり、やり直してもらうんだから、ね！」

　千姫が宗朗の腕を引けば、

「宗朗！　あの式神に呑み込まれてから、わらわは調子がどうも悪い。おぬしの気をもういちど、たっぷり注いでもらわねば、日常生活にも支障が生じるでな。あとでわらわの離れへ参れ。んん！　わかっておろう、な」

　幸村が赤い顔で目を逸らす。

「お兄ちゃん！　せっかくだから、みんなでお風呂、入ろうよぉ！　ね、いいでしょ！」

　空気を読むどころか、石に変えるような十兵衛の発言。

「……それもいい」

　又兵衛。

「わたしは、御姫さまのもの……でも、宗朗くんには、し、仕方ないから、従いますけれど……」

　半蔵までも向けてくる眼まな差ざしが潤んでいるようで……。

「と、とにかく！　みんないちど落ち着いて、落ち着いて話を……ダメ、ですか。じゃあ、ひとりずつ……あ、いや、そういう意味ではなく……そ、そうだ！　みんなでカルタなど、いかがですか、親しん睦ぼくを兼ねて、いや、穏おん便びんに、ここは……ぬぁー!?」

「ウキキ───!!」

　柳生道場の夜は、おそらくまだまだ終わらないことだけは、確かのようなのだった。



（了りよう）



    

  
    
      伊吹秀明×すずきあきら　巻かん末まつ特別対談






──「百花ひやつか繚乱りようらん　巻ノ弐に」脱だつ稿こうに合わせ、ＨＪ文庫でも活かつ躍やく中ちゆうの伊い吹ぶき秀ひで明あき先生とすずき先生の対談が突とつ如じよ行おこなわれました。今回はあとがきに変えて、そのディープな対談の模も様ようをお届とどけします。



◆創そう作さくの原点は永なが井い豪ごう作品？



伊吹「いきなり呼よび出だされたので、やってきました。伊吹です。ＨＪ文庫では『舞まい‐ＨｉＭＥ★ＤＥＳＴＩＮＹ～龍りゆうの巫み女こ～』と『トルネード！』を出していて、すずきさんとはいろいろなところで接せつ点てんがあるようです」

すずき「伊吹さんとぼくは歳としもいっしょでまったくの同年代なのですが、ぼくの場合、「柳生やぎゆう十兵衛じゆうべえ」というとまず、「ハレンチ学園」です（笑）。

　あれは、「十兵衛」は山岸八十八（主人公）がつけたあだ名で、本名は柳生みつ子、だったと思うんですが、いつのまにか、自分で「十兵衛三みつ厳よし」と名乗っていた気がします。

　あとは、映えい画がの「柳生一族の陰いん謀ぼう」とか、「魔ま界かい転てん生しよう」だとか。千葉真一の印象が強いですね（笑）。

　だいぶしてから、アニメの「十兵衛ちゃん」ですか。続ぞく編へんはシベリア柳生、なんてのも出てきましたね」

伊吹「「ハレンチ学園」は発表当時はかなり衝しよう撃げき的てきな内ない容ようでしたね。エロとバイオレンスってだけじゃなくて、当時のマンガの枠わくそのものをぶち壊こわすようなアナーキーな作品でした。女の子を「十兵衛」と呼よぶのも斬ざん新しんですね。

　「魔界転生」は山やま田だ風ふう太た郎ろうの原作小説、千葉真一主しゆ演えんの映画も良いんですが、石いし川かわ賢けんによるマンガ版ばんも好きです。石川さんはもともとアクのある方でしたが、「魔界転生」でさらに一歩突つき抜ぬけた感じがありました」

すずき「マンガ、と言えば、ぼくらの世代、というか、ぼくの場合は、さっきも挙げた、永井豪の影えい響きようがいちばん強いと、振ふり返かえると思うんですよ。

　手て塚づか治おさ虫む世代ではまったくなくて、その次のトキワ荘そう世代にも若じやつ干かん間に合わなかった感があって。

　いちばん最初に買ってもらったコミックスは「巨きよ人じんの星ほし」でした。

　自分で最初に買ったのは、おぼえてないんですが、永井豪作品はとにかく衝撃でしたね。おっしゃるようにエロスとバイオレンスが。といってもいまから見たらソフトなんですが。

じつは「ハレンチ学園」は、自分では恥はずかしくてコミックスを買えませんでした（笑）。「マジンガーＺ」とか「デビルマン」「魔ま王おうダンテ」とか、永井作品のＳＦ、オカルト方面がとくに好きでしたね。友ともだちの家で「あばしり一家」「ガクエン退たい屈くつ男おとこ」とか読んでましたね」

伊吹「永井豪作品に触ふれるきっかけになったのは、やはりアニメですよね。いまタイトルが出た「デビルマン」「マジンガーＺ」はアニメを見たあとに、原作はどんな感じだろうと手を出して、そこであまりの凄すごさにショックを受けるという（笑）。もう、永井先生、容よう赦しやなしというか」

すずき「なるほど。ぼくは逆ぎやくにテレビのアニメをあまり見せてもらえなかったせいか、マンガを先に読んでしまって、「デビルマン」はアニメのほうはぜんぜん見ませんでした。「マジンガーＺ」はアニメも見ていましたが、やっぱりマンガのほうが好きでしたね。エッチで。

ガミアＱとか、マントの下が裸はだかで、でもアンドロイドだから関節の継つぎ目めがあって、とにかくエロかったです（笑）。

　永井豪先生の話ばかりになっちゃってるんですが、自分の創作物から受けるエロチックな体験の原点が、永井作品だったのは間ま違ちがいないなー、と思います」



◆好きな時代小説、マンガ、映画は？



伊吹「時代もののマンガといえば、白しら土と三さん平ぺいの「サスケ」や「ワタリ」、横山光輝みつてるの「伊い賀がの影かげ丸まる」といった忍にん者じやものが好きでしたね。その忍者が、やがては超能力者ちようのうりょくしややサイボーグなんかに変わって、とにかく特とく殊しゆな能のう力りよくを持ったキャラクターたちが戦っていくというパターンのものを好んで読んでいました。あ、いまもそうか。

　時代小説は老後の楽しみと思って、たくさん積ん読になったままです（笑）。そうそう、半なか村むら良りようの「妖よう星せい伝でん」はＳＦなんですけど、江え戸ど時じ代だいが舞ぶ台たいでお勧すすめです。スケールの大きさと、濃のう密みつな物語描びよう写しやに引ひき込こまれます。アダルトな要よう素そもありますので、若わかい人には一いち応おう警けい告こくしますが」

すずき「まさにストライクな「００９‐１」というのもありましたね。ちょっとまえにアニメ化されていましたが、まさかあれがアニメになるとは思いませんでした」

伊吹「本当ですね。じつは長年アニメ化して欲ほしいと思っていたのですが、実じつ現げんすると知ったときも耳を疑うたがいました（笑）」

すずき「横山光輝では「闇やみの土ど鬼き」という忍者ものが好きでした。この作品にも柳生十兵衛が出てきます」

伊吹「ラスボスでしたね、十兵衛は。「闇の土鬼」は闇の武ぶ芸げいというものが出てきて、戦い方も独どく特とくで良かったです」

すずき「七なな節せつ棍こんとか、想そう像ぞうしましたよ。最近だと「シグルイ」がありますね。「百花」を書くまえに、参考にとコミックスをそろえました。ちっとも参考にはなりませんでしたけど（笑）。あ、でも、刀をまともに使わなくてもいいんだ、というのは、おもしろかったですね。先が気になって原作の「駿する河が城御前じようごぜん試合」も読んでしまいました」

伊吹「「シグルイ」モードが活いかされてしまうと、「百花」はまったく違ちがった世界に（笑）」



◆女じよ性せいの身体で好きなところは？



伊吹「いきなり何ですか（笑）。しかし、避さけては通れないところではありますね。

　「百花繚乱」の中で好きな描写といえば「そこからたっぷり覗のぞく白いバストが、いっしゅん大きく形を歪ひずませながらこぼれ出る」（一巻かん・二〇二ページ）といえば答えは明らかかと。語り出すとキリがないので、この辺で」

すずき「じつはこれは誘ゆう導どう尋じん問もんでありまして（笑）、大たい艦かん巨乳主義きよにゆうしゆぎの伊吹さんに対してまさに愚ぐ問もんだったのですが、真っ向から受けていただいて感かん謝しやです。ええ。乳ちちは重要ですね（笑）。

　ただ、ぼくはまえから強く主しゆ張ちようしているんですが、同じ九十センチＦカップの巨乳、とあっても、それが柔やわらかいのか堅かたいのか、ではぜんぜん違うと思うんですよ。もうぜんぜん！（笑）

　なので、ただスペックを出すだけ、とかでなく、より綿めん密みつな、描写を心がけたいですね。手に触れるように想像できるような（笑）」

伊吹「ぜひ、お願いします（笑）」



◆好きな歴史上の人物



伊吹「いきなりメジャーなところで織お田だ信のぶ長ながですかね。とにかくキャラが立ちすぎるくらい立っていますので。

　それと、いちばん想像力をかき立てられる人物でもあります。他のたいていの人物は、もし存そん在ざいしなくても、たぶん歴史はそんなに変化はなかったと思うんですよ。べつの誰だれかが、同じ役やく割わりを果たしてくれて。でも、もし、信長が本ほん能のう寺じの変で死ななくてそのまま天下をとっていたら、たぶん日本の歴史はまったく変わったものになったでしょう。

　彼かれは新しいもの好きなので、鎖さ国こくは絶ぜつ対たいにしなかったはず。外国の品物や文化をどんどん取り入れたでしょうから、二百年以上も鎖国をした実じつ際さいの日本とはまったく違う歴史をたどったと思うので」

すずき「ぼくも信長は好きですね。好き、というか、日本史上、聖しよう徳とく太たい子しと並ならぶ人物で、他に比ひ較かくのしようがないほどだと思います。

　安あ土づち桃もも山やま時じ代だいは日本の黄金期で、その名の通り、金の産出量も多く、鉄てつ砲ぽうの保ほ有ゆう量りようでも世せ界かい一いちだったと聞きます。長い戦国時代で戦争のプロがあまたいましたから、信長の指し導どう力で海外に進出すればかなりの成功を収おさめたでしょうね。

　そういう妄もう想そうも含ふくめて『ＡＺＵＣＨＩ』という作品を以前に書きました。戦争はイヤなので、海の向こうへ進出する大航海時代になる、という未来にしましたが」



◆明めい治じ維い新しんが起こらず、江戸時代がずっと続いていたらいまの日本はどうなっていると想像しますか？



伊吹「黒船とか外がい国こく勢せい力りよくを考えないとしても、やはり江え戸ど幕ばく府ふ自体は弱体化していたので、それにつけ込こんで内ない乱らんか、ミニ戦国時代のようになっていたかもしれませんね。その前段だん階かいとして、作さく中ちゆうの「豊とよ臣とみ狩がり」のようなものが起きていたりして」

すずき「そうですよね。やっぱり江戸時代というのは封ほう建けん時代で、中ちゆう央おう集権しゆうけん国家じゃないんですよね。領りよう国ごく制せいですから。

　「百花」では無理やり中央集権国家にしましたが、よほどのカリスマでなければ、徳川将軍とくがわしようぐんでは中央集権国家の長にはなれないでしょうね。だから明治維新でもそのへんに苦労してますよね。

　身もフタもないことを言ってしまうと、徳川幕ばく府ふの日本では日につ清しん日にち露ろの戦争にも勝てなかったと思うのですが、「百花」では日清・日露戦争も戦っていないことになっています。いちおう設せつ定てい上じようでは、ですが」



◆「百花繚乱」でお好きなキャラと、その理由は？　そのキャラとどうしたい（どうされたい）ですか？



伊吹「ゆっきーこと幸ゆき村むらたんですかねー」

すずき「巨乳作家クラブの伊吹さんともあろうかたが、貧ひん乳にゆうロリキャラを選ぶとわ！

　じつは巨乳好きとは世を忍しのぶ仮かりの……て、最さい新しん刊かん「トルネード！」でもちゃんと巨乳姉妹がヒロインでしたね（笑）。ぼくはメガネ巨乳の一味姉ねえさんが好きです」

伊吹「乳に貴き賤せんはありません。……うあ、説得力がなくてすみません。いや、どうやらゆっきー本人も、大きくしたいようですから、その意気や良し、ということもコミということで。

　えー、それは別として、実際に会ったとしたら、幸村といちばん話がかみ合いそうだ、というのが本当のところです。歴史とか、軍ぐん師しとしての話とか」

すずき「なるほど。十兵衛とかではまともに話ができなさそうですし（笑）。

　幸村はきっと、子どもっぽい匂においがすると思うんですよ。ミルキーみたいな。くんくんして、頭をなでてやりたいです（笑）。

　幸村は当然としても、ぼくは又また兵べ衛えさんも好きなんですよ。というより、又兵衛さんが洗せん濯たく機きをじっと眺ながめるのが好き、というのは自分そのものなので。あれは、心が落ち着きます」

伊吹「どおりで描写が細かいと思った（笑）。……それにしても、「百花繚乱」のキャラって、どうしてみんなよくハダカになるんでしょうね？」

すずき「え、そんなにハダカになってませんよ。お風ふ呂ろに入るときはみんなハダカですからー！

　というのも少々しらじらしいんですが。まあ、十兵衛はあんなですからね。２巻ではお色気も増ふえてますし（笑）」

伊吹「読んでいて思うのは、着ているものだけじゃなく、気持ちもハダカになっている感じですよね。

　現実生活では、服とか鎧よろいとか、いろいろ身と心にまといがちですが、彼かの女じよたちはちがう。十兵衛は最初からハダカですが、秘ひ密みつを持つ幸村や、本来は敵てき方がたの千せん姫ひめたちもハダカになっていく。

　非ひ常じようにピュアというか。そういったところが好感が持てるし、人気になっている理由なのかな、という気がします」

すずき「現げん実じつでは、と断ことわるまでもないんですが、みんな感かん情じようを表にそうそう出すことはないですよね。その点、彼女たちは自分の気持ちに正直というか、好きな人に対してすごく一いち途ずなので、かわいいなあ、と思います。

　やや露出ろしゆつ過か多たではあるような気もしますが、あんなふうに思い切りのいい女のコたちは、きっとジメジメした陰謀とかとも無む縁えんでしょうし、あくまでかわいく、活躍させてあげたいですね。

　その分、宗むね朗あきらくんはうらやましい、というより大変だなあ、という感じですが（笑）」

伊吹「でも、野や獣じゆう……もとい、柳生宗朗は、すずきあきらさん本人では？　読むときに「むね」が「すずき」に自動変へん換かんされてしまうんですが（笑）」

すずき「否ひ定ていは……しません！（笑）」



    

  
    
      ●プロフィール

伊吹秀明

ゲーム雑誌の付録本「小説・桃太郎伝説」にてデビュー。そのゲームブック・シリーズも手がける（双葉社文庫・別名義）。以後は架空戦記、ＳＦ、ライトノベル、古典ミステリや格闘技、戦史などの各種読み物を書いて現在にいたる。

主な作品に「星方遊撃隊エンジェル・リンクス」（富士見ファンタジア文庫）「出撃っ！　猫耳戦車隊」（ファミ通文庫）「第二次宇宙戦争」（ワニノベルス）「冥海の鋼鉄葬」「天空魔弾」（学研歴史群像新書）「舞‐ＨｉＭＥ★ＤＥＳＴＩＮＹ～龍の巫女～」「トルネード！」（ＨＪ文庫）などがある。すずき先生の古くからの友人でもある。



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

すずきあきら 先生／Ｎｉ 先生
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